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エピローグⅠ　情報屋にて







　どこから話せばいいんですかね。

　今こん回かい私が語るべき情報は、どこが始まりだとか終わりだとか、そのあたりが実に曖あい昧まいでしてね……。厳げん密みつに言うなら……ことは私が生まれる前から始まっていた事になりやすし、もしかして、まだ終わってないのかもしれない。

　情報に感情を交える必要はない？

　簡かん潔けつに事実だけを？　はっ！　馬ば鹿か馬鹿しい！

　俺はね、情報屋さん。金が欲しくてこんな事を話すわけじゃないんです。

　完成……そう、情報を完成させたいんですよ。

　俺が知ってる情報だけじゃ、この事件は完成しない。

　幾いくつもの幾つもの話を集めて紡つむいで、ようやく一つの形になると思うんです。

　そう、この情報は、沢たく山さんの主しゆ観かんを集めて一つの事実になる。

　客観的に組み直すのは、話を聞いたあなた達たち情報屋の仕事でしょう？

　ええ、だから、正確にお話ししますよ。

　どうしようもない程ほどに主しゆ観かん的てきな、俺による僕の為ための私だけの情報を！




『興こう奮ふんするな』って？

　はぁ……解わかってない、解ってないよ、あんた。

　この興奮だって、情報の一つじゃないか。

　空気を読めよ。空気にだってちゃんと物は書いてある。

　例えばだ。俺がこうまで興奮しているという空気だって、俺がこれから話す事件の情じよう景けいを呼び起こす為の大切な要素だろう？

　結果は、常に感情を伴う。それを消し去るのはあんたら新聞屋の仕事さ。それを見た俺達傍ぼう観かん者しやは、また別の感情を持って一つの結果を受け止める。

　……ああ、そうだ。過去ってのは、言わば心だ。

　あんた達は、そういうものを食い物にして生きてるんだろう？

　人が血と汗と涙と知恵と勇気と恥はじと夢と力と感情と過去と希望を振り絞しぼって紡つむぎ出した一つの結果にむしゃぶり付いて思うがままに貪むさぼり、改かい変へんし辱はずかしめ、それを世に晒さらし出す。

　……嫌そうな顔をしなさんな。俺は、褒ほめてるんですよ？




　ダメだ、あんたじゃ話にならない。

　副社長を、ギュスターヴ・サンジェルマンさんを呼んでくださいよ。

　あの人と社長さんだけですよ。俺が昔皮ひ肉にくとして同じ言葉を言った時、笑いながら『照れるな、そんなに褒めないでくれたまえ』なんて抜かしたのは。

　ギュスターヴさんは金払いもいいしね。社長でもいいけど、あの人は相変わらず書類の山から出られないでいるんだろ？

　……困った顔するな。冗じよう談だんだよ。

　知ってるよ。ギュスターヴさんは今シカゴだろ？　あのちんちくりんなカメラマンの女の子と一緒に、昨日はシカゴのガンスラークホテルに泊まって、今け朝さの朝食じゃハムエッグを食ってたなあ。

　……何で知ってるのかって？

　そりゃ、たまたまそのホテルに俺が居たからさ。

　ハムエッグをほおばってるカメラマンの嬢じようちゃんに、ホテルオリジナルブレンドの、これでもかってぐらいに苦にがいコーヒー注そそいでやったウェイターが俺だよ。

　あの嬢ちゃん、目を白黒させてたが我が慢まんして飲み切ったな。

　……いや、時間的におかしいって言われてもな。そりゃ確かにシカゴからここまで数時間で来るのは無理だ。

　まいったな。

　本当に何も知らないのか、俺の事。




　俺かい？

　俺は、そうだね。なんて言えばいいのかな。

　名前なんて何百も持ってるんだよ。

　ああ、いやいや。偽ぎ名めいって意味じゃなくて、本当に名前を沢たく山さん持ってるんだよ。

　身体からだも、名前と同じだけ持ってる。

　でも、意識は一つ。たった一つだけだ。

　……いや、どうなのかな。意識なんて一つと数えられるものなのかね。

　意識ってのは不ふ思し議ぎなもんだね。こんなにもハッキリと自分の意識を確認してるのに、数も数えられない程ほどに曖あい昧まいなんだからな。死んだ後や生まれる前ってのは、果たして意識の数はゼロと言えるのかね？　なら、夢も見ずに寝てる時は？　ただボーっとしてる時は？

　ま、考えてもしょうがないですよねえ。そんなもんでしょ。

　そもそも、俺の『意識』とあんたの『意識』が同じなんて、誰にも証明できないんだから。

　……ああ、そうそう、そうでしたね。

　俺の名前だよねえ。悪わりい悪い。

　敬けい語ごとタメ口がばらついてるのも気にしなさんな。

　俺の意識が決めかねてるもんでね。

　あんたに敬けい意いを払うべきかどうかってさ。

　名前と身体の数だけ生き方を持っているものでね。

　だが、一いち応おう通り名はある。全ての身体に共通する名前がね。

　これから長い付き合いになるかもしれないから、特別に教えてあげます。

　シャム。

　覚える必要は無いですけれど、社しや交こう辞じ令れいみたいなものですから。

　ま、前まえ情報として言いたいのはそれだけです。よろしく。




　さて……じゃ、改めて。

　どこから話せばいいんですかね。

　私はこの事件のどこかの場面にはいたし、どこかの場面にはいなかった。

　そして、一つ言っておきますよ。

　この事件は、既すでに終わっているんだ。

　長いスパンの、より大きな事件の一部として捉とらえるならば、まだ何も終わっちゃいないのかもしれませんが……一応は終わりを見せている。

　このＮＹとシカゴ、そしてサンフランシスコ沖おきで同時に進行した『一つの』事件。

　もう一度言いますが──

　私は、いつかの時間にはいたし、いつかの時間にはいなかった。

　情報を提供する代わりに聞きたいのは、私がいなかった場所についての情報です。

　……まあ、それは後でいいとして……では、事件の始まりから……。

　しかし、やっぱり迷うなあ……。どの始まりから話すべきか。




　そう、始まりと言えるものもいくつかあったわけです。

　一体どれから話すか迷いますが、とりあえずシンプルな所からいきますかね。




　まずは、取調室にいる一人のカモッラの話から……




　マフィアとは異なる組織の若手幹かん部ぶ。

　ＦＢＩに囚とらわれの身となった、哀あわれなその青年の名前は──
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１９３４年　マンハッタン某ぼう所しよ　地下室




「フィーロ・プロシェンツォ」

「……」

　名が、呼ばれた。

　偽いつわりの無い、親から与えられた真実の名。

　その名で呼ばれたにも拘かかわらず沈ちん黙もくする青年に、対たい面めんに座る男は満足げな表情で呟つぶやいた。

「いいざまだな。まるでブロードウェイの主役さながらだ。ただし、喜劇のな」

「……うらやましけりゃ代わってやるよ、エドワード捜査官殿どの」

　怒りと嘲ちよう笑しようの入り混じったような複雑な表情を携たずさえ、フィーロ・プロシェンツォは皮ひ肉にくしか籠こめられていない敬意と共に顔を上げる。

　少年と呼ぶべきか青年と呼ぶべきか判断に迷う顔立ち。そんな彼の両手は、くすんだ銀色の手て錠じようによってしっかりと繋つなぎ止められていた。

　両手が不自由となっているフィーロの視し界かいに映るのは、狭い部屋。

　しかし少年には、それが何の為ための部屋なのか、どのような施設の内部なのかすら判断することができなかった。車に乗せられて降りた場所は、街の外れ、どこにでも見かけるようなビルの前であり、最初に通された現在の部屋以外の様よう子すは計り知れない。

　壁には一枚の鏡があるだけで窓は無く、離れた場所に頑がん丈じような扉が張り付いていた。

　無む機き質しつなコンクリートと薄赤い煉れん瓦がが組み合わさった壁に、電球の明かりが跳ね返って奇き妙みような生ぬるさを感じさせる。

　その灯りの中には粉ふん塵じんが煌きらめいており、フィーロは、自分の肺の中に埃ほこりの群が入り込む事を想像して自然と呼吸を小さくした。

「……出世した割には、随ずい分ぶんな職場だ。泥どろ臭くさいあんたにはピッタリだけどな。それとも、頭が固いのが災わざわいして早さつ速そく左さ遷せんされたのかい」

　明らかに年下の少年が放った皮ひ肉にくに対し、『捜査局』の若手であるエドワード・ノア捜査官は、肩を竦すくめながら眼前の『犯罪者』を見下ろし続ける。

「この取調室はちょいと特別でね。センスが悪いのは我が慢まんしてもらいたい」

「……変わったな、エドワードさん」

「なにがだ？」

「昔のあんただったら、今みたいな軽い挑ちよう発はつでも面つらぁ真っ赤にしてただろうよ」

　童どう顔がんに似に合あわぬ言葉を吐き出す青年に、エドワードは逆に皮肉の言葉を投げ返す。

「お前こそ、変わったな」

「……」

「昔のお前だったら、こんな簡単に警察に身を委ゆだねたりはしなかっただろう？」

　昔からの腐くされ縁えんである捜査官の問いに、フィーロは静かに目を反そらした。

「……ファミリーに、迷めい惑わくを掛けたくなかっただけだ」

「成なる程ほど成程。その点は実にお前らしい。あのちっぽけな組はお前みたいなドブネズミにとって、ただ一つの居い心ごこ地ちいい拠より所だろうからなぁ」

「ちっぽけは余よ計けいだ。もっとも、司し法ほう省の捜査局様さまに比べりゃ大たい抵ていの組織はちっぽけに感じられるんだろうけどな」

　皮肉を込めた言葉だったが、エドワードはどこか感かん慨がい深げにその言葉を受け止め、フィーロに対してまっすぐに語りかける。

「司法省捜査局、そんな名前で逮捕権けんすら無い俺達だったが、来年からは名前も組織も変わる。……Federal Bureau 連邦of Investigation捜査局……そんなご大たい層そうかつ簡かん潔けつな名前に変わるそうだ。ま、『ＦＢＩ』という呼び方が定着すると見てるがね」

「……随ずい分ぶんと仰ぎよう々ぎようしくなるもんだな。引き継ぐ名前は『捜査局』って部分だけか」

　捜査局。

　元々は司し法ほう局の小さな一いち部署に過ぎなかったこの組織だが、現在ではアメリカ中に拠きよ点てんを置く警察組織の代表のような存在だ。

　１９２４年。現在のフーバー長官の就しゆう任にん以降、組織は急速に拡大し──わずかな年月の間に、全米にその名を轟とどろかせる強大な力を手に入れた。

　禁きん酒しゆ法ほう時代に勢力を増したギャングに対して徹てつ底てい的な捜査を行い、司法側の切り札の一つとしてアメリカ国家に君くん臨りんした一いち大だい組織である。

「今年は、貴き様さまらにとっては厄やく年どしだな」

　エドワードは勝ち誇った顔で呟つぶやき、手て錠じようを嵌はめた若きギャングへと顔を近づけた。

「火か器き法が決まって、派は手でな殺し合いすらできなくなったんだからな。見せ物のタネを奪われてさぞかし悔くやしい事だろうな？」

「……俺は素す手でが基本だから関係ないけどな」

　この年に制定された連れん邦ぽう火器法は、早い話が、国家の中で暗あん躍やくするギャング達の武力を削そぐ為ために造られた法案だ。

　トンプソン式サブマシンガンなどのフルオート火器は疎おろか、銃身を切りつめて散さん布ぷ能力を高めたショットガンなど、様々な武器とアクセサリーの所しよ持じが制限された法律である。

「まさか消音器サイレンサーまで禁止にするとはな。か弱い一般市民の武器職人に首をくくらせる気か？」

「か弱い一般市民が、暗あん殺さつ専門の消音器なんざを製造して堪たまるか」

　フィーロの言葉を軽く受け流し、エドワードは尚なおも司法の側の余よ裕ゆうを見せつけ続ける。

「そして、禁酒法が終わってから初めての年だな。もぐり酒場が主な稼ぎだったお前の組にとっては大だい打撃だったんじゃあないのか？」

「あいにく、うちの店はモグリだろうがそうでなかろうが繁はん盛じようしてるもんでね」

「お前の仕切ってた賭と場ばもな」

「なあ、そうして俺を上から見み下くだす立場になったんだ。そう一いち々いちつっかかるな」

　青年がその顔に苛いら立だちを募つのらせ始めた時──




「やー……、仲が宜よろしいようでなによりです」




　不意に部屋の扉が開き、三人の男達が決して広くない室内に押し込んでくる。

「えー……どうも、初めまして、ですかね。ビル・サリバンと申します」

　眠そうな目をした男が、ゆったりとした声で挨あい拶さつしながら、背後にいる二人に手を向ける。

「あー……こっちのガタイのいいのがドナルド・ブラウン。そっちの眼鏡めがねの人がアラン・ベッカー。全員そこのエドワード君の職場仲間です、はい……」

　友人を紹介するようなノリで語るのはビルと名乗った捜査官一人だった。背後に立つ二人の男は、硬い表情のまま眉まゆ一つ動かしていない。

「んー……無ぶ愛あい想そうな連れん中ちゆうですみませんねえ。何せ仕事がハードなものでして……」

　ビルは口く調ちように合わせた緩かん慢まんな動作でエドワードの横に歩み寄ると、手にした書類をフィーロに確認させるように読み上げた。

「あー、フィーロ・プロシェンツォ……22歳さい。独身。ニューヨークのヘルズキッチン出身。イタリア人の父とアメリカ人の母を持ち、両親は共に結けつ核かくで他た界かいしていますねえ……。おっと失礼。母親が死ぬのと同時にヘルズキッチンを出て、ＮＹを放ほう浪ろう……その後どういう経けい緯いを辿たどったのかは知りませんが、貴方あなたの父親と同じ──マフィアの組織に身を置いている、と……」

「マフィアじゃない」

　両親の死の情報なども無表情で聞き流していたフィーロだったが、その時点で初めて顔をビルへと向け、凍り付くような視線と共に一つの組織体たい系けいの名を言い放つ。




「カモッラだ」




　　　　⇔




　フィーロ・プロシェンツォは堅かた気ぎの人間ではない。

　俗ぞくにギャングスターと呼ばれる、この時代のアメリカを象しよう徴ちようする類たぐいの存在だ。

　とはいえ、当時アメリカを席せつ巻けんしていた『コーザ・ノストラ』を代表とするマフィアの集団とは異なり、本ほん土どイタリアでは『カモッラ』と呼ばれる系統の組織に属していた。

　シチリアを起き源げんとするマフィアとは違い、主にイタリアのナポリなどを本ほん拠きよ地ちとする組織。その組織構こう成せいや稼か業ぎようの内容もマフィアとは差さ異いがあるのだが──アメリカの中、特に堅気の人間達からはマフィアと同どう列れつ視しされる事が殆ほとんどだった。

　フィーロ・プロシェンツォは、そんな組織の一つ、『マルティージョ・ファミリー』と呼ばれる、極ごく々ごく小さな縄なわ張ばりを持つ集団の幹部だった。

　幹部と言っても十数人存そん在ざいし、組織の四分の一は幹部という状況である。

　そして、フィーロはそこの最さい年ねん少しよう幹部として小さな地下カジノを任されていた。

　ファミリーの有ゆう事じとなれば即そく座ざに命を投げ出す覚かく悟ごを持ち、同時に、『敵』の命を奪う覚悟を固める事ができる。

　今回、エドワードが事情聴ちよう取しゆとして連れん行こうする際にも、余よ計けいな嫌けん疑ぎを掛けられるようなヘマは一切しなかった。恐らくは、地下カジノやその他のしのぎの情報を得ようとしても確実に隠かくし通せる自信と準備を伴っているのだろう。




　単なる童どう顔がんの青年という仮か面めんの下には、街の闇やみを暴力を伴って生きるギャングスターが確かに存在しており──今いま現在は、ビルに対して冷たい睨にらみを光らせている。

　それが、フィーロ・プロシェンツォの裏の顔だった。




　　　　⇔




「あー……カモッラですよね。すいません。わざと間違えました」

　にこやかに謝るビルに対し、フィーロは引きつった笑みを顔に貼はり付けて、目の前の男を完全に『敵』と認にん識しきした。

「……夜道にうちの縄なわ張ばりを歩かないように気を付けておけよ……？」

「ご忠ちゆう告こく、感謝します」

　心しん底そこ感謝しているような笑顔を浮かべ、ビルは何事もなかったかのように言葉を紡つむぐ。

「えー……聞いているとは思いますが、今回の事情聴ちよう取しゆという形でお呼びしたのは、昨年起おきた『ミストウォール』での器物損壊事件に関してです。まだ逮捕状が出たわけじゃありませんので、エドワード君もそんなに偉そうにしないように」

　捜査局の関係者とは思えない程ほどにのんびりとした口く調ちようの言葉を聞いて、フィーロは眉まゆを顰ひそめながらドナルドとアランと呼ばれた二人をチラリと見て、眼前の男に目を戻す。

　──こいつ……嫌な奴やつだな。

　最後に付け加えられたエドワードへの言葉は、先せん刻こくの会話を聞いていなければ出てこない言葉だ。恐らく内部の様よう子すを立ち聞きでもしていたのだろう。

「ビル、真ま面じ目めにやれ」

　ドナルドと呼ばれた四角い体型の男が、相あい方かたの態度を窘たしなめる。

　慣れているのか、エドワードも何とも思っていないかのような表情で佇たたずんでおり、もう一人いた眼鏡めがねの男は、呆あきれたように笑いながらフィーロの頭をポンポンと叩たたく。

「勘かん弁べんしてやってくれ。お前みたいな若い奴に皮ひ肉にくを飛ばすのが大好きな奴でな」

「よせよ……ガキじゃあるまいし」

　フィーロは首を振ってその手を振り払い、自分を子供扱あつかいした眼鏡の男に目を向けた。

　年は、若くもないが中年という感じもあまりしない。エネルギーに溢あふれた、まさに『働き盛り』という印いん象しようを受ける男だった。

　男は眼鏡をクイ、とあげながら、エドワードよりも先にフィーロの対たい面めんの椅い子すに座り──

　そのまま、ギィ、と背中を椅子にもたれ掛からせる。

「……？」

　奇き妙みような態度の男に、フィーロは訝いぶかしげな視線を送る。

　──アラン・ベッカーとか言ったっけか。

　随ずい分ぶんと尊そん大だいな態度をとっているが、この男は何者なのだろう。

　自分が容よう疑ぎ者だからと調子に乗っているのだろうか？

　そんな事を考えながら相手を計りかねているフィーロだったが──ふと、妙みような違い和わ感かんを感じ取った。

　──なんだ？

　自分は、目の前の男を知っているような気がする。

　しかし、会ったことなど無い筈はずだ。

　そう、生まれて来て二十数年。こんな男にあった事は無い。

　だが、記き憶おくにはある。

　──まさ……か……

　その事実が意味する事にフィーロが気付くのと同時に、眼鏡めがねの男はニヤリと笑いながら言葉を紡つむぐ。

「不ぶ用心だな、フィーロ・プロシェンツォ」

　笑いながら、右手を閉じたり開いたりしてフィーロの方へと見せつける。

「俺の腹が減っていたら、お前は今いま頃ごろ……俺の昼食だ」




　相手の台詞せりふが決定打となって、フィーロは完全に相手の正体に気が付いた。

　自分の記憶は正しかった。

　確かに、この男とは会った事は無い。

　だが──記憶には確かに存在する男だった。

　かつてフィーロが右手から『喰った』、セラードという鍊れん金きん術じゆつ師しの記憶の中に。




　　　　⇔




　フィーロ・プロシェンツォは堅かた気ぎの人間ではない。

　それどころか、人間ですらないのかもしれなかった。

　４年前、とある鍊金術師達たちの事件に巻き込まれたフィーロは、その際に仲間達と共に『不ふ死し者』と呼ばれる奇き妙みような存在へと変わり果てた。

　如い何かなる傷をも即そく座ざに再生させ、

　年とし相そう応おうの老いを積み重ねる事もなく、

　望む望まぬに拘かかわらず、半はん永久的に生きる事を義務づけられた生命体。

　他の不死者の『右手』により『喰われる』事こと以外に死ぬ術すべはなく──

　例えドラム缶に詰められて海底に沈められようが、溶けた鉄の中に細こま切ぎれにされて閉じこめられようが──強制的に生き続けざるを得ない存在。

　それが──フィーロ・プロシェンツォの三つ目の顔だった。




　　　　⇔




「あの悪あく魔まの言っていた『不ふ死し者のルール』って奴やつは、なかなかにファジーでね」

　固まるフィーロの前で、『アラン』と紹介された筈はずの男は口元を歪ゆがめて首を振る。

「他人が俺の事を偽にせの名前で紹介するのは、『あり』なんだよ。不ふ思し議ぎな事にな」

「ヴィクター……ヴィクター・タルボットか」

　元がん来らい他人の記き憶おくである情報の糸をたぐり寄せ、相手の過去に目を向ける。

　ヴィクター・タルボット。

　鍊れん金きん術じゆつ師しの一人で、フィーロが喰ったセラードという男や、その他ほか多くの仲間達と共に悪魔を召しよう喚かんし、『不死の酒』を飲んだ一人。

　セラードや、セラードが過去に喰らった錬金術師達たちとは反そりが合っていなかったらしく、それ以上の情報は殆ほとんど記き憶おくの中に残っていない。

　だが、目の前の尊そん大だいな態度を見れば、反りの合う人間を捜せと言う方が難しいだろう。

　フィーロはそう判断し、今いま更さらながら、先せん刻こくこの男が自分の頭に右手を乗せた事に青ざめた。

「ほッ」

　相手が簡単に真の名前を告げた事に、ヴィクター・タルボットは楽しげに空気を漏らす。

「こいつはこいつは。情報通りというわけか？」

　尊大な調子のまま、ヴィクターは楽しげにフィーロの顔を睨ねめ付ける。

「お前が、セラードの糞爺を喰ったってわけか」

「……」

　沈ちん黙もくを返しながら、フィーロは心しん中ちゆうで舌した打うちを。

　──くそ、相手にばらしちまった。にしても……情報通りってのはどういうことだ？

　青年の疑問に先回りするように、ヴィクターは片手で机き上じようをコツコツと叩たたきながら手持ちのカードを切り始めた。

「なあに、あのエニスとかいう……糞くそ爺じじいの分ぶん身しんだった小こ娘むすめがいるだろ？」

「……！」

　その名前が出た瞬間、フィーロの感情が瞬間的に引き締まる。

　同時に、激しい動どう揺ようにも襲おそわれかけた。

「……あいつが、どうかしたのか」

　挑ちよう発はつに乗ってもろくな事はないと解わかっていたが、聞き返さざるを得なかった。

　エニス。かつてセラードの部下としてフィーロに相あい対たいした少女。

　セラードに生死すらも握られていた彼女だったが、その権利は、今ではフィーロの手の内にある。だが、エニスに完全な好意を抱いているフィーロにとっては──

「はッ！　そうビビるなよ。なに、あの女は糞くそ爺じじいにベッタリっつーか、あの爺がいなきゃ生きていけねえって事までは解わかってたんだ。で、あの糞爺が消えてから、今は手前てめえにベッタリだ。マイザーの野郎が弟の仇かたきだーっつって喰ったんだとばかり思ってたが、こりゃどうも怪しいと思ってな。カマをかけて見たらこの通りってわけだ」

「汚い真ま似ねしやがって」

　舌した打うちするフィーロに対して、ヴィクターは明らかな嫌けん悪お感かんを顔面に滲にじませる。

「おやおや、ゴミのようなお前らチンピラに言われるとは心しん外がいだな。マフィアだろうがカモッラだろうが、お前らはギャングってぇ名前の──合がつ衆しゆう国こくの敵だ」

　縁ふちなし眼鏡めがねを掛けたその姿は一見インテリ風ふうに見えるが、口く調ちようは完全に喧けん嘩か腰ごしであり、上から見下ろした態度でフィーロに言葉を浴びせかける。

「いいかチンピラ。俺はこれからもお前に辛つらく当たるが、後で『そんなことは聞いてない』なんて泣き言を言わないように、今のうちに断言しておいてやる」

　右の拳こぶしで左手をパシリと叩たたき、ヴィクターという一人の『不ふ死し者』は、極ごく々ごく個人的な感想を眼前の青年に叩きつけた。

「俺はな、お前らみたいに我わが物もの顔がおで裏うら社会の支配者だと自慢げに闊かつ歩ぽしてやがるギャング野郎が嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いできら……ゲほぁッ……カハッ……ガハッ……き……かはッ……き、嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで仕方ねえんだ解わかったか。気のいいギャングも堅かた気ぎに手を出さないギャングも正義に燃えるギャングだっているかもしれねえが、あえて平等に俺は扱う。何な故ぜかと言ったら俺は手前らみたいな奴やつが嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いで嫌いできら……ゲほぁッ……カハッ……ガハッ……」

　窒ちつ息そくしかけて咳せき込むヴィクターに、フィーロは呆あきれたような視線を向ける。

「息が続かなくなるまで続けるなよ。しかも二回も。阿あ呆ほうかお前」

「阿呆で結けつ構こう！　その阿呆に見み下くだされて何もできないお前よりはマシだ」

「俺が不死者だって解ってんなら……この場で俺が飛びかかって、アンタの脳のう天てんに右手を突きつけるとは思わないのか？」

　もはや皮ひ肉にくにすらなってない雑ぞう言ごんを受け流し、フィーロは軽い言葉のジャブを相手に返す。先せん刻こくは確かに迂う闊かつだったが、今の状況なら、充分な脅おどしとして効果があると判断した。

　相手との距離は机を挟んで１メートル程度。机を蹴けり上げてその下を潜くぐれば、手て錠じようをかけられたままでも充分に相手の『頭』を取れる可能性はある。

　この言葉に対する返答次し第だいで、フィーロは相手の性格を判断しようと考えていた。

　対するヴィクターは、態度を変える事こと無なく、さりとて隙すきを見せてよそ見をするような事もなく、ただ、言葉に対するカウンターを打ち返す。

「笑わせるな糞くそガキ。不ふ死し者としての俺を試してるつもりか？」

「なんだと？」

「手前てめえの今いま言った事は、強ごう盗とう殺人犯の取り調べで、犯人が刑事に『今からあんたに飛びかかって、親指を両目から突っ込んで脳のう味み噌そに致ち命めい的な損そん傷しようを与えて廃はい人じんにしてやる』って言ってるのとなんにも変わらん。そして、国家司し法ほうって奴やつがそんな脅おどしに屈すると思うか？」

　──ちッ。ただの尊そん大だいなバカじゃねえな。

　フィーロがそう判断したのは、相手の言葉に反論できなかったからではなく──今の長い言葉の間に、捜査官達たちが周囲の空気を見事に塗り替えたからだ。

　どうにかして合図したのだろう。ドナルドとエドワードは机の両側に回っており、ビルはいつの間にかフィーロの背後で煙草たばこを吸い始めている。ヴィクター本人も僅わずかに椅い子すにかける重心を移動させ、右手を腰に回している。

　いざとなれば、四人一いつ斉せいに銃を抜き撃うつ用意はできているのだろう。

「……正気か？　この位置関係じゃ同士討うちになるぞ？」

　精せい一いつ杯ぱいのイヤミを返したつもりだが、ヴィクターはなんの躊躇ためらいもなくこう答えた。

「もとより、俺ごと撃つように言ってある。痛いてぇのは困るが、後で手足を切り落として再生しねえように鉄の金庫に隔かく離りして、手足を返せと叫ぶ手前の顔面に倍ばい返がえしをしてやるまでだ」

「……ま、そうだろうな」

「捨て身の作戦が割と楽に取れる、俺おれ達たち不死者の数少ない利点だろう？」

　相変わらず尊大な事を言うヴィクターに、フィーロはこれ以上舌ぜつ戦せんを続けても実み入いりは無いだろうと判断する。




　よってフィーロは、実力行こう使しをする事にした。




　何の躊躇いもなく手て錠じようをかけられた手でテーブルを掴つかみ、フィーロは上半身と下半身のバネを流れるように稼か働どうさせて、その平へい坦たんな塊かたまりを振り上げる。

　ぐるりと回転しながら浮き上がるテーブル。

　貧ひん相そうな木製の机ながら、決して軽い物ではない。

　瞬しゆん時じにテーブルを上に飛ばしたフィーロは、その反動を即そく座ざに殺して前方の目標に目を向け────硬こう直ちよくする。

　テーブルが浮き上がったその下から覗のぞく前方に、既すでにヴィクターの姿は見あたらない。

　──どこだ!?

　探し当てる間もなく、テーブルは回転を途中で止めて、もとの体勢のまま床に落ちる。

　撃げき鉄てつを引き起こす音。

　同時に、フィーロの前方に黒光りする銃じゆう口こうが見えた。

「まあ、座れ」

　フィーロがゆっくりと見上げると──そこには、テーブルの上に立って銃口と共にこちらを見下ろすヴィクターの姿があった。

　ヴィクターはフィーロを見てニヤリと笑うと、ニヤニヤと笑いながら口を開く。

「なるほどなるほど、情報通り、喧けん嘩か早い上に中なか々なか体力と瞬しゆん発ぱつ力に自信があるようだ」

「……捜査局の連れん中ちゆうってのは、みんなそういうサーカス芸を身につけてんのか？」

「ふん……この程度は、国家の敵である凶きよう悪あく犯はんどもを逮捕するための必ひつ須す技術だ。正せい規きの訓練を積んだ捜査官達たちなら全員できる……余よ裕ゆうでな！　俺よりも華か麗れいに！　速く！　美しく！」
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　勝ち誇るように言い放つヴィクターに、周囲の捜査官達が一いつ斉せいに口を挟む。

「あー……いや、できませんよ？」

「勝かつ手てに新人採さい用ようのハードルを上げるのはやめて下さい」

「タルボット副部長……机が汚れるのでとっとと降りて戴いただきたい」

「……解わかった。くそ、ノリの悪い連中だ」

　ヴィクターはバツが悪そうに答えながら銃をしまうと、そろそろと床の上に飛び降り、再び椅い子すに座り直す。

「……いや、まあ、なんだ。飛び上がったのは計算通りだが、テーブルに乗れたのは偶然だ」

「……へえ」

「……」

「……」

　フィーロとヴィクターの間に、意味もなく気まずい沈ちん黙もくが満ちあふれる。

　何なん呼吸かそうやって過ごした後に、フィーロが溜ため息いき混じりで話の続きを切り出した。

「で、話を進めようぜ。『ミストウォール器き物ぶつ破は損そん事件』の関係者として御ご大たい層そうにしょっぴいてくれやがって……俺に一体なにをさせたいってんだ？」

　昨年、とある事件に巻き込まれたフィーロは、『ミストウォール』と呼ばれる高層ビルでの爆ばく破は事件の参考人とされていた。

　様々な組織の人間、そして不ふ死し者が、互いの思おも惑わくによって複雑に絡み合った複数にして一つの事件。ネブラという巨きよ大だい組織の所有するビルの中へと集しゆう結けつし、様々な事実を突きつけられた壮大にして閉へい鎖さ的な事件。

　エニスとフィーロはクリストファーという男に導かれ、蚊か帳やの外から瞬しゆん時じに事件の内うち幕まくへと連れ去られた。

　無む論ろん、爆発の真しん犯人なども知ってはいるのだが──不ふ思し議ぎな事に、暫しばらく警察は何も言ってこなかった。

　フィーロの組織の上級幹かん部ぶであるマイザーの話では『あのビルと関わりのあるどこかの議員が圧力をかけたらしいですよ』とのことなのだが──

　１年が経たち、完全に油ゆ断だんしていた所をこうして連れん行こうされてしまった。

　──ったく、やっぱこっちからもなんか動いておくべきだったか。

　自分の間ま抜ぬけさに舌した打うちしているフィーロを嘲あざ笑わらうかのように、ヴィクターはニコニコとした笑みを浮かべながら場ば違ちがいな事を口にする。

「なあに、ちょっと、旅行を勧めようと思ってな」

「旅行？」

「ああ、西海岸、花のサンフランシスコだ。海と空に囲まれたバカンス……行きたいだろ？　上う手まくいけばお前らの世界のビッグスターに会えるかもしれんし、会話すらない静かな環かん境きようで暫くの時を過ごす事ができる」

　嫌な予感がした。

　フィーロのような裏うら社会を歩む者にとって、『捜査官の口から語られた』『西海岸』『サンフランシスコ』『海と空に囲まれた』といった『意味深しんな台詞せりふ』。言葉の後半については露ろ骨こつ過ぎて意味を辿たどる気にもなりはしなかった。

　ヒントはウザッたい程ほどに存在し、フィーロの思し考こうを一つの場所へと導き寄せる。

　そして、最悪の予感を的てき中ちゆうさせるべく、ヴィクターは最高に爽さわやかな笑顔をもって、絶望的な言葉をフィーロの耳へと送り届けた。




「アルカトラズ刑けい務む所しよって、知ってるか？」
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　うちの刑けい務む所しよから、アルカトラズに移送された囚しゆう人じんについて聞きたいって？

　ああ、なるほど、そういう話なら確かにおおっぴらにはできんわな。

　……っつってもなあ。俺はこないだ辞やめたばっかのヒラ看かん守しゆだからよ。番号で呼んでる連れん中ちゆうの事を詳しく覚えたりなんざしてねえって。まあ、アルカトラズに行くような奴やつだったら割と印いん象しように残って……

　あ？　３０２０１０番？

　……！

　……。

　は……ははッ……。

　お……おお、おお。

　おーおーおーおーおー！

　そいつね！　そいつならバッチリ覚えてるよ。覚えやすい番号だったし、なにより、その、なんていうかさ。忘れようがないって感じだ。




　本名も知ってるよ。気になったからな。

　ラッド……ラッド・ルッソっつったけか。

　シカゴのルッソ・ファミリーのドン、プラチド・ルッソの甥おいっ子だってな。

　殺人だか強盗だか……まあ、なんかいくつかのあれで捕まったらしいけど、その辺は詳しくは知らねえよ。看かん守しゆにとっては奴やつらは平等に番号で呼ばれるべき『囚しゆう人じん』って生き物に過ぎねえのさ。どんな凶きよう悪あく犯はんだろうが、ただのこそ泥だろうが、暗黒街がいの顔かお役やくだろうが、刑けい務む所しよの中じゃ単なる番号にすぎねえ。……少なくとも、表おもて向むきはな。

　実際はどうだったのかって？　さあなあ、そりゃ刑務所や刑務官によって違うだろうし、俺がどうこう言うことじゃあねえよ。

　あんたが聞きたいのはそんな事じゃねえんだろ？

　３０２０１０番。……ラッドの奴の事が聞きたいんじゃねえのかい？




　ああ……あんたさ、俺の事、やけに明るくて軽けい薄はくな奴だと思ってるんだろ？

　俺だって、看守の時は、真ま面じ目めにやって、寡か黙もくで、囚人に無言の圧力をかけるような、そんな有能な看守たろうとしたさ。だけど、な、だけど、ほら、今は奴の話をしてるから特にな、あの頃の俺からかけ離れてえんだよ。な、解わかるだろ？　な？

　あいつが、あいつが最初に刑務所に来たとき、俺はやっぱり高圧的に奴の身しん体たい検査をしたんだ。お前らはもう犯罪者なんだぞ、プライドを捨てろ、お前らは負まけ犬いぬだ、ここでお前らの犯した糞くそくだらねえ罪で迷めい惑わくかけた一般市民と俺達に詫わび続けろって事を教える為ためにな。

　あ、いや、他の看守はそこまで思ってはいねえよ。相手のプライドを砕くってのは重要な仕事ではあるけどさ。

　俺は特に、特別にな、ちょっとまあ、調子に乗ってたんだよ。

　外でどんなに名を馳はせた犯罪者だろうが、ここでは俺の方が格が上なんだって思うと、その、なんだ、やっぱり威い張ばりたいわけよ。なんの気き兼がねもなく見み下くだせる『犯罪者』どもが目の前にワラワラといるわけだからよ。

　まあ、それでよ、なんだ。

　さっきも言ったけどよ、俺がこうして軽けい薄はくを装ってるのは、あの時の俺から少しでも離れたいんだよ。

　言ってる意味がよく解らねえって？

　……いや、まあ、な。後で話すよ。後でな。




　そう、ラッドの話だ。

　あいつは色々な意味で変わった奴やつだった。

　刑けい務む所しよに入ってきた時、やけにあいつは生き生きした顔をしてやがったんだ。

　てっきり、弁護士と組んだ大物かなんかで、直ぐに刑務所から出て行く予定なのか、あるいは何か外で余よ所そのマフィアともめ事でも起こして逃げてきた奴なのかと思った。

　まあ、確かにとりあえずの逃げ場にはなる。もっとも、敵さんが強力だったらあっさりと刑務所の中に殺し屋を入れてくるけどな。当人同士ならともかく、俺達にはそんなの見分けようがねえしな。

　でもよ、他の看かん守しゆ仲間に話を聞いてみたら、あいつはそういう類たぐいの輩やからじゃあねえって言うじゃねえか。そもそも色んなとこがきな臭い奴でよ。なにか列車で事件を起こしたらしいんだけどな……その列車の事件ってよ……無かったことになってるらしいんだ。

　いや、よく解わからねえ。その辺の事情は俺にもさっぱり解らねえんだって。何か国くに自体からの圧力があったような感じでよ……。その辺は俺にまで回ってこなかったし、あいつも詳しい事は一いつ切さい語ったりはしなかったんだからよ。

　そう、あいつは寡か黙もくな奴だったよ。

　表情こそ生き生きとしちゃいたが、余よ計けいな事は殆ほとんど喋しやべらなかったな。時々外そとへの電話を許可したが、特に問題のある内容を話しちゃいなかった。

　刑務所内の仕事を黙もく々もくとこなし、言わば模も範はん囚しゆうって奴か。

　腕に大おお怪け我がしたとかでずっと包ほう帯たいを巻いてた……っていうか、ぶっちゃけ義ぎ手しゆだったんだけどな。何か脱だつ獄ごく用の道具でも仕込んでるんじゃねえかって入にゆう念ねんにチェックしたが、なんてことはねえ、関かん節せつもろくすっぽ動かない、単純な義手だった。ただ、腕だか骨だかと直接接せつ続ぞく……いや、俺もそんな義手聞きいた事ねえんだけどよ、噂うわさじゃ、剥むきだしになったまま繋つながってた骨をそのまま利用したって噂だ。奴の身しん体たい検査した仲間は随ずい分ぶんと気き味み悪がってたな。

　俺はまた、雑ざつ菌きんとか入って生なま身みの部分も壊え死ししちまうんじゃねえかと思ったが、奴は存ぞん外がいにピンピンしてたよ。

　何か問題を起こすわけでもなく、ただ、奴は囚しゆう人じんとしての日々を過ごしていた。寧むしろ積極的に懲ちよう役えき労働にも手を出してな、所謂いわゆる模範囚って奴だった。万まんが一いち義手のネジでも使って鍵かぎ開あけでもされたら堪たまらねえからよ、割と念入りに監かん視ししてたんだ。

　だが、奴は何も目立った動きを見せねえで、ただ時間だけが無む駄だに流れてったんだよ。

　──あの時まではな。




　奴が豹ひよう変へんした……いや、本ほん性しようを現したのは、今から数ヶ月前だ。

　丁ちよう度ど、アルカトラズ刑務所が軍ぐん事じ刑務所から一般刑務所に変更になった頃さ。

　知ってると思うけどよ、まあ、なんだ。

　あの刑けい務む所しよは普通じゃない。

　最初に罪を犯して、そのままアルカトラズ送りになる事はありえない。

　あそこの島は、最初は普通の刑務所に入ってた奴やつが二次的に行く場所だ。

　それぞれの刑務所で一番問もん題だい児じだった奴が入る事になる。そんな触れ込みで噂うわさが広がった西海岸の楽園さ。

　まあ、当時俺のいた刑務所じゃ……グスターヴォって奴がダントツでヤバイ奴だった。

　ルノラータ・ファミリーって知ってるだろ。この近きん隣りんじゃかなりでかい部類に入る大組織の。

　グスターヴォって奴は元々そこの幹部だった奴でよ……なんかトラブルを起こして捕まったらしい。

　仰ぎよう々ぎようしい疵し痕こんが喉のど元もとにあってよ、普通ならその傷が元で死んでるんじゃねえのかって話だが、ラッドと一緒で、全然身体からだを弱らせてる様よう子すは無かったな。

　奴はとんでもない暴れ牛でよ……看かん守しゆがくだらない挑ちよう発はつでもしようもんなら、奴は手て錠じようを簡単に引き千ち切ぎって見せた。

「……おっと、自然に壊れちまったよ。物ぶつ騒そうだな。新しいのに替えてくんな」

　とか、のうのうとぬかしてよぉ。

　呆あつ気けにとられた看守に対して、あのデカブツは下げ品ひんな笑いを浮かべてやがったよ。

　当とう然ぜん刑務所内で何度もトラブルを起こしてさ、俺達も手を焼いてたんだ。

　実際喧けん嘩かであいつに勝てる野郎なんざ囚しゆう人じんの中にはいなかったし、ビビっちまって看守に密みつ告こくしようともしねえ。まあ、刑務所の中の王様気き取どりって奴だったんだがな……。




　そんなある日の事だ。

　奴が食堂で大暴れしやがってな。目の前の奴が自分の事を笑っただのなんだの、そんなくだらねえのが始まりの喧嘩さ。

　俺らが警けい棒ぼう持って取り囲んでやったら、流石さすがに暴れるのは止めたけどよ。まあ、背後の射しや撃げき窓の外にはライフル構えた刑務官が控えてんだ。大人おとなしくせざるをえねえよな。

　俺は言ってやったのさ。

　あいつらに、ちょっとサディスティックな気分になって、まあ、その、気分良く、上から見下ろした物言いでよ。

「お前ら、アルカトラズにぶち込まれてえのか？　新聞も本もねえあの島で発はつ狂きようしてえ奴が居るなら、そのままいくらでも運動を続けりゃいい」

　ってな。

　まあ、グスターヴォはその刑務所の噂うわさを知ってたんだろうな。他にも何人かはビビッたみてえにだんまりしやがったのさ。

　ああ、正直に言うが、あの時は気分が良かったね。

　最高だった。この世は俺の物なんじゃねえかって勘かん違ちがいしてもいいぐらいにな。

　その時だ。

「アルカトラズ……？」

　俺に、一人の男が近づいてきやがったんだ。

　そう、ラッドだ。

「なにをすりゃ、そのアルカトラズってとこに連れてかれんだ？」

　正直、ちょっと驚いたよ。普段全然喋しやべらない模も範はん囚しゆうが、まさかこんな場面で警けい棒ぼう持った看かん守しゆに話しかけてくるとは思ってなかったんだ。

　本当は、囚しゆう人じんと看守の会話は推すい奨しようされてねえし……刑けい務む所しよによっては禁止されてる。だが、俺は答えてやったのさ。ラッドはアルカトラズがどんな所か知らねえと見えるし、他の情報に疎うとい連れん中ちゆうにもガツンと脅おどしをかけられるいい機会だと思ったからよ。

　俺は言ってやったね。アルカトラズが如い何かに恐ろしい場所か、風ふう説せつで膨ふくれあがった情報に、さらに尾ヒレをつけてやってな。

　完全に黙っちまったそいつを見て、俺は気分が良くなってよ……

「ま、この刑務所で一番の問題児じをそこに推すい薦せんする予定だからよ。お前みたいなチキンは黙って模範囚でも続けてりゃいいのさ」

　って言ってやったんだ。

　そしたら、だ。

　そしたら、よぉ……その……なんだ……。

　笑ったんだよ。

　ニイ、ってな。こう、心の底から嬉うれしそうに……。

　なんだこいつは？　俺はその笑顔を見て、急きゆう激げきな不安に襲おそわれたんだ。

　もうそいつは俺のことなんざ見ちゃいなかった。無言のまま振り返ると、とっとと自分の席について、グスターヴォ達のトラブルなんか無かったみてえに飯めしの続きを始めたんだ。

　俺の胸によ、その時……嫌な予感がよぎったんだよ。本当に、なんていうか……嫌な予感としか言いようのねえ感覚だ。なんつーか、高い橋の上から谷底を見てて、『あ、この橋が突然消えたら、俺はどうやって落ちるんだろうな？』って想像しちまった瞬間みてえな、全身が縮み上がるようなあの感覚に近い。

　だが、そこは高い橋の上でもビルの上でもない。ただの刑務所の中だ。そして奴やつは囚人。俺は看守。恐怖を感じる要素なんざ何もない筈はずだったんだが……

　俺はその瞬間……奴の笑顔に、確かに恐怖を感じたんだよ。




　その恐怖が具体的に襲ってきたのは、その日の夜の事だった。

　食堂でまた騒ぎが起こったって聞いて、行ってみたらよ……

　何が見えたと思う？

　……飯めしをな。

　……飯を、食ってたんだ。

　ラッドの奴やつが、規律の時間通りに、きちんと自分の分の飯をな。

　俺は、その光景が、怖くて怖くて仕方なかった。

　何が怖かったかって？

　いや、だから……だからよ。

　飯を食ってたんだよ。

　ラッドが、たった一人で、周りに他の囚人が数十人って転がり呻いてる中でだ！

　囚しゆう人じんの房ぼうに繋つながる廊下じゃ、気き絶ぜつしてねえ囚人共どもがガクガクと震えて入口に詰まってたよ。

　見張りをしてた看かん守しゆ達は、みんなありえないもんでも見る目つきでラッドの事を見て、ピクリとも動きやしねえ。

「おい！　何があった……!?」

　って俺は叫んだね。仲間の看守にだ。

　情なさけない話だけどよ、俺はラッドに直接声こえをかけるのは躊躇ためらった。なんだか不ぶ気き味みすぎて……こんな状況で黙もく々もくと飯を食ってるあいつが、気き味み悪くて仕方なかったんだよ。

　食堂の上の射しや撃げき窓まどにも、既すでに俺と同じく騒ぎを聞きつけた看守達たちがライフルを構えて立ってたんだが……みんな揃そろって顔を見合わせてやがる。なにしろ撃うつ相手がいねえんだからな。

　普通に考えたら、囚人同どう士しの大がかりな喧けん嘩かがあって、叩たたきのめした方の集団がとっとと自分の房にずらかってアリバイ工作でもしてるってところだ。後から来たラッドが騒ぎに関わるまいとして、のうのうと飯を食ってる……。ああ、そうあって欲しかったよ。

　だがね、そんな数十人の集団を叩き伏せるってこたあ、相手の勢力も大おお人数だと思うだろう。まさか同士討うちで全員相あい打うちで倒れましたって雰ふん囲い気きでもねえしさ……。

　……。

　ああ、解わかってる。言いたい事は解る。

　俺も、見た瞬間、そう思った。

　のうのうと飯を食ってるラッドが、周りの荒くれどもを一人でぶちのめした、ってな。

　逆に、奴の姿を見てると……そうとしか思えなかった。

　ありえねえとは頭の中で何度も繰り返すんだが、どうしても目の前の光景がそれを認めさせてくれねえんだ。いや、目の前の光景だけじゃねえ。その日の昼間に見せたあいつの笑顔が、不可能な筈はずの展開……あいつが一人で他の囚人共を皆殺しにする姿を想像させるんだよ。

　そして──それを裏付ける光景が、俺の目の前で繰り広げられる事になったんだ。

　倒れてた囚人の中から、いきなりデカい影が跳ね起きた。

「ウガァァァッァッ！　この糞くそガキがぁッ！」

　確認するまでもなかった。あんなにデカイのはグスターヴォしかいねえ。

　デカイし速いし力強い。

　その突進たるや、言うこと無しの三拍子だ。

　まるで熊くまだと思ったね。

　あいつは手近にあったテーブルを掴つかむと、そのまま片手で軽々と持ち上げた。

　信じられるか!?

　テーブルだぞテーブル！

　椅い子すでも片手でふりまわしゃ怪かい力りきって感じがするのによ、奴やつは片かた側がわ四人がけって長テーブルをヒョイと掴んで、角材みたいに振り上げやがったんだよ！

「潰つぶれりゃぁれぇぇッ！」

　よく解わからん発音になってる叫びをあげながら、奴は丁ちよう度どスープを飲み干したラッドにテーブルを振り下ろした。

　これでラッドの脳のう味み噌そが潰れて終わり。あとはライフルを構えた看かん守しゆ達が警けい告こくを放ち、聞き入れれば俺らが警けい棒ぼうで袋ふくろ叩だたき。無視すりゃ蜂はちの巣すでジ・エンド。

　……そんなマニュアル通りの光景が、どうしても想像できなかったんだよ。

　まあ、実際そんなことにはならなかったんだけどな。




　グシャリって音がしてなぁ。グスターヴォの持ってたテーブルがまるで鉛えん筆ぴつみてえにひしゃげ折れやがった。メキメキって感じでよ、あっという間に真まっ二ぷたつさ。

　だけどよ……ラッドは、もうそこにゃいなかった。

　グスターヴォのデカイ身体からだと、振り下ろしたテーブルとの間……。まあ、まさに懐ふところに潜もぐり込むって奴だな。あんな、鉛なまり玉だまよりも死ぬ確かく率りつが高そうな一いち撃げきを、あいつは昼間見せた笑顔のままであっさりとくぐり抜けやがったんだ！

　あいつはそれで、……笑ったんだ。

　それまでも笑ってたろうって？　いや、そうなんだけどよ。

　なんつうのかな……そっから更に笑ったんだよ。

　いきなり真正面に現れたラッドに、グスターヴォは面めん食くらったように動きを止めた。

　ラッドはその絶ぜつ好こうのチャンスに──あえてぶん殴なぐらなかった。

　ただ、肩を竦すくめて両手の平を上に向けながら、俺達に向かって口を開いた。




「これって、正当防ぼう衛えい成立だよねぇ？」




　その後の事は、まあ……ぶっちゃけ、一瞬だったよ。

　コケにされたと思ったんだろうなあ、グスターヴォが更に血管を浮かせてた反対の手を振り上げた瞬間────ラッドの手が、相手の鳩尾みぞおちにめり込んでよ……

　そのまま、殴り投げた。

　自分の倍ばい以上体重があるんじゃねえかって大男をよ、腹ぁ殴なぐって、こう……ぐぐッって押すように殴り抜いたんだよ。

　ふわッて感じでさ、浮いたんだ。グスターヴォが。

　そのまま数メートル後ろに吹っ飛んだかと思うと、落下と同時に血を吐いて動かなくなった。

　動かなくなったんだ。

　あの熊くまみたいな野郎が、その時点で一いつ旦たんやられてたとはいえ……パンチ一発でだぞ。

　てっきり、あの鉄の義ぎ手しゆで殴ったんだと思った。だとすれば、あの義手は速攻で没ぼつ収しゆうって事になるだろうからよ。

　だけど……だけどな、畜ちく生しよう。

　あいつ、義手じゃない、生なま身みのままの右手の方でグスターヴォを殴ってたんだよ……。もっとも、今いま考えりゃ義手であんな上う手まく殴れるわきゃねえし、肩の方が外れちまうわな。

　ああ……それでよ……

　呆あつ気けに取られてた俺によ……あいつ、ゆっくりと近づいて来て、言ったんだ。

「人生は、長い」

　ってよ、まるで長なが年ねん連れ添った友達にでも話すみたいな調子でだぞ？

　本当なら、止まれと叫んで警けい棒ぼうを振り上げるところだ。銃を持ってりゃ抜いてたかもしれねえよ。ああ、相手はただ歩いてくるだけだってのにだ。

「人生ってのは長いよねぇ！　そう思うだろう？　看かん守しゆの兄にいさんもさぁ」

　高らかに声を張り上げるあいつの言葉の意味が、俺にはまったく解わからなかった。

　こいつは何を言ってるんだろうと思ったが……疑問に思うよりも、ただ怖くて怖くてしかたねえんだ。なんていうのか、本能って奴やつがあるなら、あの時感じた恐怖ってのはまさしく俺の本能って奴が警けい告こくを発してたんだと思う。

　逃げろ、逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろってよ。

「いままで山ほど看守さん達を見てきたけどよぉ。……この刑けい務む所しよの中じゃ、あんたが一番『死ぬ』って事から縁えん遠どおいよねぇ」

　ゆっくりとした口く調ちようで、ジワジワと俺に言葉を浴びせかけるんだ。

　その声が俺の鼓こ膜まくを震わせる度たびに、俺の内側から響ひびく警けい報ほうもガンガンガンガン鳴り響く。

　逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ──でないと死ぬぞ！　ってな。

　周りの看守達たちは、俺が何か警告を発するのを待っているようだった。くそ、そんな余よ裕ゆう無いに決まってるじゃねえかよ！　ライフル構えた連れん中ちゆうも撃うてよ！　その瞬間はそう思ったが、まあ、奴やつはただ話しかけてくるだけだからな。これで撃うったら後で人じん権けんどうこう言われっちまう。

　……だが、じっくり考えると……やっぱりあの時誰だれかがあいつを撃ち殺してた方が良かったんじゃねえかって、そう思うんだ。

　……ああ、今のはオフレコにしといてくれよ。

　ええと、どこまで話したっけか……。そうそう、そうやって俺に近づいてきて、あいつはたからかに俺に対する『分ぶん析せき』を謳うたい上げやがったんだ。

「おっと、実際あんたの寿じゆ命みようが長いってわけじゃない。……心って奴だ。あんたの性しよう根ねが、『死ぬ』って事から笑えるぐらいに縁えん遠どおい。……あんた、いつもこう思ってるだろう？　『俺はこの刑けい務む所しよでは支配者の側だ。囚しゆう人じん共どもの命を握ってると言ってもいい。俺は安全だ。俺は死ぬ事なんか無い』ってなぁ。他の看かん守しゆはみんな『いつ囚人が反乱を起こして死んでもおかしくない』って覚かく悟ごが見えるってのに、お兄にいさん随ずい分ぶんと暢のん気きなもんだ。逆に表ひよう彰しようもんだよ！」

　敵意は無い。敵意は無いのに、畜ちく生しよう……殺さつ気きは、感じたんだ。

　あの時、確かに俺は殺気を感じてたんだ。

「俺の趣味はね、看守の兄さん。そういう奴に──思い知らせてやる事さ」

　殺される。俺はこの男に殺される。そんな感覚が全身を支配するのに、俺は何も、何もできなかったんだ！　恐怖で！　足が！　竦すくんでだ！

　完全に動けなくなった俺に──あいつは、笑いながら言った。

　俺に、俺の、俺の耳にむかってこう言いやがったんだヌケヌケと！

「死ぬって事は……意い外がいと身近にあるんだって事をなぁ……」




　……はぁ。悪いな、取り乱しちまった。

　やっぱりあの時の事を思い出すと、今でも震えがとまらねえ。

　あいつの言ってたのは、普通に聞けば単なるチンピラの脅おどし文句さ。だが、あいつの口から聞くと……なんつうのかな。リアル……そう、リアルなんだよ。

　脅しが目的じゃなく、純粋に、子供みたいな気持ちでそう考えてるみてえなさ……。

　あ？　それでどうなったかって？

　まあ、当然ラッドはその後独どく房ぼうに入ったさ。独房っつーよりも懲ちよう罰ばつ房ぼうで、便所とドア以外は何もねえ。もちろん布ふ団とんもな。他の刑務所に比べりゃ灯りもついてるし楽な方だが、それでも１週間も入れりゃぁ精神的に衰すい弱じやくしちまうような代しろ物ものだ。

　ラッドはそこに、10日間入れられる事になった。




　だけどよ、俺はその間に看守を辞やめたんだ。

　半なかば逃げるように……普ふ通つう看守ってのはそう簡単には辞めさせてくれねえんだが、もう半分病気って形で無む理り矢や理り外してもらったさ。

　ラッドが独どく房ぼうから出てくる前に、俺はなんとしても逃げ出したかったんだ。




　……あいつかい？　結局アルカトラズ行きが決まったっつって、……ほら、アル・カポネっているだろ。あれと同じぐらい早く入れられた筈はずだ。多分アルカトラズの中でも古こ参さんに入ると思うぜ。……っても、まだ数ヶ月しか経たってねえけどな。

　奴やつの刑期があとどのぐらい残ってるのかは知らねえ。もしも殺人がついてないんだったら、もしかしたらあと１年か２年で出てくるかもしれねえ……！

　だからさ、あ、あれだ。

　俺は、怖いんだよ。







　なあ、俺は、お、俺は、ちっとは怯おびえてるように見えるか？

　死を、じ、自分が死ぬ事を意識してるように見えるか？

　あいつが、ああ、あああ、あああああああいつが、あいつが来るッ来るッくッ来るッよッような気がしてよよ、よぉ。

　なあ、質問に答えてくれよ！

　俺は！　俺はちゃんと怯えてるよな！

　明日にでもッ！　今すぐにでも死ぬかもしれないって怯えた目をしてるよなッ!?

　でないと来るんだよ来るんだよ夢の中にまであの凶きよう暴ぼうな笑い顔が俺の右眼めをブシャリと潰つぶしてッ！　左眼もだッ！　畜ちく生しよう！　俺の脚あしもッ！　腕もッ！　身体からだもッ！　脳のう味み噌そもッ！　なんにもなくなってもあいつは許しちゃくれなくてグシャグシャと俺の何かを潰し続けてるんだ俺の身体からだはもう何もないのにグシャグシャと一いつ体たい何を潰してるってんだよ！　許してくれ俺ちゃんと怖いから死ぬ怖いから怖いから怖いからよぉって叫んでも叫んでもさけんでもあいつの声と目が俺の頭の中から離れな─────────────────────あぁぁぁぁぁあああっぁあぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁっぁあああぁぁぁぁぁぁあぁぁあぁぁぁっぁぁあぁっぁぁぁぁっぁぁぁっぁぁぁあああぁぁっぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁっぁああああああああああっぁぁぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ




　……落ち着いた。ああ、大丈夫だ。

　酒を、酒をくれ。

　酒だよ、酒、酒酒酒酒……酒……飲み過ぎは身体に良くない？　バカ、酒なんざでそんな簡単に……

　……。

　いや、死ぬかも知れないね、いや、死ぬよね。

　ＯＫ、そうだ。死ぬのは怖い、俺は死ぬのが怖い、怖い、怖い……そうだろ？　な、なあ、そうだろ？　なあ…………







[image: プロローグⅢ　暗殺者]






















シカゴ　『ネブラ』本社ビル　地下




　そこは、奇き妙みような部屋だった。

　部屋というよりも、何らかの施設といった方がしっくり来るかもしれない。

　多くの書類や書籍が壁かべ一面に並び、その中のいくつかが木製の事務机づくえの上に乱雑に置かれており──何枚かは床に散らばっている状況だ。

　その書類の間には顕けん微び鏡きようやら妙みような工具やらが置かれており、何かの研究室と資料室が一体になったような部屋と言える。

　下へ手たすれば廃はい屋おくと間違えられかねないような状況だが、部屋の中には何人かの人間がせわしなく走り回ったり、書類に何かを書き込んだり、鳴り響ひびく電話に応対したりといった雑務をこなしていた。

「ああああ、ええっと……どうしよう、どうしよう……」

　眼鏡めがねをかけた女がそう言いながらパタパタと走り回り、足下に落ちていた本に躓つまずいて盛大にひっくり返る。

「ひゃっ」

　舞い散る書類。呆あきれ顔の同どう僚りよう達。

　そんな、大学の研究室のような光景が繰り広げられている一方で──

　部屋の片かた隅すみ、薄い仕切り壁に挟まれた反対側では、周囲とはまったく異なる空気が渦うず巻まいていた。

　椅い子すに座るのは、背せ広びろ姿の若い男。

　机の上に組んだ手を置き、部屋の一角、カーテンが掛かって暗がりになっている方へと視線を向ける。

　そこには一つの人ひと影かげが佇たたずんでおり、暗がりの中で自分の存在を消すように息を顰ひそめている。

　顔すらもよく判別できない状態の人影を見て、背広の男は溜ため息いき混じりに声をかけた。

「別に、ここで顔を隠かくす必要無いじゃないですか。そんなに大事ですか？　雰ふん囲い気きって奴やつが」

　しかし、人影は無言のまま微び動どうだにしない。

　そんな人影の様よう子すを見て、背広の男は再さい度ど溜息をつき、諦あきらめたように仕事の話を切り出した。

「ま、今日お願いしたい事はですね……重要な仕事であると同時に……普通は不可能な仕事でもあるわけですが、だからこそ、お願いする価か値ちがあると思いましてね」

　背広男の問いかけに、暗がりの人影は尚なおも無言のままだった。

　それでも、背広男は相手が聞いていると判断して、続きとなる言葉を紡つむぎ出す。

「ええ……ターゲットの名前なんですが……」

「……」

「ヒューイ・ラフォレット」

　紡ぎ出された名前に、やはり影は反応を示さない。

「かの有名なアルカトラズ刑けい務む所しよの中でも、ちょいと特殊な場所にいる輩やからでして。しかも、まあ、その……ぶっちゃけた話、死なないんですよ。その人」

　男の言葉に、暗がりの影は僅わずかに表情を曇らせた。

　しかし、背広男はそんな影の様子には構わずに、淡たん々たんと自分の言葉を吐き出し続ける。

「……冗じよう談だんじゃない、というのは理解していただけますよね。この部署と長く仕事をしているなら、いくつかの『実験例れい』も見ているでしょう？」

　影は無言のまま、視線だけで背広男の言葉の続きを促うながした。

「どうも。ええ、しかしね……今回のその男は、実験体たいとは違いますよ。２００年以上生きる、本物の『不ふ死し者』です。しかも中々に得え体たいの知れない男でして、子こ飼がいの手て駒ごまを山ほど操あやつり、刑務所の中から様々な指示を出している状況です」

「……」

「ええ、まあ、死なない相手に貴方あなたを差し向けるのには訳がありまして……いや、始し末まつしてくれと頼むわけではないんですよ、今回の場合は」

　回りくどい話を終え、いよいよ話の核心に進もうかというその瞬間──




「すいません、お茶で……ひゃぅっ!?」




　ティーセットを運んで来た白はく衣いの女が、仕切り壁の端はしに小指をぶつけ、悲鳴と共に盛大に身体からだをひっくり返し──そのまま、空中に紅茶と食器をぶちまけた。

[image: ]

「!?」

「！」

　背せ広びろの男と暗がりの影は、同時にその異常に気付き──背広男おとこは宙に舞うティートレイの角にコメカミを直ちよく撃げきされ──一方、影は即そく座ざに迫り来る熱湯から安全範はん囲いに退たい避ひする。

「ぐあぁっ」

「あぁっ！　す、すす、すみません！　大丈夫ですか？」

　目に涙を溜ためながら、ペコペコと謝る白衣の女。

　白衣の上には気の抜けるような表情をした黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの顔が載っており、長く伸びた前髪がばらりと額ひたいに垂れている。それとは対照的に、白衣の中にはモデル──世が世ならプレイメイツと呼ばれるような、些いささか極きよく端たんすぎる曲線の身体からだが収まっていた。

　頭を下げる度たびに、地味な服にも関わらず強調される胸が視し界かいに入り、普通の男ならば逆にその光景に気を良くするところかもしれないが──

　背せ広びろ服の男は白はく衣いの女をじっとりとした目つきで睨にらむと、そのまま何事も無かったかのように椅い子すに座り直し、人ひと影かげに向かって話しかけた。

「……あとは、彼女から聞いてください」

「え？　何をですか？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねかけたのは、お茶を溢こぼした彼女の方だった。

　そんな彼女の態度に、明らかに苛いら立だった態度を示し──

「あなたが今け朝さ言った依頼の件ですよ！　ルネ部長！」

　トゲの含まれた部下の声を聞いて、女はポン、と手を叩たたく。

　外見からはまったく想像できないが、この部屋の主あるじであると思われる女──ルネ・パルメデス・ブランヴィリエは改めて影の方に向き直り、相手を確認すると同時に、恭うやうやしく一礼してみせた。

「まあ！　これはこれは、お久しぶりですわ！　一言おっしゃって下さればもっと美お味いしいお菓子をご用意いたしましたのに！」

　急にどこぞの貴き婦ふ人じんのような話し方になった白衣の女に、部下の背広男はそれまでの余よ裕ゆうを完全に崩し、トレイの直ちよく撃げきしたコメカミをぴくつかせながら大声を上げる。

「……あなたが今朝呼よべって言ったんでしょうが！」

「ひっ、す、すいません。まさかこんなに早くいらっしゃるなんて思ってなくて……」

　身体を丸める女科学者に、背広は大きな溜ため息いきをつき、影はやはり沈ちん黙もくを保ったままだった。

　ルネはそれ以上怒ど号ごうが飛んでこない事を確認すると、顔を上げながらのんびりとした口く調ちようで背広の部下に問いかける。

「ええと、どこまで話してあるんでしょう？」

「アルカトラズまで行って、ヒューイをどうして欲しいのか、って事ですよ」

　不ふ機き嫌げんそうな背広男おとこの言葉に、ルネは再びポンと手を叩き、影へと向かって言い放つ。

「あ、そうですか！　ええと、はい！　私がお願いしたいのはですね、ヒューイ・ラフォレットさんから……」

　まったく変わらぬ調子で、表おもて裏うらもなく、屈くつ託たくの無い声で──

　彼女は、その言葉を呟つぶやいた。




「眼球を一つ、抉えぐってきて戴いただきたいんですの！」




　　　　⇔




「それじゃ、お願い致しますわ！　フェリックス・ウォーケンさーん！」

　手を振って送り出すルネを制するように、背広の部下がきっぱりと言い放つ。

「大声で名前を呼ばない！」

「あああ、す、すみませんー！」

　慌あわてて自分の口を塞ふさぐ眼鏡めがねの女に対し、影は一つだけ溜ため息いきをついて──その重く堅い口を、ようやくの事で開け広げた。

「何回も言わせるな……その名前は、過去に人に譲ゆずった」

　それだけ言い放つと、影は興味無ないとばかりに足早に通路を歩み出す。

「あわわ、そうでしたそうでした！　す、すいませんでした、殺し屋さん！」

「大声で職業を言わない！」

「ひゃっ!?　す、すいませんです！」







　その人ひと影かげが今の人間達たちから依頼を受けるのは、もう九回を数えるが──今し方の研究室と資料室が合わさった部屋で一体どのような作業が行われているのか、影からそれを尋たずねる事は決してしなかった。

　この『ネブラ』という企き業ぎようは、多角的な経営を行う米国でも有数のコングロマリットだが、その中でもルネの部署が何を目的としたものなのか、どうしてビルの中でも隔かく離りされた場所に部屋が位置づけられているのか──普通の人間ならば興味を持つところだが、やはり影は何も尋ねなかった。

　相変わらずの調子で騒いでいる女おんな研究者達たちの声を背に受けながら、影は今日も何も尋ねずに──ただ、静かにルネという女を判断する。

　ルネという女は、決して主しゆ観かん的な悪ではない。

　自分が悪だとはまったく気付いていないが、客観的に見れば立りつ派ぱな悪党だ。

　もっとも、『俺は悪だ！』と思いながら悪事を働く者も多くはいないだろうが、彼女はその中でも更に特殊な存在だ。

　彼女は、まったくの無邪気な存在だ。影はそう判断する。

　まったく悪意の無いまま、他者を地じ獄ごくの底に叩たたき落とせる存在だと。

　かつて、彼女が人じん体たい実験をしている現場に出くわした事がある。

　何ど処こから攫さらって来たと尋ねると、彼女は即そく座ざに言葉を返してきた。




『そんなぁ、攫さらってきたんじゃありません！』




　やはり何の躊躇ためらいも無く、少女の腕に何かの注射を打ちながら──




『買ってきただけです！』




　と、あの笑顔を崩さぬままで言い切った。

　なんの躊躇いも戸と惑まどいも疑問もなく、自分の前にある事だけを語る白はく衣いの『研究者』。

　そんな彼女の声を後ろに聞きながら──

　フェリックスと呼ばれた男も、何の疑問も表情に浮かべぬまま、通路の奥へと消えていった。

　まるで、今しがた感じた狂きよう気きこそが、この世の常識であるとでも言うかのように。







[image: プロローグⅣ　いつもの]






















ＮＹ　蜂はち蜜みつ酒場『アルヴェアーレ』店内




　蜂蜜の匂においが色濃く漂ただよう店内に、一組の男女の声が響ひびき渡る。




「そこで俺は言ってやったね！　おお、ロミオ！　お前はどうしてロミオなんだ！　ってな！」

「ロミオとハムレットだね！」

「そしたら警けい備び員のオッチャンが、『俺の名前はジョンだが』って言ったから、『すいません、人違いでした』っつって、俺達は堂々と踵きびすを返して立ち去ったんだ」

「から騒ぎだね！」

　自慢げに語る二人に対して、周囲の観客達たちが笑いながらヤジを飛ばす。

「おいおい、ホントにそれですんだのかよ!?」

「警備員のおっさん、もうボケてたのか？」

　そんな嘲ちよう笑しよう混じりのヤジにも、そのカップルの中に煌きらめく『何かよくわからないもの』は、欠片かけらも揺らぐ事は無い。

「ふふん、俺らが逃げ出すと同時に追いかけて来たけど、俺達の方が脚あしが早かったわけだ！」

「若さの勝利だね！」

　自信に満ちた目で語る二人に、酔っぱらい達は変わる事こと無なく突っ込みを入れ続ける。

「それはつまり、単に走って逃げただけって言わねえか……？」

「なるほど、そうとも言えるな！　走っただけで逃げられる……これって凄すごくないか!?」

「天てん賦ぷの才だね！　ビギナーズラックだね！」

「……いや、もういい。俺が悪かった。お前らは凄すげえよ、色々な意味で」

　呆あきれた笑いを浮かべながら、客は次の酒を注文する。常じよう人じんが聞けば混乱する一方となる二人の話を楽しむには、酒の肴さかなとして楽しむのが一番だと知っているからだ。




　全米で禁きん酒しゆ法が廃はい止しされて、既すでに１年近く経たつ。

　１９２９年、ウォール街から端たんを発した大だい恐きよう慌こうを機に、全米で禁酒法に対する反対の声が沸き上がった。『国は、我が国から仕事を奪った』と、酒の製造と販売に従じゆう事じする仕事の復活を求める者が全米に溢あふれかえった。

　更に、禁酒法は『密みつ造ぞう酒しゆ』というマフィア達が成長する温おん床しようを与える結果となり、政府自じ身しんも、国家の敵の力を削そぐべく、各種の法律を整備する動きが見られた時期とも重なった。

　その他、様々な主しゆ義ぎ主張が重なり合った結果──１９３３年、禁酒法はついに廃止される運びとなり、地下に潜もぐっていた『闇酒場スピークイージー』が、堂々と表おもて舞台に顔を出したのだ。

　もっとも、『密造酒だからこそ』繁はん盛じようしていた酒場も当然多く存在し、光が当たると共に姿を消した酒場も後を絶たなかった。

　この『蜂の巣アルヴエアーレ』は、そんな過か酷こくな生せい存ぞん競争を乗りきった『老舗しにせ』の一つであり、酒さけ以外にも、独特な蜂はち蜜みつ料理が人気のレストランとして売り上げを伸ばし続けた。店のテーブルも新しく新調し、闇やみ酒場時代よりも一層豪ごう華かなものとなっている。店員の数も増やし、昔からいるリアも含めた五人のウェイトレスが、せわしなくテーブルの間を動き回っている。

　そんな中で、特とく異い点となる常じよう連れん客──というよりも、既に住んでいると言った方が近い状態である、一組のカップルが存在する。

　アイザック・ディアンとミリア・ハーヴェント。

　その名前こそ、酒場に集つどう誰もが知っている名前だったが──名前と現在の彼らが見せる顔以外は、驚く程ほどに知られていない。

　彼らの詳しい素す性じようを知る者は殆ほとんどおらず、店主や店にたむろす『カモッラ』達にも、彼らの過去を知る者は少なかった。ただ、それを怪しむ者も鼻はな白じろむ者もおらず、彼らが日々語る武ぶ勇ゆう伝でんの数々は、本人達たちの思おも惑わくとは裏うら腹はらに笑い話として店の話の種たねとなっていた。




「いやぁ、凄すごいねえ。兄にいちゃん達の武ぶ勇ゆう伝でん、もっと聞かせてくれよ」

　一ひと通とおり話し終え、蜂はち蜜みつジュースを飲み始めたカップルに、聞き慣れない声がかけられた。

　柔らかい笑顔で語りかけてきたのは、口くち髭ひげを蓄えた初しよ老ろうの男。

「兄ちゃん達は、あれだ、全国で強盗して来たみてえに毎日言ってるけどよ……ひょっとして有名人なのかい？」

　子供をからかうような調子で話す酒飲み客に、アイザックとミリアはなんら不快感を覚えずに声をあげる。

「いやぁ！　俺達の変へん装そうは完かん璧ぺきだったからさ！　きっと誰にもばれてないさ！」

「完全犯罪だね！　エドガー・アラン・ポーだね！」

　意味不ふ明めいな言葉に、意味不明な相あい槌づち。話し慣れていない者達ならば、この会話を聞くだけでも一ひと苦労するのだが、初老の男はニコニコと笑ったまま二人の話に乗ってきた。

「はは、兄ちゃん。変装ってのがすげえな。もしかしてあれかい？　ここだけの話だけどさ……何年か前に、新聞に載ってた『怪かい奇き！　ミイラ強盗！』っての、あれもさ、もしかして兄ちゃん達の事じゃあねえのかい？　こう……全身に包ほう帯たい巻いた男と、包帯の上からドレスを着た女が、銀行からティッシュケースを山ほど盗んだっつー」

　事こと細こまかく説明する男に、アイザック達は目を丸くして声をあげた。

「えっ、あの時、俺おれ達たち新聞に載ってたのか!?」

「そう言えば、変な人に写真を撮とられたね！」

「すげえ……ただの写真家だと思わせて、実は新聞記者だったのか……大変だミリア、俺達以上の変装の名めい手しゆが現れたぞ！」

「怪かい盗とうだね！　アルセーヌ・ルパンだね！」

　馬鹿な話で唸うなりを上げているアイザックを余よ所そに、初老の男は尚なおもアイザック達の武勇伝について尋たずねかける。

「それじゃああれかい？　ニューアークでジェノアードさんとこの家に入って、金庫一いつ杯ぱいの金を盗んだってのは……」

「ふふふ……それは言えないな！」

「黙もく秘ひだね！　弁護士だって呼べるね！」

「ふーん……じゃあ、盗んだかどうかはおいといて、その時はどんな格かつ好こうしてたんだ？」

　ニコニコと尋ねかける男に、アイザックはふと眉まゆを顰ひそめ──

　隣となりにいるミリアに、神しん妙みような顔で尋ねかけた。

「なあミリア。あの時、どんな格好してたっけ？」

「インディアンだね！　ネイティブアメリカンだよ？」

「ああ、そうそう！　インディアンだインディアン！」

「大いなる大地の意志だね！」

　屈くつ託たく無く話すアイザックとミリアの笑顔を見て、初しよ老ろうの男も気持ちよく笑う。

　ただし、ニヤリと。

「じゃあ、ＮＹで金をばらまいた時は？」

「ああ、あの時の事はハッキリと覚えてるぜ！　あの時は俺が神しん父ぷで」

「私がシスターだったね！」

「はっはっは……そうかいそうかい、なるほどねぇ……」




　その後も初老の男はアイザック達の不ふ明めい瞭りような会話を聞き続け、色々な事を尋たずねていった。美術館の扉だけを盗んだ話。袋ふくろ一いつ杯ぱいのチョコレートを盗んだ話。ありったけの男物の下着を盗んだ話、シカゴでマフィアの頭をホームランにした話など──

　その全てを初老の男は聞き続け、嘘うそ偽いつわりの無い笑顔をその顔面に貼はり付ける。

　やはり、ニヤリと。

「いやあ、凄すごいなあ。お前ら本当に凄いよ」

　拍手する初老の男に対して、アイザック達は頬ほおを紅あかく染めながら口を開いた。

「ははは、照れるなオッチャン。恥ずかしいから、俺達に話させてばっかじゃなくてさ、オッチャンも何か話してくれよ！」

「おあいこだね！　等とう価か交換だね！　減げん価か償しよう却きやくだね！」

　アイザックとミリアがニコニコと話しかけると、初老の男は柔らかい表情と声こわ色いろで、十年来の友人に語りかけるように言葉を返す。

「そうだな、よし、じゃあ俺の話をしてやるから、あれだ、うちの店に来るといい」

「え、オッチャンもなんか店やってるのか？」

「凄ぉい！」

「ああ、そんなに立りつ派ぱなもんじゃあないけどな」

　何やら変な話の流れになってきた。

　そう言う言葉が聞こえてくるかのように、周囲に座っていた客達の何人か──特に、一般客とは少し違った雰ふん囲い気きを持つ面めん々めんが、自然な動きで初老の男に視線を向ける。

　だが、当の言葉を向けられているアイザック達は、欠片かけらも気にした様よう子すが見られない。

　アイザックは懐ふところを手で探ると、しまったという顔をして、横に座るミリアに声をかけた。

「しまった。昼に掃そう除じ手伝った時、倉庫に財さい布ふ置きっぱなしにしちまった」

「ひゃあ！　一いち文もん無なし!?」

「まだあると思うから、ちょっとミリア、取りに行ってきてくれねえか？」

「うん！　待っててね、アイザック！」

　椅い子すから勢い良く立ち上がり、パタパタと店の奥に消えていくミリア。そんな彼女を見送りながら、初しよ老ろうの男は苦く笑しようしながら問いかける。

「自分で取りに行けばいいのに、中々ものぐさだなぁ」

「そっかな」

　意い外がいな程ほどに素そっ気けない返事をしながら、アイザックはミリアの去っていった方向に目を向けていた。




　それから10秒程ほど経たって──アイザックが、初老の男に対して奇き妙みような事を言い出した。

「えーっとさ、んじゃ、行こうか。オッチャンの店に」

「ん……？　なんだ。嬢じようちゃんを待たなくていいのか？」

　怪け訝げんな顔をする男に対し、アイザックはニカリと笑いながら初老の男の肩を叩たたく。

「いやぁ、オッチャンさ、警察の人だろ？」

「！」




「！」　「！」　「!?」「!?」　「！」　「!?」　　　　「!?」「！」　　　「！」


　　「！」「！」　「！」　「!?」　　　「!?」　　　　　「！」　「！」　「!?」




　「!?」　　　「！」　　　「！」「！」「！」　「！」　「!?」　「！」　「！」「！」






　アイザックがそう発言した刹せつ那な──店中から驚いたような視線と息を呑む気配が一いつ斉せいに感じられ、店の空気を重苦しく震わせる。初老の男は、自分の正体が見破られた事に対して。店の人間──特に『カモッラ』のメンバー達は、『俺達は気付いてたけど、アイザックが良く気付けたな!?』という素直な驚きをもって。

「……気付いてたのか」

「いやあ、警察のおっちゃんに尋じん問もんされてるのは慣れてるからさ。いつもは胡こ椒しよう玉だまとか投げて逃げるんだけど、この店で迷めい惑わくかけちゃ、その、悪いなーって思って……」

「なるほど……運だけでここまで逃げられたわけじゃあなさそうだが、そう言って、嬢ちゃんに何を取りにいかせた……？　その胡椒玉って奴やつか？　それともまさか拳けん銃じゆうの類たぐいじゃないだろうな？」

　訝いぶかしげに尋たずねる初老の男に対して、アイザックは困ったような顔をしてキョロキョロしていたが──そんな彼をフォローするように、店の奥から歩いてきた、異常に太った男と異常に痩やせた男が声を掛けてきた。

「おいアイザックよぉ。おめー、ミリアの奴やつと喧けん嘩かでもしたのか？」

「すっげぇ勢いで、裏うら口ぐちから走ってったぞ」

「！」

　その声に反応したのは、初老の男から離れて座っていた、ひとりで来店したと思われていた若い男だった。恐らくは彼も警官の一人なのだろう。慌あわてて外に駆け出そうとしたが、初しよ老ろうの男が『やめておけ』と制し、苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で踏みとどまった。

　初老の男も、やはり苛いら立だったような顔でアイザックの両手に手て錠じようを掛ける。

　恐らくは彼も、アイザックがただの馬鹿だと踏んでいたのだろう。完全に見み下くだしていたチョロイ鴨かもにしてやられた。その心しん中ちゆうを察したカモッラ……ギャングの側の人間達たちは、内ない心しんでざまあみろと微笑ほほえんだ。

　もちろん、ニヤリと。

「なるほどな……嬢じようちゃんだけを逃がすとは、中なか々なか見上げた根こん性じようだが──」

　そんな周囲の空気を感じ取ったのか、初老の男は足早に逮たい捕ほ現場を後にする。

　歪いびつな捨て台詞ぜりふを、右手に連れん行こうする男に対して吐き付けながら。

「……直ぐに、ヤサを吐きたくなるようにしてやるさ」







　アイザック達が二人に連れられて店を出て行った数分後ご──

　店の裏口から、ミリアが困ったような顔をして戻ってきた。

「ねえアイザックー。アイザックのお財さい布ふ、どこにも無いよ？　ひょっとして盗まれちゃったんじゃないかなあ………………あれ？　アイザック？」

　のんびりとした顔で、キョロキョロと周囲を見渡すミリアを見て──一ひと芝しば居い打ったカモッラの男達も、一部始し終じゆうを見ていた客やウェイトレス達も、ただ、気まずい顔をして沈ちん黙もくを続けるだけだった。

「ね、ねえ……どうしたの？　アイザック、どこ？　おトイレ？」

　ミリアもそんな周囲の空気を読んで、ただごとではないと察したのだろう。不安げな表情で周りの様よう子すを眺ながめやり──徐じよ々じよに表情を曇らせていった。

「アイザック……？　ねえ……どこ？　どこなの……？」




　そしてこの日──アイザック・ディアンは連行された。

　前々から『強盗の武ぶ勇ゆう伝でんを語るカップル』の噂うわさを聞きつけた、窓まど際ぎわ的てき存在で暇ひまをもてあました私服警官に逮捕されたのだが──不ふ思し議ぎな事に、その事件は新聞にも載らず、裁判の予定なども一切外そとに漏れてくる事はなく、ただ、いたずらに時だけが過ぎていく。

　フィーロ・プロシェンツォが器き物ぶつ破は損そんの事情聴ちよう取しゆのために連行される日の、およそ１ヶ月も前の事であった。




　そして──事件は、静かに幕をあける。
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　かつて──その島は、城じよう砦さいだった。

　サンフランシスコ湾の沖おき合あいに浮かぶ、面積僅わずか０・１平方キロメートルにも満たない小さな島。

　島の多くが岩いわ肌はだで構成されており、崖がけのような海岸に囲まれた島の上に、無ぶ骨こつなコンクリート製の建築物が居い座すわっている。

　ペリカンアルカトラズの名を付けられたこの島は、その名には見合わぬ物々しい雰ふん囲い気きに包まれていた。

　かつて全くの未開だった島は、ゴールド・ラッシュを境さかいに、サンフランシスコを守るための砦とりでの一つとして建設が開始される。その後、南なん北ぼく戦争を機に強化がなされ、最終的には１１１台ものロングカノン砲ほうや、当時最さい新しん鋭えいであったラドマン砲等などを備えた海上要よう塞さいへと造り変えられた。

　南北戦争の頃から、軍部内の犯罪者を拘こう置ちしていたアルカトラズ島。

　やがて要塞としての役目を終えた後も、島の施設は犯罪兵へいや戦せん争そう犯罪人、内ない紛ふんの際に捕らえたインディアンなどを収しゆう監かんし続けた。

　外がい敵てきを防ぐために造られた要よう塞さいが、いまや他者を逃がさないようにする為ための設備と化し、20世紀に入る頃には、島は立りつ派ぱに軍ぐん事じ刑けい務む所しよとしての形を備えていた。

　そしてこの１９３３年、軍事刑務所であるアルカトラズ刑務所は軍から司し法ほう局の手に渡り、国内でもっとも強きよう固こな『連れん邦ぽう刑務所』として生まれ変わる事となった。




『脱だつ獄ごく不可能』




　単純にして強力なその惹じやつ句くは、犯罪者達たちを震え上がらせ、同時に世界に新たな創造力を与えた。この世にありながら、世界と完全に隔かく離りされた場所。

　後々まで、様々な映画の題材として扱われ、様々な描かれ方をする事になるこの刑務所。

　その『脱獄不可能』という言葉だけは、人々が空想に描くアルカトラズ島の中で、唯ゆい一いつ絶対とも言えるリアルとして、アメリカ中の注目を浴び続けた。

　追い打ちをかけるように、この年の８月──やはり全米から恐怖と畏い怖ふ、そしてある種の憧あこがれに彩いろどられた一人の男、アル・カポネが収しゆう監かんされる事となり、この刑務所の伝説は、尾ヒレが付くことを拒こばむ事もなく、今こん日にちもサンフランシスコの湾わん上じように君くん臨りんし続ける。




　そして、今日も一いつ隻せきの船が島へと向かう。

　青空の下、美しい景けい観かんである島に、いくつもの絶望と、幾いくばくかの野や心しんを乗せた船が。




　　　　⇔




１９３４年　12月某ぼう日　サンフランシスコ湾　護ご送そう船




「……最悪だ」

「私語は慎つつしめ」

　フィーロの呟つぶやくような独り言に、見張りの警官が無表情で呟いた。




　船に揺られ始め、否いや応おうなしに自分の立場を思い知らされる。

　これから自分が向かうのは、難なん攻こう不ふ落らくや脱獄不可能はともかく、『入った人間は皆発はつ狂きようする』だの、『中では軍部の人じん体たい実験が囚しゆう人じん相手に行われている』だの、ありふれた冒ぼう険けん小説のような噂うわさ話が立つような場所だ。

　そういう噂を聞いては『馬ば鹿か馬鹿しい』と笑い飛ばしていたフィーロだったが、実際に埠ふ頭とうで湾上に浮かぶ島を見た瞬間、フィーロは自然とその噂を思い出していた。

　おどろおどろしい外がい観かんをしていたからではなく、寧むしろその逆。

　晴れ渡った埠ふ頭とうから見るアルカトラズの島は、自然の岸がん壁ぺきとその上に聳そびえ立つ刑けい務む所しよ。そして、その周辺に点てん在ざいする何らかの施設と思おぼしき建造物。

　岸壁の自然な色と施設の人工的な色が完かん璧ぺきに調和しており、空の青と海の青に挟み込まれたその姿は、まるで芸術家が描いた一枚の絵のようにも見えた。

　だからこそ──その幻げん想そう的な風景の中でなら、何が起こってもおかしくない。

　フィーロにはそう感じられて仕方がなかった。

　何しろ、自分自身は既すでに『不ふ死し者』という御お伽とぎ話の世界の住人となってしまっている。その状況であの島の外観を見れば、例え『アルカトラズ島にはドラゴンが眠っている』という噂うわさすらも説せつ得とく力を感じてしまう事だろう。

　ましてや、自分自身がこれからその島に行くというのだから尚なお更さらに。




　──最悪だ。

　激しい船の揺れを感じながら、フィーロは心の中で再さい度ど同じ事を呟つぶやいた。

　船の速度はそれほど出ているわけではない。それにも関わらず、船は前後左さ右ゆうと不規則な揺れを見せている。噂には聞いていたが、この周辺の海かい域いきは潮しおの流れが速いという噂は本当のようだ。

『いざとなりゃ、何発か撃うたれるの覚かく悟ごで海に逃げるか』

　不死者である自分の肉体の事を考え、そう企たくらんだ瞬間もあったが──この流れでは意識を失ったまま海の底に沈み、永遠に浮き上がる事はありませんでした。という展開になってもおかしくはない。一見すると泳ぎ切れそうな距離なのに、その実、刑務所と娑しや婆ばとの間には、距離以上の分ぶ厚あつい壁が陣じん取どっていた。




　一体何な故ぜ、自分はこんな場所に来なくてはならなかったのか。

　フィーロは忌いま々いましげな表情で『捜そう査さ局』の面めん々めんの顔を頭に浮かべながら、ここに至るまでの経けい緯いを思い出す事にした。




　　　　⇔




１週間前




「はっ。嬉うれしいだろう？　俺の持ってる権利をフル動員した特別扱あつかいだ。普通は直接アルカトラズに収しゆう監かんされるなんて事は無い。他の刑務所の問題児じが二次的に集まる場所だからな。それを、俺の粋いきな計らいで乗り換え無しの特急便びんだ。お前のような下したっ端ぱギャングでも、特別に俺に感謝することを許そう」

「いやいや待て待て、ちょっと待て。いいからちょっと待て」

　取調室の中で、フィーロは手て錠じように繋つながれた両手を振りながら言葉を紡つむぐ。

「お前のわけの解わからない脳のう味み噌そでも解るように、俺の言いたい事を三つの項こう目もくに分けてじっくりと言ってやる。その１。なんで。その２。俺が。その３。そんな所に行かなくちゃならない？」

　至し極ごく自然な思し考こうの流れで発せられたフィーロの言葉に、ヴィクターは即そく座ざに答えを返した。

「自慢できるぞ？」

「はぁ？」

「アルカトラズ帰りだと言えば、それだけでハクが付く。俺達の世界じゃ恥はじでしかない前ぜん科かって奴やつも、お前らにとっちゃ勲くん章しようみたいなもんなんだろうがよ」

「……時と場合による。俺としては、裁判も無しで脅きよう迫はくされるがままに突っ込まれる刑けい務む所しよなんざ恥以い外がいの何物でもねえし、同時にそれは、俺のファミリーにとっても恥だ」

　徐じよ々じよに感情の刃やいばを研とぎ始めるフィーロの言葉を、ヴィクターは余よ裕ゆうの笑みで受け流す。

「じゃあ、刑務所で人気者になるってのはどうだ？　女っぽい童どう顔がんのお前なら、刑務所であっという間に人気者だぞ？　もっとも、あそこは所長が有能でね。示しをつけるためにそういう行為が無いように徹てつ底ていして管理されてるから安心しとけ」

「……エドワード。こいつ、ぶっ殺していいか？」

「残念だな、不ふ死し者だから殺せんよ」

　カラカラと笑うヴィクターに、フィーロはどうしようもない苛いら立だたしさを覚えた。昔の自分ならば、今いま頃ごろは迷わず飛びかかっていただろう。右手で相手の頭を押さえつけ、ゆっくりと命乞ごいの言葉を聞き出しているところだ。

　そんな事を考え、フィーロはふと、今の自分自身に思いを巡らせる。

　──昔の俺なら、か。

　確かに、今の自分は昔に比べて丸くなった。

　カモッラの組織に入る前などは、家族同どう然ぜんの幼おさな馴な染じみであるガンドール三兄弟と、クレア・スタンフィールドぐらいしか心を許す相手がいなかった。

　ある日、ヤグルマという日本人の移民に叩たたきのめされ、そこで、『マルティージョ・ファミリー』という一つの組織と出会った。

　カモッラと呼ばれるギャング体系に含まれるその組織は、フィーロにとって実に居い心ごこ地ちの良い場所となり──気付けば、そこで世界に敵意むき出しだった自分の性格のトゲが取れたのかもしれない。

　そして、完全に丸くさせられたのは──

　──エニスか、それともアイザックとミリアに会ってからかもな。

　堅かた気ぎとも言えず、裏側の人間とも言いきれない。そんな家族同どう然ぜんの人々の顔を思い出して苦く笑しようしていると、不意にヴィクターが奇き妙みような話を切り出した。

「こいつはな、司し法ほう取引だ」

「あぁ？」

「さっき、エニスという女の話はしたよな？」

「……あいつがどうしたってんだよ……」

　今し方がた思い浮かべていた女の名前が出た事に、フィーロは思わず心しん臓ぞうの鼓こ動どうを早くする。

「その女はな、過去に一人の鍊れん金きん術じゆつ師しを喰ってる。知ってるな？」

「……」

　心当たりはあった。

　エニス本人に聞いた事もあるし、自分の中に残るセラードの記き憶おくもその事実を肯定している。

　かつてエニスが感情の無い道具に過ぎなかった時、セラードを喰らうべく現れた『不ふ死し者』の一人を喰らった事があると。

　だが、それをきっかけに彼女の中に様々な知識が溢あふれ、それが引金となって感情と罪ざい悪あく感かん、果てしない後こう悔かいが生まれ──今の彼女を形作った。

　今となってはすっかり忘れていたことだが、もしかしたらエニス本人は未だに罪悪感に悩まされているかもしれない。

　その疵し痕こんをほじくり返して、この男は何をしようというのか。

　睨にらみ付けるフィーロに対して、ヴィクターは僅わずかに目を伏せながら言葉を紡つむぐ。

「喰われたのは、俺の親友だった」

「……」

　フィーロは思わず目を反らし、今し方の言葉の重みを受け止め──同時に、新たな疑ぎ念ねんが沸き起こり、考える間もなく言葉にして相手に浴びせかけていた。

「なんだよ……まさか、仇かたきを討うつ為ためにエニスを殺すって言うんじゃねえだろうな」

　明らかな緊きん張ちようと覚かく悟ごを含んだ言葉。

　答え如何いかんでは、先ほど呑み込んだ怒りを再び振り上げ、今度こそ目の前の男を喰う事を覚悟する事になるだろう。

　フィーロは直ぐに跳べるように呼吸を整えながら、相手の言葉を静かに待ち続ける。

　問いを投げかけられたヴィクターは、暫しばらく何かを考えている仕し草ぐさをみせ、やがて言葉を選びながらゆっくりと答えを返した。

「俺としても、それはしたくない。それで全てが解決すると思うなら、さっきの時点でお前も喰ってるし、ヒューイの奴やつもとっくに喰っている。……俺は、セラードの糞くそ爺じじいと同じ事をするつもりはねえ」

「……そうか」

「だが、俺の親友を喰った女に思うところが無いわけじゃあない。例え当時はセラードのいいなり人形だったと理解はしていても、感情的には割り切れない所もあるし──なにより、あの女には他の殺人罪の容よう疑ぎをかける事も可能なんだ」

「……なんだと？」

　眉まゆを顰ひそめるフィーロに対して、ヴィクターは静かに言葉を返す。

「糞くそ爺じじいに言われるままに殺していたのは、決して不ふ死し者だけじゃあねえ。その証しよう拠こに、セラードの隠かくれ家がだった場所から何体かの白はつ骨こつが出てきやがった。誰が殺したのかは解わからんが、もしもそのエニスって女がやったんだとしたら──さて、戸こ籍せきすらない女を裁さばくにゃ、一体どうしたらいいんだろうなあ？」

「手前てめえ……」

　意い地じ悪く笑うヴィクターに対し、フィーロは歯ぎしりと共に怨えん嗟さの声を投げつけた。

　ヴィクターはそんなフィーロの様よう子すを楽しむように観察しながら、淡たん々たんと『解決策さく』について投げかける。

「まあ、そこで、だ。今やエニスの主人っつーか『本体』はお前なわけだ。だから、敢えてお前に司し法ほう取引を持ちかけられるってわけだ」

「……なんだと？」

「お前が俺達の言う仕事をしてくれれば……エニスって女が犯した罪を、俺達は『未み解決』として扱おうじゃないかって言ってるんだよ」

「俺達の事を散さん々ざん汚いだのゲスだのと言っておいて、随ずい分ぶんと安っぽい真ま似ねするじゃねえか」

　フィーロの精せい一いつ杯ぱいの反はん撃げきを、ヴィクターは高圧的な視線で押し込めた。

「なあに、何も仲間を裏切れとかいうわけじゃあない。もしかしたら、俺達の共通の敵になるかもしれない奴やつの動きを……ちょいと探ってきて欲しいだけだ。詳しい話は引き受けてくれてから話してやるよ」

「……あんたが、大だい嫌きらいな俺達ギャングとの約束を守るって保証は？」

「誓うさ。俺にできる事は、ただ誓う事だけだ。お前らが信じようが信じまいがな」

　そこで初めてヴィクターは笑顔を消し、眼前の不死者に顔を近づける。

　手て錠じようをかけたままとはいえ、右手を伸ばせば簡単に届く距離。

　だが、フィーロは動く事ができなかった。

　フィーロの所属するファミリーにおいて、上級幹かん部ぶであるマイザーやロニーやヤグルマ……あるいは首しゆ領りようであるモルサ・マルティージョが時とき折おり放つ威い圧あつ感。それに良く似ていた。

　年ねん季きとでも言うべき経験に裏打ちされたその威圧感の前に、怒りの感情を収めかけていたフィーロは、とうとう動く事ができなかったのだ。

　薄く冷や汗を流すフィーロに、２００年以上の時を生きてきた『捜査官』は、ただ一言、汚れた言葉を投げかける。

「エニスの件は揉もみ消してやる」




「この国の全ての司法にかけて、俺はただ、そう誓おう」




　　　　⇔




　３日程ほど考えた結果、その案を敢えて受け入れる事にした。

　エニスの為ために即そつ決けつできなかった自分を苛いら立だたしくも思ったが、もしかしたら３日間の時を過ごす間に、ファミリーの人間が何か自分に働きかけてくるかもしれないと考えたのだ。

　しかし、結局３日間では何も事じ態たいは進展しなかった。

　恐らくは周しゆう到とうに、ただでさえ独立した部ぶ署しよの中で、尚なおも隔かく離り的に動いているのだろう。

　時とき折おり異常な有能さを発はつ揮きするロニーならばなんとかしてくれそうな気もしたが、そんな希望に縋すがるのは自分らしくはない。

　こうしている間にも、刻こく一いつ刻こくとファミリーやエニスに心配をかけさせているのだ。

　──こんな事してる場合じゃねえだろうによ。

　フィーロは自ら状況を打開する為ために、とうとうヴィクターの申し入れを受け──

　現在、こうして船の上に揺られている。




　だが、彼が最悪だと呟つぶやき続けるのは、ヴィクターに屈した事を呪のろうものでは無かった。




『ヒューイ・ラフォレットの監かん視し』




　それが、フィーロに与えられた任務だった。

　任務と言えば『国家の犬に成り下がった』と思われそうで、それだけで屈くつ辱じよくだった。実際に犬と同じ状態なのだが──フィーロも、その男に興味が無いわけではなかった。

　１年前の事件で、エニスにちょっかいを出してきた『ラミア』という謎なぞの集団。

　エニスの事を『妹』と呼んだ彼らが、自分達を造った鍊れん金きん術じゆつ師しの名前としてあげたのが、ヒューイ・ラフォレットという単語だった。

　それ以降、ずっと気に掛かってはいた。

　自分の中に残るセラードの記き憶おくの中にも、その男は常に謎のベールに包まれていた。ただ一人、エルマー・Ｃ・アルバトロスという変わり者だけは彼と仲が良かったようだが、それ以外については殆ほとんど記憶に残っていない。単に接せつ触しよくが少なかったヴィクターの場合とは違い、なにやら、意図的に記憶に残らないような行動をしていたような印いん象しようさえ受ける。

　あまりセラードの記憶に踏み込む事を好まないフィーロは、それ以上の詮せん索さくを諦あきらめ、純粋にフィーロ・プロシェンツォとしてヒューイと接せつ触しよくする事を選んだ。




「なあに、刑けい務む所しよの中にいるあいつは、手前てめえの情報は掴つかんでない筈はずだ。情報はお前の方が遙かに多く握ってる。優位に立ってる自分を信じろ」




「看かん守しゆの中にも話が通ってる奴やつがいる。独どく房ぼうに運ぶという名目で、お前の事をヒューイ・ラフォレットの所へ連れて行くか、詳しい状況を教える手て筈はずになってる」




　ヴィクターからは、最後にそんな激げき励れいともとれる言葉を受け取っていた。いけ好かないし信用もできない男だが、その言葉は自然とフィーロの意気を高こう揚ようさせた。

　そして、半なかば意気揚よう々ようとこの短か過ぎる航海に挑いどんだ筈なのだが──




　いよいよ護ご送そう用の船に乗り移る時点で、警官の一人が、フィーロの耳元にそっと呟つぶやいた。

「お待ちしてました、フィーロ・プロシェンツォさん」

「ああ、あんたが……」

　──捜査局の関係者かい？

　そう尋たずねようとしたフィーロの言葉を遮さえぎって、刑務官は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「ヒューイ様は、貴方の事を心待ちにしております」

　ゾクリ

　その抑よく揚ようの無い声を聞いた瞬間、フィーロの全身を冷や汗が駆けめぐる。

「同じ不死者の仲間が近くに来ることが嬉しくて仕方ない、と……」

「……おい……」

「ここから先、私語は禁止だ」

　フィーロが声をかけた途と端たんに、男はただの刑務官に戻った。

　まるで一瞬の白はく昼ちゆう夢むを見たかのように、何事もなかったという空気がフィーロの周囲を包み込む。強制的に、今し方の状況に疑問を持つ事を許さないとでも言うかのように。

　──何が、『貴き様さまの情報は知られていない』だよ。あの無む能のう捜査官野や郎ろう。

　そして──乗り込んだ船の中で、フィーロは同じ言葉を繰り返し続ける事となった。

　自分の状況をこれ以上無いほどに的確に表した、ただ一言を。

　繰り返し、繰り返し。

　口の中で。心の中で。




　──「最悪だ……」
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ニューヨーク　バー「蜂の巣アルヴエアーレ」店内




　開店前のバーレストラン。

　蜂はち蜜みつの残り香が甘く漂う空気の中で、悲しげな顔で椅い子すに座る女が一人。

　周囲には店の準備をするウェイトレス達や、店の経営者である中年の女性や、店を拠きよ点てんとしている『マルティージョ・ファミリー』の姿が何人か見受けられた。

　だが、その女は周囲の空気に溶け込む事なく、一人だけ重い空気を宿している。

　まだ少女らしさを残した顔立ちをしているが、服装はこの時代としては変わり種だねと言える、スーツにスラックスという男性的な出で立ちをしていた。

　エニス、と呼ばれるその女には、ファミリーネームが存在しない。

　セラードという鍊れん金きん術じゆつ師しに生み出された、不完全な『ホムンクルス』。

　その本体にして主たるセラードを裏切った時、自らが死ぬ事を覚かく悟ごしたのだが──

　一人の若い『不ふ死し者』が古きを生きる鍊れん金きん術じゆつ師しを喰らい、エニスの命はその青年に委ゆだねられる事となった。

「フィーロ……」

　敵であった筈はずである自分の身み柄がらを引き受け、同じアパートに部屋まで用意してくれた面めん倒どう見のいい青年。

　彼女にとって、初めて手にした『家族』。

　最初はどう接していいのか解わからなかったが、時間を経るにつれ、徐々にそれはエニスの新しい人生の中へと溶け込んでいった。




　その青年が──今はいない。




　１週間ほど前に、司し法ほう局の捜査官らしき男達に連れて行かれた。

　エニスはフィーロが連れん行こうされたという事実を聞いて、これまでにない程ほど動どう揺ようしている自分に気が付いた。

　確かにフィーロはギャング組織『マルティージョ・ファミリー』の幹部であり、犯罪スレスレ、もしくはその境きよう界かい線せんの向こう側を歩く人間だ。それはエニスも理解している。

　だが、彼女の前ではフィーロは妙みように気き前まえのいい一人の好こう青年であり、裏側の顔を見せる事は殆ほとんど無かった。しかし、エニスに何かを隠かくし立てする事もしなかった。

　自分の存在意い義ぎすら解らなかったエニスに、確たる居い場所を与えてくれた大事な家族。

　フィーロと会えなくなってから、エニスは彼が自分の中でどれだけ大きな存在となっていたのか改めて思い知らされた。




　しかし、自分だけが落ち込んでいるわけにはいかない。

　いなくなったのはフィーロだけではない。

　アイザック・ディアンも、一月ほど前にこの店から私し服ふく警官達によって連れ出され、そのまま戻っては来なかった。情報はまったく入ってこないが、恐らくは今いま頃ごろどこかの刑けい務む所しよに入っているのだろう。

　相あい方かたであるミリア・ハーヴェントがその事実を知った時──周囲の誰もが、彼女が泣きわめくか、半はん狂きよう乱らんになって暴れ出すかと思っていた。

　だが、ミリアは全てを悟さとると同時に口を噤つぐみ、無言のまま『蜂の巣アルヴエアーレ』の店内から出て行き、未だに店には顔を出していない。

　エニスはその場にいなかったので、直接見たわけではないのだが──その時のミリアの心しん中ちゆうを思うや、彼女は自分の胸が締め付けられるような思いに囚とらわれた。

　アイザックもミリアも、フィーロと同じようにエニスの人生を変えた恩おん人じんであり、彼女にとっては大事な仲間でもある。

　それなのに、自分にはどうする事もできない。

　エニスは自分の無力が悔くやしくて仕方なかったが、さりとて落ち込み続けるだけでも埒らちがあかないと、自分が今いま何をすべきなのか考え続ける事にした。

　そして今日も、自分自身を追いつめながら午後を過ごそうと思っていたのだが──




「エニスお姉ねえちゃん、大丈夫？」




　ここ数日に渡って落ち込んでいるエニスを見て心配になったのだろう。エニスの同どう居きよ人にんにして、彼女が弟のように接している少年──チェスワフ・メイエルが、心配そうな顔をして話しかけた。

「チェス君……。大丈夫です。少し、気分が優れなかっただけですから」

「フィーロお兄にいちゃんの事なら、あんまり気にしすぎない方がいいよ」

「ごめんなさい。私がしっかりしなきゃいけないのに……」

「いいよ。そんなの……。でも、本当に気にしなくても大丈夫だよ。……こんな事こと言うのもなんだけどさ、エニスお姉ちゃん達には時間があるんだからさ。……フィーロお兄ちゃんが刑けい務む所しよに入れられたって、病気や事故で死ぬ事はないんだし」

　あっさりと言ってのける少年に、エニスは柔らかい微笑ほほえみを浮かべながら、自然な調子で言葉を返す。

「そうですね……。チェス君も、１００年以上経たってからマイザーさんと再会できたんですから……」

「う、うん……」

　何な故ぜか歯切れの悪い答えを返すチェスに、エニスは何かまずい事を言ってしまっただろうかと不安になったが──

　それを確認しようとする前に、店の入口の方から店主の女の声が聞こえてきた。




「すいませんねえお客さん、まだ開店前なんですよ」

「いや……マルティージョの人間に用があってね」

　店主であるセーナの言葉に応えたのは、鋭い空気を携たずさえた低い男の声だった。

「……おや、それはそれは……お約束はおありですか？」

「くく、役所みたいな事を言うのは勘かん弁べんしてくれ。マイザーはいるかい？　あいつの昔からの友人なんだが……」

　男の口から出された名前に、エニスとチェスのみならず、周囲の厳いかめしい顔をした男達も入口の方に目を向けた。

　マイザー・アヴァーロと言えば、マルティージョ・ファミリーの出納係コンタユオーロであり、最上級幹かん部ぶの一人である。人の良さそうな外がい観かんをしているが、その実かなりの切れ者で、小規模の縄なわ張ばりでファミリーの存そん続ぞくの鍵かぎの一つとなっている男だ。

　また、エニスやチェスにとっては、もう一つ大きな意味を持った人物なのだが──

「とにかく、入らせて貰もらうぞ」

「あ、ちょいとお客さん、待ちなって！」

　エニスとチェスが顔を見合わせて様よう子すを窺うかがっている間に、男はセーナの制止を無視して店の奥に踏み込んでくる。

　現れたのは、薄いコートを羽は織おった眼鏡めがねの男。鋭い目つきには敵意とも警けい戒かいとも受け取れる光を満たしており、それまで談だん笑しように満ちていた店内の空気を緊きん迫ぱくの色に塗り替えた。

　先日のアイザックの件もあり、ファミリーの男達は相手が司し法ほう組織関係の人間ではないかと疑い、実際その男は、そうした雰ふん囲い気きを嫌と言うほど全身にまとわりつけている。

　だが──そんな周囲の思おも惑わくとは全く違った意味で、それでいて何倍もの緊きん張ちように包まれる者がいた。

「……チェス君？」

　入ってきた男の顔を見て、チェスの表情が瞬しゆん時じに強ばる。

　エニスはそんな少年の様子を見て、ただごとではないと店内に現れた男に目を向け──

　その顔を見て、相手の正体に気付く。

　直接会った事はない。だが、記き憶おくには確実に残っている男の顔。

　彼女は知るよしも無い事だったが──それは皮ひ肉にくにも、同じ男と会った時のフィーロと同じ反応だった。

　──この人は……ああ、この人は──

　知ってはならない事を知ってしまった。そんな感覚と後こう悔かい、そしてどうしようもない罪ざい悪あく感かんがエニスの全身を駆けめぐる。

　その罪悪感の苦しみは決して忘れてはならない物だった。

　また、苦しみを和らげてくれる存在は──今はいない。




　エニスは感情を僅わずかに表情に現したが、男はそんな彼女には全く気付かず、店内の男達を順じゆん繰ぐりに見回した。

　そして、エニスの横で表情を強こわばらせる少年の姿を見つけ──

「よお、チェス」

　男は少しだけ表情を和らげながら、静かに言葉を紡つむぎ出す。

「久しぶりだなぁ。かれこれ２３３年ぶりか？」

　過去を懐なつかしみながら両腕を広げる男に、チェスは警けい戒かいを全く解かぬまま、ただ一言、相手の名前を口にした。

「ヴィクター……」




　　　　⇔




「ああ、開店前なのにすまんな。おかまいなく、お嬢じようさん」

　水を用意しようとする東とう洋よう人じんのウェイトレスを手で制しながらも、眼鏡めがねの男──ヴィクターは何の遠えん慮りよも無くチェスのいるテーブルへと歩みより、手近にあった椅い子すを引いて軽やかな動作で腰を下ろす。

「久しぶりだな、元気にやっているようで何よりだ」

「う、うん……ヴィクターこそ」

　あくまで朗ほがらかな調子で話すヴィクターに対し、チェスはあからさまな怯おびえと警けい戒かいの色を浮かべている。

　椅子には浅く腰掛け、相手からは明確に一つの距離をあけていた。

　即すなわち、右手が届かない距離に。

　チェスワフ──チェスも不ふ死し者の一人であり、自分が『喰われる』という事に対して明確な恐怖を抱いている。無む論ろん、大たい半はんの不死者は唯ゆい一いつの『死』を恐れもするのだが、チェスの場合はそれを意識する事が他の不死者よりも多い。

　更に、過去に信頼していた人物に裏切られた経験から、必要以上に懐かい疑ぎ的になっている面もある。その少年からすれば、数百年の間をおいて、突然ここに現れた不死者の存在は不ぶ気き味み極まりないものと感じられた。

「……どうしてここに……」

「ちょっと、マイザーに話があってな」

「僕を見てもそんなに驚かないって事は……知ってたの？　僕もここにいるって事」

「ん？　ああ、当然だろう？」

　自分の存在が知られていた。

　その事実に薄ら寒いものを感じながら、チェスは相手への警戒をますます強めていく。

「情報屋さんに聞いたの？　それともマイザーに？」

「情報屋？　ＤＤ新聞社の事か？　いやあ、あいつらは俺達司し法ほう関係者には口が堅くてな。おっと、マイザーに聞いたわけでもねえぞ。あいつと会うのも６年か７年ぶりだからな」

「じゃあ、どうして……」

「そりゃ、ずっと部下に監かん視しさせてたからな」

　あっさりと言い放つヴィクターに、チェスは眉まゆを顰ひそめながら問い続ける。

「部下って……？」

「はは、さっきから俺に質問してばかりだな。もっと再会を喜び合おうじゃないか」

「……答えづらい事なの？」

「やれやれ、困ったな、チェス。じゃあ、質問に質問で返すようでなんだが……交こう換かん質問と行こうじゃないか。俺も一つお前に聞きたい事があったんだ」

　不意に真剣な表情になったヴィクターに、少年は強い不安を覚えて全身の筋肉を強こわばらせる。

「な、なに？」

「チェス……フェルメートはどうした？」

「……っ！」

　変化は、劇的だった。

　それまでは怯おびえながらも気き丈じように振る舞おうとしていたチェスだったが、『フェルメート』という名前を聞いた瞬間、傍そばから見ていたエニスにも解わかる程ほどに血の気を失い、真まっ青さおな顔になってテーブルの中央に視線を落とす。
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　当然ながらヴィクターもその変化に気付いていたが、追い打ちをかけるように冷たい言葉を吐き出した。

「船から下りて、お前と一緒に西部に向かったフェルメートだよ。お前だけここで暮らしてるって事は────」

「や、やめてよ……」

「……な？　誰にだって答え辛づらい事はあるだろう？　俺は、そんなお前の暗あん部ぶには踏み込まない。だから、お前も俺に踏み込む時は気を付けろ？」

　唐とう突とつな笑顔を浮かべながら言うヴィクターだが、チェスの顔に血の気は戻らない。




　そんな少年の様よう子すを見て、エニスは抗議の声をあげようとしたが──ヴィクターの顔を見る度たびに、その意気が消しよう沈ちんしてしまう。

　彼の顔は、昔むかし彼女が『喰った』鍊れん金きん術じゆつ師しの記き憶おくにしっかりと残っている。

　ただの仲間ではなく、特に仲のよかった存在として。

　つまり──目の前の男は、かつて自分が『喰った』男の親友であるという事実を前に、エニスは完全に困こん惑わくさせられいてた。

　もしかしたら、この男は自分を殺しにやってきたのではないかと。

　親友の仇かたきを討うつために。

　あるいは、親友の記憶を回収する為ために。

　チェスと同じように全身を緊きん張ちようさせ、相手の次の言葉を待つエニス。

　男はそんなエニスをチラリと見て、何か言おうと口を開きかけたが──

　次の瞬間、店内に響ひびいたのは──

「ヴィクター」

　驚きと喜び、そして僅わずかな非難の色が混じった、若い男の声だった。

「どうしたんですか。わざわざここに来るなんて」

　現れたのは、20代半なかばといった雰ふん囲い気きの、背の高い男だった。

　ヴィクターと同じく眼鏡めがねを掛けてはいるが、その印いん象しようはまるで違う。

　長身の男の場合、糸目によって構成された柔にゆう和わな表情の上に眼鏡がかけられており、人の良い学者肌はだの人間といった空気を醸かもし出していた。

　対する、冷れい徹てつな肉食獣じゆうをイメージさせるヴィクターは、その表情をやや崩しながら、馴なれ馴れしく右手を挙げて話しかける。

「よう、マイザー！　人生を満まん喫きつしてるか？　再会というのはいいな、実にいい。前に別れた時とはまったく別べつ人じんになっている友を見て、初しよ対たい面めんの時とき以上の感動を味わう事もある。変わってしまったのは果たして相手なのか自分なのか……そんな話をチェスに教えてやろうとしたんだがどうにもノリが悪くてな。お前はどう思う？」

「禁きん酒しゆ法ほうが終わった記念に、体中の血を酒にでも変えたんですか？　自分に酔うのも大たい概がいにした方がいいですよ、気持ち悪くなりますから……こっちが」

「くっ……なんだかあんまり歓迎してないような言い回しだな。来ちゃ悪かったか？」

「……自分の立場と、ここがどこなのか理解していますか？」

　呆あきれた感じの溜ため息いきを吐き出し、マイザーは困ったように声をあげた。

「捜査局の幹部である貴方あなたが、一いつ介かいのマフィア組織になんの御用です？」

　ガタリ

　細かい振しん動どう音が一つとなって、開店前の店内を駆け抜けた。

　現在、この店内にいる者の殆ほとんどはマルティージョ・ファミリーの関係者であり、捜査局の人間とは犬けん猿えんもいいところな間あいだ柄がらである。

　それでなくとも、先日のアイザックやフィーロの件もあり、普ふ段だん以上の敵意を持って、店内の視線が『捜査局』の人間に注そそがれた。

「はっ、捜査局の名前に敵意を向けるって事は、白日の下を歩けない後ろ暗さがありますって宣伝してるようなもんだぜ。なあ、マイザー？」

　まったく動じた様よう子すのないヴィクターに、マイザーは諦あきらめ半分の溜ため息いきをつき、口を開く。

「喧けん嘩かを売りに来たんですか？　それとも、私宛あてに何か緊きん急きゆうの用事でも？」

「まあ落ち着けよ。緊急になるかどうかは、ヒューイの奴やつ次第だ」

「ヒューイ？」

　唐とう突とつに出てきた、古い仲間──マイザーやチェス、ヴィクターと同じく、かつて船上で不ふ死し者となった鍊れん金きん術じゆつ師しの名前。

　マイザーは訝いぶかしげに相手を見ながら、思った事を素直に問いただす。

「ヒューイは、あなたが捕まえた筈はずでは？」

「奴はふんづかまえたがね、どうにも野郎、子こ飼がいを山ほど飼い慣らしてるらしくてな……そいつらの動きがここのところ慌あわただしい。俺は、フライング・プッシーフットの事件再び……ってな事になってもおかしくないと思ってる」

　フライング・プッシーフット。

　３年程ほど前まえ、そういった名前の列車がテロリスト達に占せん拠きよされたという噂うわさはマイザー達も聞いている。聞いている、というのは、知り合いがその列車に乗っていたからであり──同時に、その事件が公おおやけには報道されなかったという意味でもあった。

　何か政治的な圧力が働いたようで、新聞などでは一いつ切さい事件は報道されず、多数の死傷者が出たと思おぼしき事件は、事実上闇やみの中へと葬ほうむり去られる。

　あまりにも鮮やかなその隠いん蔽ぺいを見て、マイザー達のような裏うら社会の人間は逆に不ぶ気き味みなわだかまりを感じていた。

　彼らは、何かの事件を揉もみ消す事の難しさを日常的に知っている。

　通常の事件ですら困こん難なんであるというのに、列車の占拠事件を抑え込むなど、どう考えても不可能に近い事であるし──そもそも、揉み消そうなどと考えること自体が頭のおかしい行為としか思えなかった。

「まさか、あの事件を報道させなかったのも貴方達たちの仕し業わざですか？」

「いやあ、マイザー。買いかぶってくれるな。流石さすがに俺らにもそこまでの権力はねえって。俺らとは別に、ああいう『不ふ死し者』がらみの事件を公にしたくない連れん中ちゆうがいるらしい」

　ヴィクターは淡たん々たんと自分達の力を否定すると、少しだけ面白くなさそうな顔になり、独り言のように呟つぶやき漏らす。

「しかも、『上』の連中にだ……畜ちく生しよう、目的は同じなのに、ことあるごとに俺らを敵てき視ししやがって……糞くそ野や郎ろうどもが……」

「それで、ヒューイがどうしたんですか？」

「ん？　おお、悪い悪い。まあ、問題はだ。どうにもヒューイが内部から指示を送ってるとしか思えねえんだが……その方法が解わからねえ」

　マイザーの言葉に促うながされて、ヴィクターは朗ろう々ろうと自分達の事情を語り始めた。

　言葉の最後に、マイザー達にとって衝しよう撃げき的な一言を添え付けて。




「その為ためにな。お前の弟おとうと分ぶんは、俺達の犬になって貰もらったよ」




　ガタリ　ガタ　ガタタ　ガタリ　チキリ

　刹せつ那な、店内の男達がにわかに椅い子すをずらし始め、ヴィクターが捜査局の人間だと判明した時以上の喧けん噪そうに包まれた。

　眼鏡めがねの下の細い目を鋭く尖とがらせながら、マイザーはかつての同士に冷たい言葉を差し向ける。

「フィーロをどうしたんですか？　答えによっては……貴方あなたを敵として判断しますが」

　凍いてつく視線を浴びせられたヴィクターは、僅わずかに目を反らしながら、降こう参さんだというように両手を上げる。

「まあまあ、待てよマイザー。俺は確かにお前らギャングが嫌いだが──俺のせいで血の粛しゆく清せいだのなんだのが起きちゃ困るからな、その辺の誤ご解かいを解いてやっておこうと思ってここに来たつもりなんだぞ……？　敵だなんてとんでもない」

　白しら々じらしい事を言いながら、ヴィクターはやれやれと呟つぶやきつつ椅子から立ち上がる。

「あいつはこのファミリーの事は何一つゲロっちゃいねえし、お前らを裏切って俺の犬になってるわけじゃあねえ」

　そして、複雑な感情を宿した目つきでエニスへと視線を送り、どこか自分自身の感情を隠かくすように語り始めた。

「この、エニスって嬢じようちゃんがいるだろう？　あいつはな……その嬢ちゃんの罪を消す為ために、自分が泥どろぉ被かぶったってわけさ」

「え……？」

　突とつ然ぜん自分の名前を呼ばれたエニスは、困こん惑わくした表情でヴィクターの視線を見つめ返す。

　ヴィクターは嘲あざけるでもなく余よ裕ゆうの笑みを見せるでもなく、ただ、ぶっきらぼうな不ふ興きよう顔がおでフィーロとのやりとりを語り始めた。

　淡たん々たんと、淡々と。

　青あお褪ざめていくエニスの表情を見ても、欠片かけらも躊躇ためらう事はなく。

　まるで、何か彼女に対しての怨えん嗟さの言葉を吐き出しているかのように。







「ヴィクター……」

「そう睨にらむなよ、マイザー。エニスの嬢じようちゃんも周りの糞くそギャングどもも何か言いたそうだが、俺も暇ひまじゃないんでね、今日はこれで失礼させて貰もらう」

　全てを語り終えたヴィクターは、軽い調子で手を広げ、そのまま店の出口へと足を向けた。

　その背に、些いささか緊きん迫ぱくした様よう子すのマイザーの声が浴びせられる。

「結局、ヒューイは何を企たくらんでると言うんですか？　彼にとっては全ては『実験』なんでしょうけれど。エルマーが側そぱにいないなら尚なお更さら……歯止めがきかなくなっているのでは？」

「そんなの、俺が知りたいぐらいだ」

　彼らにしか解わからない言葉のやりとりを終えると、ヴィクターはコートの埃ほこりを払いながら面めん倒どう臭くさそうに警けい告こくとも取れる言葉の吐き出した。

「とにかく……俺の掴つかんだ情報じゃ、ヒューイの野郎、数日中にこのＮＹで何か花火を打ち上げる予定らしい……いいか、マイザー。もしもあの研究馬ば鹿かから何かアプローチがあっても──祭には乗るな。お前にもこのファミリーにも、何一つ得はない」

「……その警告が、今日来た本当の目的ですか」

「お前の事は今でも仲間だと思ってるんだ。いいから、俺の敵に回るような真ま似ねはするな。ついでに一つ言うなら……とっととギャングから足を洗え」

　捜査局の幹部はそこで初めてらしからぬ微笑ほほえみを浮かべると、何かを懐なつかしむように呟つぶやいた。

「そうすりゃ、また一緒に飲みにいける」

　そして、後はマイザーを振り返る事もせず──今いまし方がたの甘い言葉を打ち消すように、店中のギャング達に言い聞かせるような大声をまくし立てた。

「いいか、マイザー！　お前の事は今でも仲間と思ってるが、俺はマフィアだのカモッラだのヌドランゲタだの、そういうギャング連れん中ちゆうが心しん底そこ嫌いだ。死ねばいいと思ってる！　苦しんで！　のた打ち回って！　自分が生まれてきた事を後こう悔かいしながらだ！　糞に塗まみれてると手前てめえまで糞になるぞ！　それだけは覚えておけ！」

　荒げた息を整える事もなく、足早に出口に向かうヴィクター。

　丁ちよう度どその瞬間──レストランの入口から一人の老人が顔を出した。

「おっと、失礼」

　老人はそう言いながら、去りゆくヴィクターの横を通り過ぎる。

「……ふん」

　歩みを止める事なく歩を進めたヴィクターだったが──

　ふと、足に何か違い和わ感かんを感じた。

　──なんだ？

　椅い子すの脚あしにでも躓つまずいたのだろうか？

　自分の足下を見ようと首を俯うつむかせたヴィクターは、そこで奇き妙みような感覚に囚とらわれた。

　足元には特に何も引っかかってはいない。

　そもそも、下に床が見えない。

　──？

　疑問に思った瞬間には──全身を鈍い衝しよう撃げきが包み込み、肺の中の空気が激しく揺さぶられた。

　目の前に床がある事から。どうやら自分が勢いよく転んだらしいという事を理解する。

　──なんで……俺は今、転んだ？

　何かに躓いて転んだ。そんな雰ふん囲い気きの感覚でも勢いでも無かった。

　自分の身に何が起こったのか解わからないヴィクターの前に、一本のしわがれた手が差し伸べられる。今し方すれ違った老人だ。

「どうなされた、お若いの」

　ヴィクターはその顔を見上げ、老人が東とう洋よう人じんである事に気が付いた。

　──カンシチロウ・ヤグルマか……！

「爺じじい……貴き様さまの仕し業わざか？」

　東洋の武術を嗜たしなむとしか聞いていないが、今いまし方がたの転倒もこの老人の仕業としか思えない。

　苛いら立だちながら、差し出された手を振り払って立ち上がろうとした。

　だが、強い勢いで振った手が、ヤグルマの手に力強く掴つかまれる。

　しわがれた手はタイヤのゴムのように硬く、ヴィクターは自分の手首が万まん力りきで挟まれたような感覚に囚われた。

　そして、立ち上がろうとしていた勢いを利用され、そのまま身体からだがフワリと浮かび──

　次の瞬間には腰に軽い衝撃が走り、自分の身体がカウンターの前の椅子に座っている事に気が付き、勢いで頭がカウンターに突つっ伏ぷす形となった。

　自分の状況を理解する間もなく、すぐ傍そばで──パリン、と、何かの割れる音がする。

「気を付けろ」

　音のした方に顔を向けると、そこには割れた酒さか瓶びんの破片が光り、細かく砕けたそれらをゆっくりとかき集める男の姿があった。

「仮にお前が捜査局の人間だろうが、そのトップだろうが、大だい統とう領りようだろうが──転んだ先に割れた瓶があって死ぬ事もある」

　鋭い目つきの男に睨にらまれ、ヴィクターは自分の状況を完全に把は握あくする。

　先せん刻こくの挑ちよう発はつに対する、『マルティージョ・ファミリー』のささやかな復ふく讐しゆうなのだろう。

　それを理解しつつも何もできなかった自分が苛いら立だたしくなり、平へい静せいを装いながら隣となりに座る男に言葉を返す。

「……脅おどしのつもりか？　そんなもの、俺には……」

　自分の体質を顧かえりみながら喋しやべるヴィクターに、隣の席の男は耳元にそっと顔を寄せ、相手にだけ聞こえる声で囁ささやいた。

「瓶びんが顔面に刺さっている間に、右手を頭に乗せられる事もある」

「……!?」

「１７１１年に、アドウェナ・アウィス号の上で……セラードがそうしたようにな」

　──誰……だ？

　ヴィクターは慌あわてて相手の顔を見直すが、船に乗った鍊れん金きん術じゆつ師しの仲間にはいない顔だった。かといって、マイザーが例の船上の事を他人に易やす々やすと話すとも思えない。

　──誰だこいつは……!?

　混乱するヴィクターに対し、男は静かに笑いながら、瓶の破片を手で包み込み──

　そっと手を上に上げていくと、その下から全く無傷の酒瓶が顔を出した。まるで、男の手から新しく生み出されたように。

「……ッ!?」

「どうだ……？　全てを見通してたと思っていた場所から、『謎なぞ』が出てくると、存ぞん外がいに恐ろしいものだろう？」

「……」

　ヴィクターはゆっくりとマイザーの方に目を向けたが、彼は遠とお目めにこちらに厳きびしい表情を向けているだけで、今の現げん象しようや隣に座る男についての説明をする気配はない。

「手て品じな師しか……いや、貴き様さまが何者かは、改めて調べさせて貰もらう」

　途と端たんに優ゆう位いな立場から転落した捜査官は、強く歯を噛かみしめながらカウンターを後にした。

「覚えておけ……それでも……それでも俺達は、脅おどしには屈くつさん」

　去りゆく背に、店中のギャング達の殺意混まじりの視線が突き刺さる。

　だが、彼は歩みを止めない。

　視線では自分は殺せまいとばかりに、敢えてその敵意を全身で受け止めながら。







「ヤグルマさん、ロニーさん、脅かしすぎですよ」

　ヴィクターが去った後、マイザーはカウンターに座りながら二人の上級幹かん部ぶを窘たしなめる。

「そうかの？　本気で脅すつもりなら、奴やつの腕の関かん節せつを外しとったわい」

　カラカラと笑うヤグルマとは対照的に、鋭い目つきの男──ロニー・スキアートは、難しい顔をして酒さか瓶びんを見つめていた。

「ロニーさん？　どうしたんですか？」

「いや……あいつも、俺の顔を全く覚えていないようだったからな……」

「そんなこと気にしてたんですか」

　呆あきれた声を出すマイザーに、ロニーは一段と深みのある表情を見せる。

「まあいい……俺は決意したぞ。マイザー」

　そして、かつて『悪あく魔ま』と呼ばれた一人の男が──不ふ思し議ぎと力の籠こもる声で呟つぶやいた。




「次に召しよう喚かんされた時は、もっとインパクトを大事にしようとな」




　　　　⇔




　建物の外に出たヴィクターは、待機していた車に乗り込み、素早くその場を後にした。

　運転手であるビルが、上じよう司しに対して淡たん々たんと語りかける。

「あー……如何いかがでした？」

「うむ……！　怖かった！　正直、殺されるかと思ったぞ……！　マイザーの奴やつめ、あんなにキツい殺気で俺の事を睨にらんだのは初めてだし、他の幹部連れん中ちゆうも……くそ……解わからん事だらけだ。……マイザーめ……すっかりギャングに成り下がりやがって！」

「えー……その、こんな事を言うのはなんですが、そのう」

「どうした、言ってみろ」

　歯切れの悪いビルの言葉に、苛いら立だたしげに答えるヴィクター。

　だが、ビルは尚なおも飄ひよう々ひようとした言葉で上司の怒ど気きを受け流し、からかい混じりの答えを返す。

「んー……。『友人として、ヒューイにそそのかれされないように説得に行く』とおっしゃっていたのに、どういう態度を取ったら、そんな、いまだに足が震えてるような殺意を向けられる事になるので？」

「ほう、何な故ぜだと思うね、サリバン捜査官」

　誤ご魔ま化かすように尋たずねるが、返ってきたのは追い打ちの言葉だった。

「あー……馬鹿だから、じゃないですかね？」

「……」

　何も言い返す事ができず、さりとてここで地位を利用した説教をすれば負けを認めた事になるような気がして、ヴィクターはただ不ふ機き嫌げんな顔をして目を閉じた。

　そして、今し方の光景を思い出していると──ハッと気付き、目を開く。

「しまった、もう一つ、伝えておくのを忘れてた」

「んー……なにをです？」

「いや……あのアイザックとかいうわけの解らん『不ふ死し者』の事を、ちょっとな……」




「あいつのことは、完全に予定外だったからな……」
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サンフランスシスコ湾　アルカトラズ島　埠ふ頭とう




「降りろ」

　無む機き質しつな警官の声に呼ばれ、フィーロは静かに目を開けた。

　揺れの質が先せん刻こくまでとは変わっており、どうやら船がどこかに接せつ岸がんしたらしいという事を窺うかがわせている。

　裸はだか電球が必要以上に明るい船の底で、青年は改めて周囲の状況に目を向けた。

　自分の他に護ご送そうされている人数は、三人。

　警官達たちが直ぐ側そばで見張っている為ために、会話はできなかったが──どれも、特とく徴ちよう的な男達だと言えた。

　一人は、両腕に竜りゆうの刺青いれずみを入れた東とう洋よう人じん。

　長なが袖そでを着ているが、手の甲こうに描かれた竜の口と、首くび筋すじまで届く尾の模も様ようから、袖の下にある鮮やかな色合いを想像させる。顔立ちはまだ若く、20代後半といった所だろうか。

　一人は、大おお柄がらな黒人。

　白髪しらが混じりの髪の毛や顔だちを見るに、フィーロは男の年ねん齢れいを40前後と判断する。穏おだやかな顔つきをしているが、体中に刻まれた疵きず痕あとが男の素す性じようを物語っていた。フィーロの経験から判断すると、その傷の付き方は何かの作業でつくものや、ＫＫＫのリンチに遭そう遇ぐうしてつけられた類たぐいのものではない。純粋に、殴なぐり合いや斬きり合いの喧けん嘩かや殺し合いの類で刻まれる痕あとだった。

　最後の一人は、俯うつむいた白人だった。

　常に溜ため息いきをついており、何かに怯おびえるようにブツブツと呟つぶやき続け、その声が大きくなる度たびに警官に注意をされていた。年の頃は30代半なかばと思われるが、くたびれた様よう子すは男を必要以上に老ふけて感じさせ、50を超していると言われても違い和わ感かんはないように思えた。

　三さん者しや三さん様ようの同行者を見て、フィーロは再び溜息をついた。

　一ひと癖くせも二癖もある受刑者達たち。自分もその中に混じって、史し上じよう最高──受刑者にとっては史上最悪の刑けい務む所しよに足を踏み入れる。

　納なつ得とく済みの事とはいえ、その事実を受け止める度たびに気が重くなった。




　奇き妙みような面めん々めんと共に連れられて、フィーロは夕焼けに照らされた桟さん橋ばしを降りる。

　そこで初めに目についたのは、高く聳そびえる見張り塔とうだった。

　実際にはそれほど高くないのだが、周囲に高層ビルなどないこの状況では、受刑者達を見下ろす絶対的な象しよう徴ちようとして否いや応おう無しにプレッシャーを与えている。塔の上では狙そ撃げき用のライフルを構えた看かん守しゆがこちらを凝ぎよう視ししており、いくら高めても足りる事は無いとばかりに緊きん張ちよう感かんを増ぞう幅ふくさせている。

　──広いな。

　フィーロは周囲を見渡して、素直にそう感じ取った。

　岩いわ肌はだが多く見える島は、サンフランシスコの埠ふ頭とうで見た時に感じた広さを遙かに上回り、それでいて荒く刻まれた岸がん壁ぺきの数々が、やはり外から見た時以上の閉へい塞そく感かんを造りだしている。

　背後を振り返ると、サンフランシスコに並び立つ高層ビルの群が見えた。手を伸ばせば届きそうにも思えるが、箱はこ庭にわのように縮小された建築群ぐんは、どこか遠くの国の風景を見ているようにも感じられた。

「歩け」

　言われるままに、四人の受刑者は桟橋から島の上部に向かう道へと歩み登る。

　島は小高く盛り上がった岩さながらで、フィーロの目もく測そくでは、島のもっとも高い部分は海から50メートル近くあると見受けられた。

　島の長さは５００メートルを超えるかもしれないが、幅は２００メートルに満たないかもしれない。

　──本当に……なんだろうな、ルパンやモリアーティの隠かくれ家ががあっても不ふ思し議ぎじゃねえな。

　前まえ情報として知っていた事は非常に少なく、こんな事ならば普段から新聞やゴシップ誌にもっと目を通しておけばと、フィーロは自分自身の教養の無さが悔くやまれた。

　歩みを進める眼前、島の中央に陣じん取どる白い建物が、恐らくは刑けい務む所しよ本体だろう。

　しかし、その周囲にもいくつもの建造物が建ち並び、まさしく一つの要よう塞さいであるといった物々しい空気を醸かもし出していた。

　船のドッグや桟さん橋ばしなどは、古くから使い込まれていたと自じ負ふするかのように錆さびや汚れ、あるいは独特のくすみなどが見受けられたが、島の中央の建物だけは、歪いびつな程ほどに新しく、そして奇き妙みように歪ゆがんだ美しさを感じさせる。

　──ああ、こりゃ脱だつ獄ごくなんて無理だわ。

　元は軍ぐん事じ要塞として使われていたと言うだけあり、立りつ地ち条件はもとより、見張り台なども内部からの脱獄は疎おろか、外からの攻撃に対しても完かん璧ぺきと言える配備がなされている。

　潮しおの流れの速さと冷たさに耐えきれずに溺おぼれ死ぬ。そう言われてはいるが、ライフルを持った看かん守しゆ達の動きも統一性があって隙すきがなく、まず海に辿たどり着く前に射しや殺さつされる姿を強きよう制せい的に思い描かされる、それほどの警備だった。

　──警備っつーよりも、完全に軍ぐん備びだなこりゃ。

　冷や汗を掻かきながら歩を進めるフィーロの前に、次々と新しい景色が顔を出す。

　青い海、サンフランシスコ湾にかかる巨大な橋、その両りよう端たんに見えるビル群が先せん刻こくよりも綺き麗れいに見え、生なま々なましい賑にぎわいを感じさせる。

　──つーか、ずいぶん遠いなこりゃ。もう階段でいやビル10階分ぐらい登ったぞ？

　坂は思っていたよりも急で、曲がりくねりながら登るその『登山道』は、手て錠じようを嵌はめたまま登るには少々辛つらい道のりだった。

　流れ出す汗を潮しお風かぜが冷し始めた頃──フィーロの前に、ようやく先刻から見えていた刑務所本体の姿が立ち塞ふさがる。

　連れん行こうしていた警官が入口から合図を送ると、内部からベルの音が聞こえ、石造りの壁にはめ込まれた扉が開かれた。

　内部には唐とう突とつに鉄てつ格ごう子しがあり、その奥には管理所と思われる部屋があり、ガラス窓から数人の看守達がこちらの様よう子すを窺うかがっている。

　フィーロを始めとした囚しゆう人じん達は互いに顔を見合わせながら、警官達たちに連れられるままに通路を進んで行ったのだが──

「お前はこっちだ」

　不意に、フィーロだけが列から引き剥はがされ、他の囚人達とは別の通路へと案内される。

　彼かれ以外の囚人達は、不ふ思し議ぎそうにフィーロの顔を見たが、直ぐに警官達に引きずられ、廊下の角へと消えて行った。

「なんで俺だけ……」

「質問を許可した覚えはない」

　淡たん々たんと紡つむぐ警官に連れられながら、フィーロは相手の顔を見た。

　船に乗る前に話しかけてきた、ヒューイ・ラフォレットの手て下したと思おぼしき男かと思ったのだが、まったく見覚えの無い顔であり、ほんの僅わずかに安あん堵どする。

　そのまま廊下の奥にある一室に入れられると、その中では、一人の男が待ち受けていた。

　簡かん素そな机と装そう飾しよくが施ほどこされた部屋で、何かの事務室のように見受けられた。

　中にいた男はフィーロの方を見ると、連れん行こうしていた警官に視線だけで合図を送る。

　警官は即そく座ざに頷うなずくと、『失礼します』という言葉と共に、即座に室内から姿を消した。

　一いつ対一いちとなった状況で、フィーロは改めて眼前の男に目を向ける。

　刑けい務む官かん達の制服とは違い、ピシリとまとまった背広に身を纏まとっている。頭部の薄くなった初しよ老ろうの男は、厳いかめしい顔つきに対し、穏おだやかな表情を浮かべてこちらに歩み寄ってきた。

　もしかして、この刑務所の所長だろうか？

　フィーロはそう勘かんぐったが、それが間違いだという事を男自じ身しんの口から聞かされる。

「ようこそ、フィーロ・プロシェンツォ君。私は特とく別べつ管理官のミズリーだ」

「特別管理官？」

「書類上では副ふく所長輔ほ佐さ、という事になっているがね。少々特殊な位置づけにいる。ジョンストン所長ではなく、君という特殊な存在の管理は私と一部の看かん守しゆが行うのでそのつもりでいてほしい」

「ヴィクターのお仲間、ってわけですか？」

　ここは相手のフィールドだと、フィーロはとりあえずの敬けい意いを払いながら尋たずねかける。

　対するミズリーは、話が早いとばかりに頷うなずき、淡たん々たんとフィーロの置かれている状況を語り始めた。

「ふむ。君の事はヴィクターから聞いている。私個こ人じんとしては、君のような部外者の……しかも『奴やつ』と同じ不ふ死し者である君を利用するのは反対したんだが」

「殴なぐってでも止めてくれたら嬉うれしかったですがね」

「うむ、殴って刺して蹴けりもくれてやったのだが、存ぞん外がいに頑がん固こでね。あとは彼の家族でも人ひと質じちにとるしかないと思ったが、あいにく奴は独り者だった」

　──なるほど、冗じよう談だんは通じるようだ。

　少しだけ緊きん張ちようを和らげながら、フィーロは敵意を緩め、ミズリーの話を聞くことにした。

「さて……ヒューイ・ラフォレット。彼についてはヴィクターから聞いているね？」

「はい。一通りは」

「うむ……奴はいくつかの子こ飼がいの組織を持っているのだが……ヴィクターの情報網もうでは、そのいくつかが動きを見せていてね。近いうちに、ＮＹで何か大だい規模な活動を行うらしい」

「ＮＹで？」

「ああ……だから、同じ不ふ死し者であり──まだ、向こうが存在を知らない『不死者』である君を差し向ける。それがヴィクターの言い分だったよ」

　ぞっとしない話だった。

　そもそも今回フィーロが連れん行こうされるきっかけとなった『ミストウォール事件』も、ヒューイの手下である男達によって巻き込まれた事件だ。

　ミストウォールという場所の特とく異い性せいを考えると、いつまた動き出してもおかしくはない。

　──それに……エニスがどうこう言ってやがったしな……あいつら。

　ヒューイの部下の一人である鋸のこぎり歯ばの怪かい人じんを思い出しながら、フィーロはギリ、と奥おく歯ばを嚼かみ鳴らす。今その話を聞いても、すぐにＮＹにとって返す事は不可能だ。ヴィクターはその話を敢あえてしなかったのだろうと思うと、苛いら立だたしさが湧わき上がってきて仕方ない。

　しかし、いくら怒りの拳こぶしを振り上げても、ここではもはやどうしようもないのだ。ならば、自分にできる事は──内部からヒューイを止める事だけだ。

「……物もの凄すごく単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞きますが」

「うむ」

「それはつまり、ＮＹの俺の仲間を助けたければ──場合によってはヒューイを『喰う』事もやむなし……俺にそう考えて欲しいって事ですか？　ヴィクター本人じゃ警けい戒かいされるから、不死者だってばれてない俺なら簡単にヒューイを『喰える』だろうと」

　一瞬の沈ちん黙もく。

　だが、ミズリーはしばし考え、フィーロの言葉を否定する為ために首を振った。

「……いや、そこまでヴィクターも鬼おにじゃあるまい」

「どうですかね」

「うむ……、まあ、そうならんようにして欲しいがね。具体的な指し示じは、部下の看かん守しゆを通して君に連絡する形となるが──基本的には指示があるまで、他の受刑者と同じように行動してもらうからそのつもりでいてくれたまえ。くれぐれも、君が不死者だとバレるような行動はさけるように」

　念ねんを押す形となるミズリーの言葉に、フィーロは苦にが笑わらいを浮かべながら言葉を返す。

「ま、どちらにしろ……俺のこと、もうバレてるみたいですけどね」

「……なに？」

「もう、バレてましたよ。俺が来る事も、俺が不死者だという事もね」

　そしてフィーロは、淡たん々たんと自分の身に起きた事を報告する。

　諦あきらめ混じりに、自分の運命を強く強く呪のろいながら。




「そうか……」

　フィーロの話を聞き終えたミズリーは、表情にあからさまな疲れの色を浮かべて首を振る。

「やっぱり、って感じの顔ですね」

「ああ……それが、奴やつの一番の謎なぞだ」

　ミズリーの話によると、ヒューイは、なんらかの方法で外部の情報を手に入れ、また、自分から外部に情報を発信する事ができるらしい。

「君の言うように、看かん守しゆにも奴の息が掛かった奴は存在する。ごく一部だがね。とはいえ、証しよう拠こもないし問いつめても何も出てこず、経けい歴れきにもなんら問題はない。所長と相談して転てん属ぞくさせたりするのだが……いつのまにか、別の看守に奴の息が掛かっている」

「素晴らしい職しよく務む精神ですね」

「皮ひ肉にくはよしたまえ。ともあれ、奴がなんらかの手だてを使って看守を手なずけていたとしても……奴の情報収しゆう集しゆう能力は、それだけではとても説明ができない」

「確かに」

　自分が不ふ死し者である事などは、本当に限られた人間にしか知られていない筈はずだ。情報屋であるＤＤ新聞社は別だが、この刑けい務む所しよからＮＹにある社屋と連絡が取れるとは思わない。

　目の前のミズリーという男こそが、実はヒューイの手下である。

　そんな事態も考えたが、あくまで推測の範はん囲いを出ないし、もしもそうならば、この場で堂どう々どうと明かしているような気がしてきた。

　──とにもかくにも、なるようにしかならないらしいな。

　自分に与えられたとりあえずの使命は、そのヒューイの情報網もうを突き止めるという事らしい。

　有利どころか完全にアドバンテージを取られている状況を再さい確認し、フィーロはこれでもかという程ほどに大きな溜ため息いきをついた。

　そんなフィーロの様よう子すを同情するように眺ながめながらも、ミズリーは不意に、奇き妙みような問いを口にする。

「最後に、一つ聞きたいのだが……」

「なんです？」

「君と一緒に来た三人の囚しゆう人じんなんだがね……どう思う？」

「……？」

　東とう洋よう人じんと黒人と白人の事だろうか。どう思うも何も、会話もしていないので見た目の印いん象しよう以外に語る事は何もない。

　フィーロはそう判断して、敢あえて質問に質問で返す事にした。

「なんで、そんなことを？」

「いや……今日、本当は入所するのは君だけの筈はずだったんだ」

「？」

「ところが、ここ数日で急に連絡系けい統とうが慌あわただしくなってね……。来週収しゆう監かんされる筈の囚人達が、ドタバタと君と一緒に島に来ることになったらしい」

　確かにそれは奇き妙みような話だ、フィーロは特に不ぶ気き味みには思わなかったが、確かに話の中に妙みような空気が感じられる。

　てっきり、自分が入所する為ためのカモフラージュとして別の囚しゆう人じんと日にちを合わせたとばかり思っていた。それが、実際は逆だったとは。

「三人の中で誰か一人……普通とは様よう子すが違う、そんな印いん象しようを受ける男はいなかったかね？」

「いや……しいていうなら、白人の奴やつがずっとブツブツなんか呟つぶやいてたのが気になったぐらいです」

「そうか……いや、忘れてくれ。彼らは君と並んだ房ぼうに入る予定だから、せいぜい仲良くやってくれたまえ。おっと、私し語ごは禁止だがね」




　──手話で仲良くしろってのかい。

　そんな皮ひ肉にくを呑み込みながら、フィーロは別室の中で健康診しん断だんを受けていた。

　服を脱がされ、生まれたままの姿にされる若いギャング。医者はともかく、看かん守しゆ達に見られるのは正直屈くつ辱じよくだ。医者は物もの凄すごく手慣れた動きで鼻や口、耳の奥を確認し、頭とう髪はつが本物であるかなどの基本的な身しん体たい検査から、直ちよく腸ちよう検査に至るまで徹てつ底てい的に、なおかつスピーディーにこなしていく。

　普通に人前で直腸検査などを受けたら顔を真まっ赤かにして復ふく讐しゆうを誓うところだが、そんな感情が募つのるよりも先に終了してしまった。

　──やれやれ。

　疲れたような表情で脱いだ服を掴つかもうとするフィーロに、刑けい務む官かんが咎とがめるような声を出す。

「おい、服を着るな」

「？」

「流行の最さい先せん端たんをお前の房においてある。そこまでは裸はだかだ」
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　キッチリとした制服姿に挟まれ、一いつ糸し纏まとわぬ姿のフィーロが連れん行こうされる。

　苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で、青年はやり場のない怒りの矛ほこ先さきを自分自身にむけていた。

　角を曲がると、そこは長い通路だった。

　喧けん噪そうこそ聞こえないが、生活の音らしきものがあちらこちらに響ひびいており、フィーロは即そく座ざに確信する。

　──ここが、俺らの巣か。

　壁に見えたものは──全て鉄格子だった。

　長い通路の両側には、隙すき間ま無く独房が敷き詰められ、狭い個室の中から、人の蠢うごめく気配がいやという程ほど伝わってくる。

　──二階……いや、三階？

　横だけではなく、縦たてにも並んだ独房のマンションを見て、フィーロは平面な蜂はちの巣すを思い浮かべた。もっとも、蜂のように自由に出入りはできないのだが。

　──この島にいる時点で充じゆう分ぶん不自由だってのに、その上でこんな狭い牢ろう屋やにねえ。

　だが、今はそれ以上の事は考えられなかった。

　裸はだかで通路を歩く「新入り」の顔を確認しようと、何人かの囚しゆう人じん達が鉄てつ格ごう子しの奥からフィーロの全身に視線を這はわす。

　殆ほとんどの者は顔をちらりと見て終わりだったが、中にはフィーロの全身をくまなく睨ねめ付ける者もいた。

「ブロードウェイにようこそ、お嬢さん」

　小声で呟つぶやかれたその言葉に、フィーロは声のした方向に視線を向ける。

　そこでは弛ゆるんだ肉の小男が、虫むし歯ばだらけの歯を剥むきだしにして下げ卑びた笑みを浮かべていた。

　──面つらは、覚えた。

　後でどうしてくれようと思いながら次の一歩を踏み出そうとすると──

　それよりも先に、看かん守しゆの一人が小こ男おとこを睨にらみ付け、抑よく揚ようの無い声で言い放つ。

「黙れ」

　と、ただ一言。

　看守は決して大声を張り上げたわけではなかったが、それは廊下の中に反はん響きようし、絶対的な圧あつ迫ぱく感となって周囲の牢ろう内ないを押しつける。

「次に何か揉もめ事の種たねになるような言葉を放った者は──『地下牢ダンジヨン』行きだ」

　刹せつ那な──長い廊下が、凍り付くような沈ちん黙もくに包まれた。

　あまりに劇的な『看守の声』というマジックに驚きながら歩を進めていると──フィーロは一階の中なか程ほどまで進んだところで足を止められ、左側にあった独房の前に押し出される。

　すると、廊下の奥で看守の一人が牢屋の基き盤ばんの操作を行い──重々しい鉄格子の扉を開く。

「忠ちゆう告こくしておくが」

　看守は牢屋の中にフィーロを押し込むと、淡たん々たんと合図をして鉄格子を閉めさせた。

　そして、念を押す意味も込めて──優しい忠告を口にする。

「さっきの男に言われたのが侮ぶ辱じよくであることは理解している。だが、あの男をリンチにかけようものなら、我々は同情することなく地下牢ろう……懲ちよう罰ばつ室しつへと叩たたき込む」




「復ふく讐しゆうなんて立派なものは、この島に来る犯罪者には似に合あわんからな」
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「流行の最さい先せん端たん、ね」

　荒すさんだ独り言を呟つぶやきながら、フィーロは目の前のベッドに置かれた服を手に取った。

　くすみがかった青色の作業着。たしかに、この島の中では一番多くの人数が着ている服ではあるだろう。

　全ぜん裸らという屈くつ辱じよく的な格かつ好こうから解放されると同時に、フィーロはベッドの上に置かれている物を一通り物ぶつ色しよくし、意い外がいと多くの服ふく飾しよく品が支給されている事に気が付いた。

　シャツや下着は二着ずつ。

　靴下に至っては六足も用意されていた。

　帽ぼう子しやハンカチ、ベルトも一つずつ置かれており、驚いた事に、靴まで作業用と休息日用ようの二種類が用意されている。

　更に嬉うれしかったのは、羊毛のコートがハンガーに掛けられていたことだ。

　──まあ、これなら凍とう死しすることもなさそうだな。

　自分が不ふ死し者であることをすっかり忘れた感想を思い浮かべ、フィーロは続いて部屋の中にある物を確認することにした。

　ベッドは鎖くさりによって部屋の側そく壁へきに繋つながれた折りたたみ式で、その奥には便べん座ざの無い便器が据すえ置かれている。便器の隣となりには洗面台が置かれており、軽く捻ひねってみると想そう像ぞう以上の勢いで透明な水が溢あふれ出す。

　ベッドの反対側には、やはり折り畳たたみ式の棚が二段構えで壁に設置されている。

　更に驚く事に、開かれた棚や洗面台の上には、様々な支給品が置かれていた。

　剃刀かみそり。

　金属製のコップ。

　アイマスク。

　櫛くし。

　石せつ鹸けん。

　歯ブラシに歯は磨みがき粉。

　爪つめ切きり。

　トイレットペーパー。

　靴くつ磨みがき。

　部屋の隅すみには、室内掃そう除じの為ための箒ほうきが立てかけられている。

　棚の上にはこれみよがしに『刑けい務む所しよの規則』と書かれた分ぶ厚あつい書類の束が置かれており、フィーロは適当に読み流しながら尚なおも部屋を見回し続ける。

　狭い部屋の中でそれだけの物が納められていた事から、フィーロは一瞬、

　──なんだよ、結けつ構こう待たい遇ぐういいんじゃないのか？

　と思ったが、天てん井じようを見上げた瞬間、その気分は消しよう沈ちんした。

　異常に低い天井は、フィーロを今にも押しつぶそうという圧あつ迫ぱく感かんを出しており、天井に一つだけ嵌はめ込まれた電球が、フィーロの目と柔やわ肌はだをチリチリと焼き付ける。

　ふと向かいの監かん獄ごくを見ると、その牢ろう屋やの住人はベッドの奥の便器で用を足している所だった。

　舌した打うち混じりで目を反らしたが、こちらから見えるという事は、逆に向こうからもこちらの様よう子すが丸まる見みえだという事に気付き、フィーロは早くもこの監獄から出たくなった。
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　入所後ご初はつの点てん呼こが終わり、自分の両隣どなりの房ぼうにいるのは、来るときに一緒だった黒人と東とう洋よう人じんだと確認することができた。たまたま最近ここから三人の男が出所したか、あるいは別の方法でこの房から『いなくなった』のだろう。白人の男は恐らく離れた場所で、同じような境きよう遇ぐうを味わっている事だろう。

　──さて、何をすりゃいいんだ？

　自分の状況に悲ひ観かんするのも飽きたフィーロは、子供の頃の貧びん乏ぼう暮らしの時よりは壁が頑がん丈じような分マシな部屋だと割り切った。

　問題は、食事だ。

　刑けい務む所しよの飯めしはまずいと聞いている。

　一時期下へ手たを踏んで刑務所に入っていた事のあるペッチョとランディから聞いた話では、工業用アルコールを薄めた酒が恋しくなるほどに素そっ気けない食事で、もう二度とヘマしないようにしようと心に誓ったと言っていた。『二度と悪い事をしない』と誓うのではないところがあの二人らしかったが、かつての笑い話を思い出し、フィーロは逆に陰いん鬱うつな気分になった。

　通常の刑務所ですらその状況なのだ。

　地じ獄ごくと恐れられるこの刑務所では、一体どのような残ざん飯ぱんが待ちかまえているのだろう。

　そんなことばかり考えていた為ために、初めての食事時間、食堂に向かうフィーロの足取りは自然と重くなっていった。







　食堂の中に入ると、そこは独どく房ぼうとは雰ふん囲い気きの異なる空間が広がった。

　閉へい塞そく感かんに満たされた独房通りブロードウエイとは違い、無む機き質しつな壁と天井に囲まれながらも、そこには刑務所の中でも屈くつ指しの『広さ』が存在した。

　刹せつ那なの開放感。

　フィーロはしばし立ち止まって大きく深しん呼吸でもしたかったが、一列に並んで行進のように進んでいる現状では立ち止まるわけにもいかなかった。

　順番通りに食器を受け取り、順番通りに食事をよそわれ、順番通りに列から離れて思い思いの席についていく。

　ぐるりと周りを見渡すと、食堂は既すでに受刑者達たちで溢あふれかえり、先せん刻こく感じたような開放感は既に感じられなくなっていた。

　座る席は、基本的には入ってきた順に奥から詰めていく形だが、それでもいくつかのグループ的な塊かたまりは存在する。

　黒人は黒人、白人は白人でまとまりを作っていた。

　誘われたのか、それとも自発的に行ったのか──フィーロと共に入所した黒人は既にそのまとまりの中に加わっており、東とう洋よう人じんも、数少ない集団の中に所しよ属ぞくして黙もく々もくと食事を口に運んでいる。

　白人は食堂の隅すみでカタカタ震えながら座っていたが、今からあそこまで移動するのも面めん倒どうだと思い、フィーロはそのままの位置で食事をする事にした。

　ミズリーの言葉から考えると──あの三人の中に、何かこの刑けい務む所しよの中に、目的を持って潜せん入にゆうしてきた者がいる可能性がある。

『捜査局ＶＳヒューイ』という単純な図ず式しきかと思っていたが、何か別の思おも惑わくや組織が動いているのだろうか？

　それとも、ヒューイを脱だつ獄ごくさせる為ための手引きとして呼び寄せた人間なのだろうか？

　どちらにせよ、自分と同じ立場の者とは考えづらい。もしもそうならば、ミズリーが知らない筈はずがないし、味み方かたを欺あざむく必要性も思いつかない。

　──まあ、いいさ。どちらにしろ、ここでは全てが敵だ。

　いつ寝ね首くびをかかれるか解わからないこの状況。周りは全て他人。信頼できる者も居ない。

　緊きん張ちようした面おも持もちで覚かく悟ごを決め、フィーロは冷れい酷こくに徹てつする事ができるよう、自分の心のスイッチを切り替えようとした。

　その刹せつ那な──




「あれーっ!?」




　間の抜けた声が食堂内に響ひびき渡り、囚しゆう人じん達の視線が一点に集中する。

　同時に、フィーロの中にあからさまな驚きが駆けめぐり──

「おーい！　フィーロ！　フィーロじゃん！」

　次の瞬間、脱だつ力りよくする。

　──いやいやいやいや、待て待て待て待て。

　聞き覚えのある声。

　今度はセラードの中にあった記き憶おくなどではなく、確実に『フィーロ・プロシェンツォ』の人生の中で聞き及んだ声だった。

　──なんで！　なんであいつがここにいる。

　恐る恐る顔を上げると、そこには──

　見覚えのありすぎる顔の青年が、場ば違ちがいな笑顔を浮かべながら、こちらに向かってブンブンと両手を振っている姿が見えた。

　──アイザック！

　自分よりも１ヶ月も先に逮たい捕ほされた知人の顔を見て、フィーロはそれが幻まぼろしではなさそうだという事を何度も確認し──

　──そういや、警察に捕まったって聞いた後、やけに音おと沙さ汰たがないと思ってたが……まさか、こんなとこに来てるなんてな……。

　──……え？

　手を振るアイザックの方を囚しゆう人じん達が一いつ斉せいに睨にらみ付けるが、アイザックの事を確認すると、「いつものことか」とばかりに自分の食事に目を戻す。

　──ていうか……え？　なんで？

　看かん守しゆ達も一いち様ように顔を見合わせると、疲れたような溜ため息いきをついてアイザックの元へと駆け寄った。靴音のリズムに合わせ、アイザックを四し方ほうから囲みこむ。

　完かん璧ぺきすぎる、その布ふ陣じん。

　惚ほれ惚ぼれするは、その手て際ぎわ。

「またお前か」

「えッ？　また俺？」

　フィーロに向かって振っていた手をガシリと掴つかまれ、ついでに両足もガシリと押さえつけられるアイザック。

「ああ、お前だ」

「またぁ。冗じよう談だんばっかり」

「お前が私し語ご禁止を堂どう々どうと破ったのも冗談なら良かったのにな。……おめでとう。地下牢ダンジヨン行きはこれで十回目だったな。記念品として今日は鎖くさりを二本繋つないでやろう」

　そのまま看守達は彫ちよう像ぞうのようにアイザックを運び出し、まるで胴どう上あげでも始まるかのようなアクティブな動きで食堂の隅すみへと移動させる。

　──……。

　その様よう子すを見ながら、フィーロは言うべき言葉も無く、手にしたスプーンをクルクルと弄いじり続ける事しかできなかった。

　そのまま手て錠じようを嵌はめられて転がされたアイザックは、周囲を取り囲む看守達に手足をばたつかせながら抗議の声を投げかける。

「わッ、なにすんだ。今のは私語じゃなくて再会を喜ぶＮＹスタイルの挨あい拶さつで」

　対する看かん守しゆ達は、慣れているとでも言うかのようにアイザックの身体からだを持ち上げた。

「はいはい、解わかった解った」

「解ったから大人おとなしく地下牢ダンジヨンにいこうな」

「残念だったな。ここはＮＹじゃないから」

「アルカトラズスタイルをいい加か減げん覚えような、馬鹿野や郎ろう」

「はいはい、いい子だからこっちに行こうなー。暗い暗い地下室でゆっくり寝られるぞ、おお羨うらやましい」

　我わが儘ままを言う子供を納な屋やに叩たたき込む時の要よう領りようで、両手足を縛しばられたアイザックが看守達たちの肩に担かつがれて食堂の外へと運ばれていく。

　──……ええと、俺、どうすりゃいいんだこれ。

　フィーロは助け船を出すべきか、そもそも助け船を出したところでどうにかできるのだろうかと迷っていたのだが、看守達に荷物のように運ばれるアイザックの声を聞き、その思し考こうが一いつ旦たん止まる。

「え、羨ましい？　でもあそこ、メシもここより少ないし、鎖くさりに繋つながれて動けないじゃんか！」

「メシが少なくて痩やせられるし、鎖を千ち切ぎろうと引っ張ればもっと痩せられるぞ」

「そ、そっか！　なんだ、じゃあいいや。でも俺、そんなに太ってる？」

「貴き様さまが太いのは神経だ神経。いいから黙れ」

　──……。

　──あー……その……なんだ……。

　──まあ、いいか。

　現状を受け入れる事しかできない自分に、心しん底そこ嫌いや気けがさしたとばかりの溜ため息いきを。

　──とりあえず、あいつは信用はできる……

　そして、知り合いが居たことに、ほんの僅わずかに心が安らいだようにも感じたが──

「貴様、あのバカの知りあ……」

「さあな」

　看守が言い終える前に返事したフィーロは、苦く笑しようしながらもう一度だけ溜息をついた。

　──頼りにはならないけどな。
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　一瞬だけ空気の変わった食堂。

　その中から姿を消していくアイザックを横よこ目めに見ながら、フィーロはあれこれ考えるよりも先に食事を済ませてしまおうと、自分の運んできた料理に目を向けた。

　──ん？

　残ざん飯ぱんのような冷や飯めしを予想していたフィーロにとって、トレイの上には予想外がいの光景が広がっていた。

　運んでくる時は雑ざつ念ねんでろくに見ていなかったが、皿には存ぞん外がい料理らしい料理が載っているではないか。しかも、まだ湯ゆ気げが立つほどの熱気を残しており、ボリュームも刑けい務む所しよの外で食べていた量と全く変わらない。

　赤と緑の野菜で彩いろどられたクリームスープ。焦こげ付かないように丁てい寧ねいに炒いためられたと思おぼしきガーリックライス。そしてその横には水気の残るグリーンサラダと、ボリュームのある肉のパテに、ビーフシチューを思わせる色と香りのソースがまぶされた主菜があった。

　──なんで？

　見た目だけかもしれない。

　だが、見た目だけ豪ごう華かにする理由も見あたらない。

　首を捻ひねりながら、フィーロはとりあえず目の前の肉にフォークの裏側を押しつけた。

　流石さすがにレストランのハンバーグとまではいかないが、細い鉄の間から肉にく汁じるがうっすらと滲にじみ出て、香ばしい匂においがフィーロの腹をくすぐった。

　試しに一ひと口くち食べて見ると、想そう像ぞう以上に丁てい寧ねいな味が舌の上に広がっていく。

　それまで酷ひどい食事を想像していただけに、これはまったくの不ふ意い打うちだった。

　スープも濃のう厚こうな味わいで、普段自じ炊すいしているものとは天と地ほどの開きがある。

　野菜も、歯で噛かんだ瞬間にパリ、という水気の弾はじける音がして、その瞬間だけはここが荒すさんだコンクリートの中だという事を忘れさせた。

　──やばいな、なんだこりゃ。これって普通に……




「うまいだろ？」




　青あお菜なを全て口の中に含んだ所で、隣となりにいた囚しゆう人じんが楽しそうに声をあげる。

「俺も、最初に食った時は驚いたもんさ」

　──あれ？　返事していいのか、これ。

　先せん刻こくのアイザックの件もある。

　フィーロは私し語ご厳げん禁きんというこの刑務所の中で、果たして相手の問いに答えるべきかどうか悩んだが──隣の囚人は、気さくな調子で話し続ける。

「ああ、できたばっかの時は、こんな話しただけで看かん守しゆがすっ飛んできて懲ちよう罰ばつものだったんだけどよ。今は、食堂に限って小声での会話は許されてるのさ」

「へえ、なんでまた」

「ここの所長はよーく解わかってるのさ。あまりキツクしすぎても、ヤケになった囚人どもが暴ぼう動どうを起こして管理がキツくなるだけだ。別に看かん守しゆ連れん中ちゆうは、反乱を起こさせて皆みな殺ごろしにしようなんて思っちゃいない。それじゃ国民様さまから非ひ難なんされちまうからなぁ」

「なるほどな……」

　試しに軽い相あい槌づちを打ってみたが、確かに近ちか場ばにいる看守は何も言ってこない。耳をすませば、周囲にもささめき合うような会話の雑音が飛び交っているのが感じられた。

「ま、それでもここが退たい屈くつな地じ獄ごくだって事は変わらないがね。周りの連中を見ろよ。殆ほとんどが気力の抜けた蝿はえみてえな面つらして、いつ死ぬかいつ死ぬかって顔してやがる」

「そいつは災さい難なんだな」

「あんた、新入りだろ？　ここまではどうやって？」

「？　列車で護ご送そうされて、あとは桟さん橋ばしから船に乗ってきた」

　フィーロのその物言いに、隣となりの囚しゆう人じんはウンウンと頷うなずきながら、朗ほがらかな笑顔で言葉を返す。

「俺は、この刑けい務む所しよができたばっかの頃に、数十人単たん位いで護送されてきたんだよ。足あし枷かせつけられて、三みつ日か三み晩ばん列車に揺られてな。……しかもだ。俺達は列車を降りなかった」

「は？」

　列車を降りずにどうやってこの島に渡ったというのだろうか。フィーロが首を傾かしげていると、囚人はクックッと含み笑いを漏らしながらこう言った。

「列車の車両をよ……そのままフェリーに積み込んだのさ」

「……本当か？」

「ああ、本当さ。この国ってのは、こういう所はスケールがでけえっつうか合理的っつうか……大したもんだと思うぜ、正直よ」

　フィーロは相手の語った内容に素直に感心し、目の前の男が、周囲の囚人達たちと比べて様よう子すが違う事を感じ取る。

「あんたは、他の囚人みたいに『いつ死ぬか』って面はしてねえんだな」

「ん……？　ああ、俺には目的があるからな」

　その答えを、フィーロは刑務所の外に出てやるべき事があるのだと受け取った。相手の刑けい期きがどのぐらいかは解わからないが、こんな絶望的な島で前向きな笑顔を浮かべられるというのは大したものだと感心した。

　男はフィーロの肩をポン、と叩たたきながら、力強い声で言葉を紡つむぐ。

「ま、これから長い付き合いになるかもしれねえんだ。解らない事があったら何でも聞きな」

「ああ、俺はフィーロだ。あんたは？」

　フィーロがそういいながら左手を差し出したが、相手の左腕が先せん刻こくから殆ほとんど動いていない事に気付き、慌あわててその手を引っ込めた。

「あんた、左腕……」

「ああ、これかい？」

　男は右腕うでを使って左腕持もち上げ、そのままテーブルの上に移動させる。

　ゴトリ、という音がして、テーブルの上に硬い振動が響ひびき渡った。

「義ぎ手しゆだよ。……よくできてるだろ？」

「へえ……鉄……？　おい、よくそんなもんつけたままここに入れたな？」

「なあに、特別って奴やつさ。俺のこの義手よぉ……骨に直接ボルトはめ込んでるからな……外したら何が起こるは俺にも解わからんし、下へ手たしたら死ぬかもしれねえ」

　フィーロは最初、男の言葉が冗じよう談だんだと思った。

　だが、それ以外にこの鉄の義手を看かん守しゆ達が放っておく理由があるだろうか？　と考え──結局答こたえは思い浮かばなかったが、フィーロはとりあえず気にしない事にする。

　同時に、義手の男は力強い微笑ほほえみを浮かべ、義手の左手を差し出した。




「ラッド……ラッド・ルッソだ。よろしくな」




　その笑顔はどこか凶きよう暴ぼうであり、おそらく、狼おおかみが笑ったらこんな笑顔になるのではなかろうかと思わせる。

　冷たい義手を握りながら、フィーロは何な故ぜかそんなことを考えていた。

　相手との奇き妙みような縁えんなど、欠片かけらも気付くことはなく──
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ＮＹ　ミリオネア・ロウ




　それは、カーネギーから始まった。

　１９０１年。マンハッタンの片かた田舎いなかに過ぎなかった五番街の一角に、鉄道経けい営えいで大だい成功を収めた『鋼こう鉄てつ王おう』ことアンドリュー・カーネギーが邸てい宅たくを建てた瞬間から、その通りの運命は大きく動き始めた。

　現在では「ミリオネア・ロウ億万長者通り」と呼ばれるその道は、カーネギーに続いて多くの成功者達たちを引き寄せ──魔ま法ほうのように、田舎の風景を豪ごう邸ていひしめく都市へと塗り替える。

　豪邸を構えた人間達の多くは、一代で巨万の富を得た者達だった。

　アメリカンドリームを成功させた者達の手によって、その道自じ体たいがアメリカンドリームのように姿を変え、『具ぐ現げん化かした夢』として、成功を夢見る者達の憧あこがれとなっていく。

　金が全てではないと言う者も、金で成功した者が居る事は否定できない。

　そんな声が聞こえてくるかのようなまばゆい通りの一角で──

　泣いていた。

　成功者という言葉とは果てしなく縁えん遠どおい表情で、一人の青年が泣いていた。

　延々と。エンエンと。




「うう、うああぁぁああぁ……ひぐッ……ひぐッ……」

「もう、泣かないでジャグジー。こっちまで悲しくなってくるじゃない……」

「うッ……ひッ……ごッ……ごめ……ヒグッ……ごめん……よ……ひッ……ニースぅ……」

　立ち並ぶ豪ごう邸ていの中でも、かなり豪ごう華かな部ぶ類るいに入る邸てい宅たくの廊下で──その青年は大だい理り石せきの柱に顔を埋め、赤あか絨じゆう毯たんに涙のシミを造り出す。

　顔面には剣を模もした刺青いれずみが大きく広がっており、一見して涙とは縁遠いようにも思えるが、よくよく顔を見れば、まだ幼さが強く残っており、気の弱そうな目つきは確かに涙がよく似に合あうように感じられる。

　そんな青年を慰なぐさめるのは──やはり、この界かい隈わいに住む者としては珍しいタイプの女性だった。

　年の頃は青年と同じぐらいだろうか。基本的には整った顔立ちなのだが、大きな疵きず痕あとが右目を覆おおうように顔面を走っており、その右目を覆うのは、漆しつ黒こくのアイパッチ。更にその上にはスマートな眼鏡めがねをかけて理り知ち的な印いん象しようを与えるという、色々な意味でアンバランスな娘。

　その廊下に立つのは彼らだけではなく、どうみても町の不良少年と言った面々が、豪華な色調の中を縦じゆう横おう無む尽じんに陣じん取どり、奇き妙みようなカップルを見守るように取り囲んでいた。

「ううッ……ひぐッ……でで、でもさぁ、ニースぅ……グラハムさんが……グラハムさんがぁ」

「悲しんだら駄だ目めだよ、ジャグジー。ジャグジーが泣いてたら、グラハムさんも笑って向こうにいけないよ？　ね？」

　そんな会話を聞いていた不良少年達たちが、ぼそぼそと周囲で声をささめき合わせる。

（おい、なによ）

（あ？）

（いや、なんだ？　誰か死んだのか？）

（知らねえよ。なんか、帰ってきたらジャグジーが泣いててよ）

（つーか、あいつの泣き虫は年を経る度たびに進行してるよなあ）

（そのうち涸かれちゃうんじゃねえの？）

（そういやよ、涙って脳のう味み噌そから出てんの？）

（やっべぇ。脳のう汁じる超ちようこえぇ）

（ムガ……死ぬ、悲しい……ジャグジー、泣く……死ぬ。ムムム……誰が死んだ？）

（ひゃっはぁ）（きひゃー）

（くそ、話にならん。おいヨウン、ジャグジーの馬鹿、今日はなんで泣いてんだ？）

（いや、それがな……ほら、グラハムさんっていたろ。グラハム・スペクターさん）

（誰だっけ？）

（あれ？　お前は知らなかったっけ？　……まあ、この辺のチンピラの元もと締じめみたいな人でな。ＮＹに来た時に、色々揉もめたり、逆に世せ話わになったりしてよ……それから俺達の後ろ盾だてみたいになってくれてな。ジャグジーの事とか色々面めん倒どう見みてくれた恩おん人じんなんだよ）

（へー。そんな奴やついたんだ）

（ああ、ほら、俺らがたまり場にしてる埠ふ頭とうの倉庫あるだろ？　あれも、グラハムさんが俺らに使わせてくれてんだよ。……まあ、どっちにしろ、土地の所有者には無む断だん使用だけどな）

（ほー……。で、なに、そのグラハムさんてのが死んだの？）

（ヒャッハァ）

（いや……それならニースも暫しばらくそっとしとくさ）

（え？　生きてんの？　だって今、ニースが『向こうにいけないよ』だのなんだの……）

（ああ、向こうっつっても天国じゃねえぞ。シカゴだ、シカゴ）

（シカゴ？）

　ヨウンがその町の名前を出した途と端たん、周囲の不良達たちは途端に目を輝かせて会話の中に加わりだした。彼らは元々シカゴの出身であり、地元のマフィアと揉もめ事を起こして、逃げるようにこのＮＹにやってきたのだ。

（なに、シカゴ？）（花のシカゴか？）（つーか、俺らの故こ郷きようだろうがよ）（懐なつかしいなあ）（まだほとぼりって冷めてないんすかあ？）（ルッソ・ファミリーの連れん中ちゆう、まだ生きてんの？）（いつになったら帰れるのでありましょうなあ）（もうここでいいじゃん。折せつ角かくでかい家に住めてるんだし）（げへぇ）（ひゃっはぁ）

　そんなとりとめもない会話をしている周囲をよそに──

「うう……でもさ、ニースぅ……グラハムさん達、僕達がこの町に来たから縄なわ張ばりが狭くなって……それで、大きなギャングの縄張りに手をつけたんだよ？　だからッ……あんな、追われるような事になって……僕、どうしたらいいか……」

「だから、シカゴに逃げたんだからもう安心だよ？」

「だけど……だけどさ、グラハムさん、知り合いのマフィアの助すけっ人とに行くとかなんとか……ひぐッ……死ぬかも知れないから、達たつ者しやでなって……ひぐッ……ぼ、ぼ、僕じゃグラハムさんを止められないし、でも、助けにシカゴに戻るわけにもいかないし……ああ、あああ、でも、どうしよう……」

　ジャグジーは一いつ向こうに悲しげな表情を崩さずに、ネガティブな事ばかりを口にして自分自身を追いつめる。

　ニースはそんなジャグジーを根気よく慰なぐさめ続けており、これは長期戦せんになるなと誰もが思っていたのだが──




　ポコム




　ジャグジーは頭に軽い衝しよう撃げきを感じ、涙の溜たまった目を丸くして振り返る。

　するとそこには、金髪の娘が頬ほおを膨ふくらませながら厚い本を握りしめていた。

「もう、駄だ目めだよジャグジー！　そんなに泣いてたら、綺き麗れいな顔の模も様ようが流れ落ちちゃうよ？」

「み、ミリアさん」

　唐とう突とつなミリアの言葉に、ジャグジーは思わず息を止め、自分の顔面に手をやった。

　そして、拭ぬぐった涙に色がついてないかを確認しつつ、横にいるニースに不安げに尋たずねかける。

「き、消えてない？」

「大丈夫よ、ジャグジー。涙で落ちる刺青いれずみなんて聞いたこと無いから」

「よ、良かったぁ……」

　特別な思い入れがあるらしい刺青の無事を知り、ジャグジーはホっと胸をなで下ろす。その僅わずかな安あん堵どを表情に浮かべると、ミリアがニッコリと笑いながら口を開いた。

「ほら、泣かない方がその模様、綺麗に見えるよ？」

　屈くつ託たくのないミリアの笑顔を見て、ジャグジーはつられるように涙を止める。
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　ミリアはジャグジーより僅かに年長らしいが、彼女の無む邪じや気きな笑みを見ていると、周囲の不良達たちはどちらが年上なのか判断がつかない。

　そんなあどけない表情のミリアを見て、ジャグジーは改めて自分の涙を拭ぬぐい、ミリアに対して微笑ほほえみ返す。

「そ、そうですよね！　ミリアさんだって辛つらいのに、僕だけ泣いてるわけには……」

　刹せつ那な──ジャグジーの顔面に、周囲の不良達から一いつ斉せいに鋭い視線が浴びせかけられた。

　何かを咎とがめる意図に満ちたその視線は、もしも音に直すならば、単純に『バカッ！』という怒ど声せいが籠こめられていることだろう。

　ジャグジーは一瞬だけ呆ほうけた顔をしていたが──やがてその視線の意味に気付き、慌あわてた様よう子すでミリアの顔に目を向ける。

「あ、あのッ、ミリアさん……？」

　ミリアは完全に顔を俯うつむかせており、表情は窺うかがいしれない。

　しかし、先せん刻こくの陽気なムードは一瞬にして消え失せ、ただ、消え入りそうな声で一人の名前を呟つぶやいた。

「アイザック……」

　独り言に過ぎないその言葉に、当然ながら返事はない。

　そのどうしようもない事実が悲しくなったのか、ミリアは思わず喉のどの奥から空気を漏らす。

「ふぇ……」

　──あ、泣く。

　その声にどうしようもないやるせなさを感じつつも、不良達たちは息を呑み込んで事の成り行きを見守っていた。

　顔をクシャクシャにして、目に涙を溜ため始めている事は想そう像ぞうに難かたく無い。

　だが──肺から漏れだしかけていた嗚咽おえつをすんでのところで押し戻し、ミリアは唇くちびるをキュウ、と噛かみながら、手近にあった扉に手をかける。

「……泣かないもん」

「ミリアさん……」

「ううん、大丈夫だよ？　心配かけてごめんね。私が泣いたらしょうがないもんね！」

　振り返った時には、既すでにいつものミリアの笑顔に戻っていた。

　だが、普段よりも多くなっている口数が、彼女が動どう揺ようしている事を如によ実じつに感じさせる。

「アイザック、笑ってる私が好きだっていってくれたもん。私も笑ってるアイザックが好きだったから……！　だから、絶対に泣かないもん！」

　パタン、とドアを閉めて姿を消したミリアを見送り、残されたジャグジー達は気まずい表情で互いの顔を見合わせる。

「泣かないもん……って、先月うちに来た時から三日間ぐらいはずっと泣いてなかったか？」

「ああ、あの時はジャグジーももらい泣きして大変だったからな……」

「くだらない事を言わないでください！」

　ヘラヘラと笑いながら語る何人かの不良達たちに、ニースが厳きびしい表情で一いつ括かつする。

「お、怒るなよニース。冗じよう談だんだって……」

　慌あわてて顔を引っ込める不良達を余よ所そに、ジャグジーは再び表情を暗くする。

「あああ、僕が思い出させるような事を言ったから……」

「ジャグジーも泣かないの！　同じ事の繰り返しでしょう！」

「ひッ、ご、ごめん……ひぐッ……」




　そんな堂どう々どう巡めぐりの面めん々めんを見ながら、不良グループの一員であるヨウンが、傍かたわらにいる東とう洋よう人じんに声を掛けた。

「そういやよ、ファン。最初にミリアを泣きやませたのって、確かシャーネだったよな？」

「ああ、正直驚おどろいたネ。つーか、それまで会った事も殆ほとんどなかったよナ？」

「まあな。……ところで、そのシャーネは？　さっきから姿が見えねえけど」

「ああ、シャーネなら……今日は出かけてるヨ」

　どこに？　と尋たずねようとするヨウンだが、直ぐに思い当たって聞くのを止やめた。

　だが、ファンはそんなヨウンの思いを裏付けるように、軽く笑いながら口を開く。




「デートだヨ。フェリックスの旦だん那なト」




　　　　⇔




ＮＹ　マジソンスクエア公園ガーデン




　五番街に隣りん接せつする公園のベンチに座り、物もの思おもいにふける娘が一人。

　都会の中にぽっかりと浮かび上がる緑の空間。

　葉の枯かれ落ちた冬の木々の間からは、エンパイア・ステート・ビルをはじめとした高層ビル群が顔を出し、その光景は奇き妙みような違い和わ感かんとなって、中にいる者を幻げん想そう的な空気に包み込む。

　セントラルパークと比べれば遙かに小さい公園だが、砂漠のオアシスのような特とく異い点が人々の目を引き、ひとたび中に入れば、そこはたちまち安あん息そくの地となった。

　先日降った雪が幾いくばくか残る中、子供達が野球などに興きようじている風景を遠くに望み、その女性──シャーネ・ラフォレットは、静かに自分の世界に浸ひたり続ける。




　思い出されるのは、１ヶ月前の事。

　ジャグジー達の友人の女性がやってきて、ずっと泣き続けていた時のことだ。

　そのミリアという女性の事を、シャーネはそれほど詳しく知っているわけではなかった。ただ、時とき折おりジャグジー達の元を訪れては、様々なトラブルを起こしたり、あるいはこちらが起こしたトラブルの解決に協力してもらったりと、持ちつ持たれつのような関係を続けていたと記き憶おくしている。なんでもジャグジーの命の恩おん人じんだそうで、シャーネも屈くつ託たくの無い彼女に特に嫌けん悪お感かんは抱いていなかった。

　いつもは妙みように軽い男と一緒にいる彼女が、一人だけで自分達たちの住む家にやって来た時、シャーネは強い違い和わ感かんを感じ取った。

　いつも一緒にいる男がいなかった。長く接していた事は無いが、知らず知らずのうちに彼らの事を『二人揃そろって一つの存在』と認にん識しきしてしまっていたのだろう。

　喧けん嘩かでもしたのだろうか？

　ならば、自分が関わる事でもないだろう。

　そう考えて、シャーネはそっとしておく事にしたのだが──

　数日後。誰かから事情を聞いたニースが、それをジャグジーに話しているのを耳にする。

「アイザックさん……警察に捕まって、それから音おと沙さ汰たがないらしいの……」

　その事実にジャグジーが驚いていた横で、シャーネもその話題に少なからず耳を傾けた。

　暫しばらく考えた後、彼女はミリアの休んでいる寝室に向かう。

「あ、シャーネ……」

　こちらに気付いて振り返ったミリアの目は、真まっ赤かに充血して瞼まぶたがはれぼったくなっていた。恐らく、直前まで泣いていたのだろう。

『大丈夫ですか』

　シャーネは言葉を持たないので、基本的には筆ひつ談だんで会話をする。

　彼女が差し出した紙に、ミリアは弱々しい笑顔を浮かべて言葉を返した。

「うん……ごめんね。急に押しかけちゃって……。私達の住んでたアパートは危ないから、どこか余よ所そに行けって言われて……迷めい惑わくだったよね」

　ミリアの素直な謝しや罪ざいに、シャーネはゆっくりと首を振る。

　シャーネ自身も彼女の事を疎うとましくは思っていなかったし、ジャグジー達も特に邪じや険けんに思っている様よう子すはないと確信していた。ただ、ジャグジーがミリアの泣き声を聞いてもらい泣きをして、それをニースがなだめるのに苦労していたようだが──それはジャグジーの問題なので、ミリアは関係無いと判断していた。

　シャーネはミリアが比ひ較かく的てき落ち着いている事を確認すると、手にしていたメモ帳にペンを走らせる。

『私の大事な人も、警察に捕まっています』

「えッ……そうなんだ……好きな人？」

『父です』

　筆ひつ談だんで彼女と話すのは初めてだが、ミリアはジャグジー達よりも遙かにあっさりとその会話を受け入れ、自然な調子で言葉を交わす。涙に濡ぬれて気力の無い表情だが、通常とは異なる自分をあっさりと受け入れる彼女に、シャーネは少なからず好意の念を抱いていた。

「……じゃあ、もう何年も会ってないの？」

『会えなくなって、４年程ほどになります』

「そうなんだ……シャーネは、悲しくなかった？」

　ミリアの言葉に、シャーネはペンを一いつ旦たん止め、考える。

　悲しみが無かったと言えば嘘うそになる。

　だが、父がいなくなった時に自分の中に湧わき上がったものは、純粋な怒りだけだった。

　父を奪った者に対する、果てしない怒り。

　その怒りと、父を護まもるという使命感に突き動かされて──父の部下だったテロリスト達と共に、列車を占せん拠きよした事もあった。

　本当に悲しみや寂しさを感じたのは──寧むしろ、ジャグジー達と出会ってからかもしれない。

　ジャグジー達によって自分の怒りは薄らぎ、代わりに、それによって隠かくしていた悲しみが湧き出したのだが──同時に、ジャグジー達は自分から孤こ独どくを消してくれた。

　よって、今のミリアのように、涙で枕まくらを濡らした時期は無いが──今だったら、どうなのだろう。もしも今、父が永遠に失われたら、ジャグジーや、自分の思い人である男が自分の前から姿を消してしまったら。

　想そう像ぞうもしたくない事だった。

　シャーネは今のミリアの問いになんと答えるべきか迷い──結局、答えにはならない言葉を書き綴つづる。

『悲しんでも、私の大事な人は戻ってきませんから』

「そっか……シャーネは強いんだね！」

　ミリアの言葉に、シャーネは素直に頷うなずく事ができなかった。

　自分は果たして強いのだろうか。そんなこと考えた事も無いし、寧むしろ、ミリアのように大事な物を失ったときに素直に涙を流せる人間の方が強いのではないだろうか？

　答えにつまっていると、ミリアは涙ぐんだ目で柔らかい微笑ほほえみを浮かべ、問いかける。

「シャーネも待ってるんだね、その人が帰ってくるのを」

　その言葉には、シャーネは素直に頷いた。

「じゃあ、私達友とも達だちだね！」

　無む邪じや気きな声で紡つむがれた言葉に、シャーネは無表情のまま僅わずかに頬ほおを紅こう潮ちようさせる。

　そうした自分の変化に気付き──彼女は、ミリアと少しだけ話がしたいと思った。

　少しだけ話の内容を思し案あんし、丁てい寧ねいな文字でメモ帳に言葉を綴り出す。

『聞かせてくれませんか。貴方あなたの大事な人が、どんな人なのか』

「うん！」

　シャーネはその後、一晩中ミリアと語り明かし──自然と、微笑ほほえんでいる自分に気が付いた。




　翌よく日じつ。

　ミリアは泣くのをやめ、ジャグジー達の前にいつも通りの顔を出した。

　時々アイザックの事を思い出しては目に涙を溜ためる事もあったが、それでも最初に比べればだいぶ落ち着いたと見ていいだろう。

　そんな彼女の変化に安あん堵どしながら──

　シャーネは一人、考え続ける。

　確かに、今のミリアにできる事は限られている。アイザックが警察に捕まった以上は、素直に出所を待ち続けるのがベストな選択だろう。話を聞く限りではそこまで重い罪も犯していないようだし、場合によっては直ぐに出てくる事になるかもしれない。

　だが──父の場合は、事情が違う。

　国家に対するテロを企くわだてていたとして逮捕されたのだが、真実は違うだろう。新聞などで報道されたヒューイの戸こ籍せきや経けい歴れきは、他者によって偽ぎ造ぞうされたものだった。

『不ふ死し者』である父ちち自身の手では偽造は行えないが、他者が父の意志に反して戸籍を偽造する事ならば可能だ。

　父を捕らえた者達の目的は、『不死者』に関する事だろう。

　この先さき何年も出られないかもしれない。

　もしかしたら、他の不死者によって消されてしまうかもしれない。

　ただ──昨年の『ミストウォール事件』の時に現れた、父の部下を名乗る者達たち。

　彼らの言葉を信じるならば、父はまだ生きて、なおかつ外部に指し示じを出せる状況にあるという事だ。その点については安堵したが、これから先もその状況が続くとは限らないし、そもそも父が何を目的とした『研究』を行っているのか。

　シャーネは頭上に広がる木々や枝葉の間に見えるビルと、それらを覆おおい尽くす青空を見て、一人思う。

　ジャグジー達と出会って世界が広がった今、自分は何をするべきなのだろうか。

　──今度は、私がみんなに相談してみるべきだろうか。

　ミリアに、

　ジャグジー達に、

　そして、今から会う予定の待ち人──自分の世界を最初に広げた想い人に──




　待ち合わせの時間までには、まだ30分も残している。

　シャーネは公園の隅すみのベンチに座ったまま、公園の景色をぼんやりと眺ながめていた。

　だが、次の瞬間──

　シャーネの視し界かいの中で、無数の鳥が羽ばたいた。

　公園の入口に溜たまっていた野鳥の群だ。

　もしかして、もう『あの人』が来たのだろうか。

　そんなことはないと思いつつも、シャーネは無表情のまま期待に胸を膨ふくらませ、入口の方に目を向けたのだが──




　そこに立つ人物を見た瞬間、シャーネの全身に緊きん張ちようが走る。




　黒いコートを纏まとったその男は、明らかに異い質しつだった。

　目を全て覆おおう漆しつ黒こくのアイマスクには、照レ準テのイ模ク様ルが白く刺し繍しゆうされており、右手と左手にそれぞれ長い杖つえを持って、こちらに向かってゆっくりとした歩調で近づいてくる。

　恐らくは盲もう目もくなのだろうが、その足取りは思ったよりもしっかりしており、シャーネの座るベンチへと向かって一直線に進んでくる。

　──……？

　アイマスクを付けた男に知り合いなどいない筈はずだったが、その顔にはどこか見覚えがあった。

　右肩に刻まれた古ふる傷きずが痛み、シャーネの脳は警けい報ほうを発しながら必死に過去の記き憶おくをたぐり寄せる。

　相手の正体を完全に思い出せないままでは、こちらから斬きりかかるわけにもいかない。

　だが、シャーネは自分の本能が告げる危険信号に従い、冷静を装いながら慎しん重ちように自らの腰へと手を伸ばす。

　距離はあと５メートル。例え相手が銃を抜き放とうが、この状態からなら対たい処しよできる。

　緊きん張ちようしながら相手の様よう子すを窺うかがっていると──男は不意に立ち止まり、口元をいやらしく歪ゆがめながら嘲ちよう笑しよう混じりの言葉を漏らす。




「今……ナイフを握ったな？」

　──ッ！

「ヒヒ……ヒヒヒヒヒヒャハハハハハ」

　その下げ品ひんな笑い声を聞いて、シャーネは相手の正体を確信する。

　──どうして……死んだ筈じゃ……！

　顎あごに薄く生はえた髭ひげをさすりながら、男はシャーネに向かってカパア、と口を開いて下げ卑びた言葉を投げかけた。

「いやぁ、どうなのよ。あの『狂きよう信しん者』の雌めす犬いぬが、公園で緑に囲まれて物もの思おもいにふけってるなんてよぉ、こいつはなんの冗じよう談だんだぁ？」

　──……スパイク！

　ヒューイ・ラフォレットの作り上げた組織『幽霊レムレース』。

　かつてシャーネ自身も所属していたその組織の中で、狙そ撃げき手しゆとして暗あん躍やくしていた男──それが、スパイクだ。

　それが本名なのかどうかは解わからないし、過去の経けい歴れきなども一切不ふ詳しよう。ただ、狙撃の腕うで前まえだけがスパイクにとって己おのれを証明する確かなものであり、実際に組織に必要とされていたのは、彼の放つ銃じゆう弾だんが生み出す『結果』だけだった。

『フライング・プッシーフット』を占せん拠きよした際にも共に行動していたのだが、最後に『幽霊レムレース』はシャーネを裏切り、スパイクもまた、その凶きよう弾だんをシャーネの肩へと撃うち込んでいる。

「さてさて……ヒューイ・ラフォレットの御お嬢じよう様は一体どんな表情で俺の事を睨にらみ付けてやがるんですかねぇ？　もしかしたら俺に惚ほれてて、頬ほおを真まっ赤かに染めて涙を流しながら俺の事を見つめてるなんてのもありかもなぁ！　ま、俺はお前みたいな不ふ感かん症しようっぽいガキは御ご免めん被こうむるがね。俺は抱いたときに激しく反応する女が好みなんでなぁ」

　シャーネは右肩をぎゅっと押さえながら、目の前に現れた自分の『過去』をどうするべきなのか、迷う。もしかしたら、父の使いで来ているのかもしれない。だとすれば、この腹立たしい男も簡単に切り伏せてしまうわけにはいかなかった。

「おっと、いい加か減げんナイフから手ぇ離してくれねぇか？　お前さんとは色々あったが、今日は別に殺し合いに来たわけじゃあねぇんだからよぉ」

　杖つえを握ったままの両手を左右に広げて無抵抗の意志を示すが、挑ちよう発はつ的な言葉は止まらない。

　シャーネは相手の意図を計りかねた。もしかしたらあの杖が仕込み銃だという可能性もある。

　あくまで警けい戒かいを緩めぬまま、シャーネは静かに相手の出で方かたを待ち続けた。

「ちッ……信用ないねぇ。まあいいさ。今日はよぉ、御ご主人様に言われてお使いに来たのさ。ヒューイの娘であるお前に、ちょいと質問して、答えを聞いてこいってなぁ」

「……」

　スパイクの語った言葉に、シャーネは目を細めて思し考こうを巡らせる。

　──今、この男は……

　──私の事を、ヒューイの娘と呼んだ。

　──そして、『御主人様に言われて』と。

　普通に考えるならば、その御主人様とやらがヒューイであるとは思えない言葉だ。

　そうなると、目の前の男は、現在はヒューイの意志の元に動いているわけではない。そういう事になる。

　──ならば、構わない。

　シャーネは呼吸を整えながら、とりあえず目の前の男の手足の腱けんを斬きる事にした。

　残ざん酷こくな事を一瞬で決意したシャーネは、タイミングを計りながらゆっくりと全身の緊きん張ちようをコントロールする。

　そんなシャーネの様よう子すを知ってか知らずか、スパイクは口元にさがない笑みを溢みたして自分の言葉を吐き出し続けた。

「ま、答えろっつっても、あんたは喋しやべれねえし、俺は見えねえ。こういう時ってどうやって会話すりゃいいんだろうな？」

　もはや、シャーネは相手の話を聞くつもりなどなかった。

　そして、スパイクが息を大きく吸い、次の言葉を吐き出し始めた瞬間──

「まあ、点てん字じとか色いろ々いろ方法はあるだろうけどよぉ。一番楽なのは……」

　シャーネの足は大地を蹴けり、水平射しや出しゆつされた砲ほう弾だんさながらの勢いでスパイクの身体からだへと突進した。最初の一歩で右手に、次の一歩の瞬間には左手もナイフを抜き放ち、ジャグジー達の元に来る以前より全く衰おとろえていない動きでスパイクを切り刻もうと更に一歩を踏み出し──

「通訳を一人呼ぶ事だよなぁ？　ヒャハハハハ！」

　彼女の身体は、宙を舞う。

「──ッ!?」

　突然の事だった。

　衝しよう撃げきなど感じぬまま、シャーネは自分の身体が空中を回転している事に気付き、慌あわてて体勢を建て直しながら地面に両足の裏を叩たたきつける。

　バランスと呼吸は激しく乱れたが、間かん一いつ髪ぱつで地面に落下する事は避けられた。

　慌てて振り返ると、背後にはスパイクが立っていた。最初の位置から一歩も動かぬまま、何事もなかったかのように。

　ただ、先せん刻こくと違っていたのは──その横に、一人の黒い人ひと影かげが立っていた事だった。

　黒いコートに黒い靴、喪も服ふくのような漆しつ黒こくのスーツを上下に纏まとった金髪の男が立っていた。ハンティング帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶって、鼻よりも上の顔は窺うかがい知れない。

　スパイクと違って全く見覚えの無い男だったが、おそらくは、この男が自分になにかをしてこの位置まで投げ飛ばしたのだろう。

　警けい戒かいのランクを数すう段だん強めるシャーネを尻しり目めに、スパイクは口くち笛ぶえ混じりに賞しよう賛さんの言葉を紡つむぎ出した。

「ひょぉ……。今の音、ひょっとして俺の後ろまでジャジャ馬を投げ飛ばしたのか？　流石さすがだねえ、流石だよ。フェリックスの旦那」

　──フェリックス……？

　その名前には聞き覚えがあった。

　ある意味では、毎日のように聞いている名前。

　これから会うシャーネの想い人──クレア・スタンフィールドが、自分以い外がいの者に名乗る名前が、『フェリックス・ウォーケン』だった。

　しかし、目の前にいる男はクレアとは似にても似つかない、全くの別人だ。似ているところがあるとすれば、全身から滲にじみ出る危険な雰ふん囲い気きぐらいだろうか。

　黒服の男はしばし沈ちん黙もくしていたが、疲れたような溜ため息いきをつきながら、スパイクに向かって訂正の言葉を投げかける。

「……何なん度ど言えば解わかる？」

「あぁ？　『フェリックス・ウォーケンの名前は、他人に売った』ってか？　なあに、いいじゃねえか。他に呼び名もねえんだし、あんたはその過去を捨てたくて名前を売ったんだろうけどよぉ。結局こんな仕事してるんじゃ、あんまり意味はねえじゃんよ？　なぁ」

　楽しそうに笑うスパイクを無視して、男は音もなくシャーネの方に向き直る。そして、そのまま淡たん々たんとした口く調ちようで分かり易やすい言葉を言い放った。

「聞きたい事は一つだ、シャーネ・ラフォレット。答えれば直ぐに解放するし──」

「お前の大事なオトモダチどもも見逃してやるってわけさぁ。ヒャハハハハ！」

　──ッ!?

「まったく……聞いたときは信じられなかったぜ？　よりにもよって、俺らの計画を邪じや魔ましやがった刺青いれずみのガキの所に転がり込んでるとはなぁ！　まあ、俺としてはよ、奴やつらにゃ怨うらみはねえんだよ？　おかげでヒューイよりもずっと金払いのいい雇い主に会えたんだからなぁ！」

「喋しやべりすぎだ」

　黒服はスパイクの言葉を制し、動どう揺ようするシャーネに先せん刻こくの続きを問いかける。

「さて、聞きたい事は一つだ。シャーネ・ラフォレット」




「お前の父親は……ヒューイは、このＮＹで一いつ体たい何を企たくらんでいる？」
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アルカトラズ島　地下




　アルカトラズ島には、『地下牢ダンジヨン』と名付けられた、特殊な隔かく離り房ぼうがある。

　全ぜん米べい各地の刑けい務む所しよで手に負えなかった囚しゆう人じん達が、こぞって恐れを抱く暗くら闇やみの独どく房ぼうだ。

　刑務所の奥──後に『ブロードウェイ』と渾名あだなされる事になる長い廊下の監かん房ぼう棟とうの先、独房の地下にある貯ちよ蔵ぞう庫こを改造された隔離房。

　煉れん瓦がに囲まれた要よう塞さい時代の遺い物ぶつであるその場所には、一切の灯りがなく──問題を起こした囚人は、その暗闇の中に放り込まれる事となる。

　煉瓦の壁はコンクリートに比べて脆もろく、トンネルを掘られて脱だつ獄ごくされる可能性があると──暗闇の中で、囚人の足は鎖くさりによって完全に拘こう束そくされる。

　ジョンストン所長はこの『囚人を鎖で繋つなぐ』という習慣に反対だったようで、『Ｄ房』と呼ばれる新たな隔離房が完成してからは、この地下牢ろうが使われる事はなくなるのだが──それはまだ先の話であり、現在はこの地下牢ろうこそが、囚しゆう人じん達が様々な噂うわさと共に恐れる『暗くら闇やみ』の根源だった。




　──その『暗闇』の更に地下。刑けい務む所しよ内の配置図ず面めんにも記載されていない、刑務所のまさに奥の奥──

　その場所に、『彼』は存在した。

　たった一人の男のために造られた特殊独どく房ぼう。元々は要よう塞さいの隠し倉庫か、非ひ戦闘員の要よう人じんを隠す為ためのスペースだったという噂もあるが、詳しい事を知る者は存在しない。

　独房というには余りに広く、ちょっとしたホテルの一室並みの広さがあった。

　代わりに、室内にはベッドや水道といった最低限の設備しか無く、他の独房と同じように、小こ物ものの類たぐいは石せつ鹸けんやアルミカップといった物しか見あたらない。ただし、『地下牢』とは違って電球が煌こう々こうと明かりを放っており、発はつ狂きようする可能性は幾いく分ぶん軽けい減げんされている。

　刑務所の看かん守しゆ達も滅めつ多たに入る事が許されないそのエリアで、男は静かに口を開く。

「それで、彼の様よう子すは？」

　電球の灯りの中に浮かぶのは、二人の男。

「はい、アイザックという『不ふ死し者』に気付かれた後、あの……ラッド・ルッソと会話をしていましたが、他には特に目立った行動はとっておりません」

　一人はドアの内側に。もう一人はドアの外に。

　制服を纏まとった看守が、頑がん丈じような窓ガラスを通して電球の灯りを浴びていた。

　声は窓の下につけられた食事の供給口ぐちで通じており、ドアから幾いく分ぶん離れた場所に座る男──ヒューイ・ラフォレットとの会話も、比較的スムーズに行われている。

「一緒に来たという、三人の囚人については？」

「詳しい事は何も……今のところ、怪あやしい動きは見せていません」

「……あなたの『ネットワーク』にもひっかからないと？」

「いえ、経けい歴れきなどは確認できましたが、特に怪しい点がない、という事です。ただ……ワシントンやシカゴに潜もぐらせていた私が、次々と消されています。事故や、寝ている間の突然死しなどで……その手口から見て、私やヒルトンの存在を理解していると見ていいでしょう」

　暫しばらくの間、怪しげな会話を続けていた『囚人』と『看守』だが、囚人の方が軽く息をつき、ひとたびその会話を終える事にした。

「解わかりました。それじゃあ、引き続きそちらの監かん視しはお願いしますよ、シャム」

「はい、ヒューイ様……」

　恭うやうやしく頭を下げた看守は、わざとらしい程ほどに機械的な動作で踵きびすを返し、上階へと向かう道の奥へと姿を消し──廊下には、足音の残ざん響きようだけが残された。




　足音が徐々に消えていくのを耳にして、ヒューイは静かに部屋の隅すみ──独どく房ぼうと同じ、備え付けのベッドの上に蹲うずくまる影に問いかける。

「リーザ。……リーザ、起きて下さい」

「うー……」

　ベッドの上から響ひびいたのは、まだ幼さの残る少女の声だった。

　まだ眠そうな目を擦こすっていたかと思えば、奇き妙みような事に、次の瞬間には今まで起きていたと言わんばかりにハキハキとした声を口にする。

「あ、お父とうさん。おはよう！」

　瞬しゆん時じに覚かく醒せいした少女は、やはり薄暗い部屋には似に合あわない、朗ほがらかな笑顔でヒューイに対して頭を下げる。

　対するヒューイは、無む機き質しつな微笑ほほえみを浮かべて少女に淡たん々たんと問いかける。

「おはようございます。どうですか、そちらの様よう子すは」

「うん！　結けつ構こう引っかかってるし、シャムも上う手まくやってるみたい！　あ、でも……なんだか変な奴やつらがいるの」

「変な奴ら？」

「他のみんなが調べてるからなんとも言えないけど……。でも、敵だったら、みんなでやれば直ぐに始し末まつできると思うから心配しないで！」

　子供らしい口く調ちようで、子供らしからぬ内容を語る黒くろ髪かみ金きん眼がんの少女。

　ヒューイはしばし考え込んでいたが、薄い笑みは崩さぬまま、近づいてきた少女の頭にポン、と左手を置いて口を開く。

「解わかりました。何か解ったら教えて下さい」

「それじゃ、計画通りにいくね！」

　子供は心しん底そこ嬉うれしそうに頷うなずくと、トテトテと走りながら部屋の隅へと駈けていった。

　その後ろ姿に、ヒューイは僅わずかに表情を引き締め、一人の不ふ死し者の名前を口にする。

「今回、彼の手は届かないとは思いますが……ヴィクターには気を付けてくださいね」

　すると少女は几き帳ちよう面めんに振り返り、表情をクルクルと変えながら自分の感情をさらけ出す。

「うん！　気を付ける！　あのヴィクターって奴！　すっごい嫌な奴だよね！」

「はは……そうですね」

　微笑みと共に相づちを打ち、ヒューイは過去に交わした一つの会話を思い出す。

　この穴あな蔵ぐらに押し込まれる直前、二人きりで交わした最後の会話を。




　　　　⇔




「泣いて喜んで俺の靴を舐なめろヒューイ。お前の為ためにアルカトラズの特別室を用意してやった」

　──おやおや。そこで私の身体からだを切り刻んで研究するというわけですか？　それとも拷ごう問もんですかね。確かに離り島とうならば悲鳴が聞こえる事も情報が漏れる事もないですけれど。

「どっちでもねえよ、バカが。確かに国のお偉がたの一部は、お前の身体を弄いじくり回したがってるし、『ネブラ』の連れん中ちゆうは手前てめえに聞きたい事が山ほどあるらしい。だがな、安心しろ。そして絶望しろ。余よ裕ゆうがあれば俺に感謝しろ。そんな真ま似ねはさせやしねえさ。絶対にな」

　──……『絶望しろ』とは？

「いいかクズ野郎。お前は人の気持ちも痛みも解わからないバカだが、天才で、危険で、狂っていて、オマケに面つらもいいと来て、どうしようもなく人の気を引きつける。なおかつ演技にも長たけ、１年後の研究結果を得る為ためなら残り３６４日は自分自身を殺し続けても屁へとも思わねえし、他人を利用する事もまた然りだ」

　──……。

「そんな野郎を政治家だの研究者だのに引き渡してみろ、お前は口くち八はつ丁ちよう手て八はつ丁ちようでそいつらを３日後には自分の忠ちゆう実じつな下げ僕ぼくに変えちまうだろうよ。最初は甘い言葉で囁ささやいて、耳を傾けた所にゆっくりとじっくりと毒どく薬やくを流し込む。研究者の一人が『彼はいい人だ。直接会話をすれば情報が聞き出せるかもしれない』なんて考える頃には、そいつはもう毒で脳のう味み噌そがとろけて鼻から流れ出してる事だろうよ。そして、拘こう束そく具ぐをちょいと緩めましたー、次の日には研究所の人間は皆みな殺ごろしにされてましたー。お前はどこかに消えてましたー。探せ探せ畜ちく生しようどういうことだタルボット君どうなってるんだね責任を取りたまえ…………って話になって俺が怒られるのは、はっきり言ってお断りなんだよ！　もう一度言うぞ！　お断りだ！　もう一度だけ言うぞ！　お・こ・と・わ・り・だ！」

　──買いかぶりですよ。相変わらず想そう像ぞう力がたくましいですねえ、ヴィクターは。

「はっ！　想像力だと？　貴き様さまの行動を理解するにはまだ全然足たりん！　お前の行動を完かん璧ぺきに読める奴やつがいるなら言ってみろ！　ああん？」

　──……エルマーとか、田でん九く郎ろうさんとか……。

「本当に例をあげるな！　俺がバカみたいだろうが！　お前は本当に俺になんの怨うらみが……」

　──怨みなんかありませんよ。大体、私にはそんな人を誑たぶらかす力などありません。

「そうは思わんな。俺達みたいな『不ふ死し者』って奴ぁ、普通に生きて死んでいく奴にとっちゃぁそれだけで『毒薬』だ。俺は大人おとなしく劇げき薬やくの瓶びんに収まったが、手前は言わば揮き発はつ性で粘ねん菌きんみてえに自分勝かつ手てに動き回る。野放しにできるか」

　──……なら、どうして私を『喰って』しまわないのですか？

「お前のことだ。自分自身の『記き憶おく』にどんな罠わなを仕掛けているのか解わかったもんじゃない。例えば強い催さい眠みん術じゆつを掛けていて、あるきっかけを元に『私はヒューイだ』なんて暗あん示じをかけていたとしてみろ、俺はある日を境に、突然お前に全てを乗っ取られるわけだ。記憶も完かん璧ぺきなんだから、あとは主しゆ観かんを切り替えるだけだもんなあ。こいつは大した乗っ取り劇だ」

　──……。

「どうした？　図ず星ぼしすぎて何も言い返せないか？」

　──いえいえ、その手がありましたか、と素直に感心しているんですよ。ヴィクター、貴方あなたには作さく劇げきの才さいがあるかもしれませんよ。実に興味深ぶかい。

「そうか、なら大人おとなしく閉じこめられとけ」

　──もっと論ろん理り的な会話を要求したいのですが。

「却きやつ下かだ。論理的な物言いじゃ、お前に勝てる気がしないからな。幸いにもこっちはお前を捕らえた側だし、お前に何かを理解させようという気も、お前を何か理解しようという気も無い。つまり、堂どう々どうと──理り不ふ尽じんな行動でお前の事を封じ込める」

　──相変わらず乱暴ですねえ。

「ま、日の光を暫しばらく拝おがめなくなることには、正直同どう情じようはするがね。安心しろ。何年かかるかわからねえが……『ネブラ』の連れん中ちゆうをなんとかしたら、普通に手前てめえも出してやるさ」




　　　　⇔




　ヴィクターの得意げな顔を思い出して、ヒューイは懐なつかしそうに虚こ空くうに視線を向け──

　そのまま、あの時の会話の続きを紡つむぎ出す。

「日の光を浴びられない事は、そんなに苦痛でもありませんが……」

　独り言として、誰にも聞こえる事の無いように。

「ただ……そろそろ、星空が恋しくなってきましてね」

　クス、と小さな微笑ほほえみを浮かべ、男はゆっくりと立ち上がる。

「そろそろ……ここを出る事にしましたよ……ヴィクター」

　そして、ベッドに腰を掛けて足をばたつかせていた少女に向かって凛りんとした声を響ひびかせた。

「リーザ、全ての『双ふた子ご』に通達を」

「なに！　お父とうさん！」

　ベッドから嬉うれしそうに飛び起きる少女に、ヒューイは静かな調子で呟つぶやいた。




「現げん時じ点てんをもって、指定していた区く域いきと人間達を……私の研究対象とします」




　その言葉には、喜びも悲しみも、覚かく悟ごすらも感じられず──

　ただ、淡たん々たんと淡々と。

　日課の作業をこなすような声で、その宣せん告こくはなされた。

　一方的に。あまりにも一方的に────
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アルカトラズ刑けい務む所しよ　独房棟ブロードウエイ　夜




「なぁ、なぁ、お隣となりさんよぅ」

　その囁ささやき声は、薄い壁を隔へだてた隣の房ぼうから聞こえてきた。

　やることもなく、仕方なくベッドに横になったフィーロの元に、初めて聞く声が呼びかける。

「あんた、昼間よう……俺と一緒に島に来たろ？」

　壁かべ越ごしに直接声こえを届かせているのではなく、たまたまフィーロがベッドに横たわった時に、向こうが目め一いつ杯ぱい壁かべ際ぎわに寄り、鉄てつ格ごう子しに顔を近づけて話しかけているようだった。

　こうした状況でも私語は厳げん禁きんだが、看かん守しゆが側そばにいない状態ならば、小声で話す分には問題無ない。こまめにやってくる看守についても、異常に音の響ひびく廊下なのでやってきた事は直ぐに解わかり、その時だけ会話をやめて布ふ団とんの中に潜もぐり込めばある程度は誤ご魔ま化かせそうだった。

　──ベッドの側は、確か刺青いれずみの東とう洋よう人じんだったな。

「ああ……そうだったかもな」

　来た時に副ふく所長輔ほ佐さに言われたこともある。

　相手の正体が解わからない以い上じように必要以上に心を許すわけにもいかない。

　フィーロはそう考え、慎しん重ちように相手の言葉を聞くことにした。

「あんただけ別室に呼ばれてたよなぁ。何があったんだぃ？」

「……いや、外に残してきた奴やつの事で根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれただけさ。どうにもあいつら、俺がマフィアの一員だと勘かん違ちがいしてるらしい。適当に答えてやりすごしたけどな」

「へぇ。……あんたは何をやらかしてここに来たんだ？」

「ん？　ああ……ちょっと人を殴なぐり過ぎちまってな」

　相手の姿が見えないままの会話というのは、思ったよりもプレッシャーがかかる。

　電話なら問題無ないが、なにしろ相手は目の前にいるのだ。

　更に言うなれば、相手と言葉を交わすのはこれが初めてだ。

　壁かべ一枚の向こうで、この刑けい務む所しよに入れられるような凶きよう悪あく犯はんがどんな表情で自分の話を聞いているのか──元来そちら側の人間であるフィーロでも、やや緊きん張ちようせざるを得ない状況だ。

　フィーロの返事に、刺青いれずみ男はヒッヒと笑いながら言葉を返す。

「そうじゃねえ。そうじゃぁねえよぉ」

「？」

「その後だよ。その後なんかしねえとこの刑務所にゃあ移い送そうされないだろうがよ」

　──ああ、そうか。

　この刑務所は、裁判からダイレクトに来るという事はないのだ。フィーロやヒューイのような特殊なケースは特殊すぎる例外だ。

　──ん？　じゃあ、アイザックの奴は何をやらかしたんだろうな……。

　疑問に思いつつも、フィーロはとりあえず壁越しの疑問に答えを返す事にした。

「あぁ……ちょっと看かん守しゆも殴りすぎちまってな……」

「……」

「なんだよ、疑ってるのか？　そんな風ふうにゃ見えないか？」

　適当に誤ご魔ま化かすつもりだったが、ちょっといい加か減げんすぎただろうか？

　──まあ、『そのガキみたいな面つらでか？』とか抜かしたら明日ぶっ飛ばすがな。

　そんなことを考えるフィーロに、東とう洋よう人じんはニヤリと笑って声を出す。

「ほほっ！　そうかよ、いやいや、そうかそっか。なんだい、俺と同じじゃねえかぁ」

「……あんたもか？」

「あぁ……俺の場合は、糞くそ威い張ばり散らしてた看守の喉のど笛ぶえを、ちょいとこうねぇ。ガブっ、とねぇ、やっちまったんだよぉ」

　──『ガブ』っと？

　効果音おんが意味する事を想そう像ぞうし、フィーロは静かに背せ筋すじを震わせた。

「クヒッ！　躍おどり食い、って知ってるか？　生き物をまだ動いてるまま喰っちまうやり方だがよ、噛かみ付いた瞬間に『ビクッ』って動く感覚がさ、俺の舌と歯に伝わってきてよぉ……それがまた、ちらりと感じる塩味と合わさって、俺の口の中に何とも言えない快感を巡らせる！」

「解わかった。もういい、やめろ」

「いやいや……今思い出しても……あの噛みちぎる感覚……！　溢あふれ出す鉄の味……！　看かん守しゆの悲鳴と頭を警けい棒ぼうでぶっ叩たたかれる痛みをスパイスにしたあの味ときたら……。美う味まかった！　俺の脳のう味み噌そがとろける程ほどに美味かったねぇ……！」

　拒絶の言葉を無む視しして心しん底そこ嬉うれしそうに語る男に、フィーロは素直な感想を吐き捨てる。

「イカれてるな」

「そっかぁ？　食欲は人間の本能だろぉよぉ？　俺は自然の意志に従ってるだけさぁ」

　言い終わると同時に、壁の向こうからカチカチという音が聞こえ、不ぶ気き味みな演奏となってフィーロの耳元に鳴り響ひびく。カチカチカチカチ、カチカチと。

　──不気味な奴やつだなあ。全部牙きばなんじゃねえか？　……あ。

　フィーロは男の歯が全て猛もう獣じゆうの牙になっている姿を想像し、全く別の人間を思い出す。

　その男は歯が全てイルカのような八や重え歯ばであり、真まっ赤かに染まった目と合わさって怪かい物ぶつのような外見をフィーロの脳のう髄ずいに刻みつけていた。

　──あいつに比べりゃ、全然ましか……。いや、どうだろうな……。

　とりあえず相手の事を探るにも、ある程度は距離を縮めておいた方がいいだろう。

　フィーロはそう判断し、鉄てつ格ごう子し越ごしにそっと名前を問いかけた。

「あんた、名前は？」

「あぁ？　あぁ……そうだなぁ、ここの看守ども、番号ばっかで俺らの名前なんか呼びゃしねえし……。そうだなぁ……とりあえず俺の腕にちなんで、『ドラゴン』とでも呼んでくれや。本当はリュウジロウってんだけどよぉ。アメリカ人のアンタにゃ呼びにくいだろぉ？」

「わかったよドラゴン。俺の名前は──」

　適当な偽ぎ名めいを名乗るべきだろうか、そう思ったところで、フィーロは自分達たち『不ふ死し者』が『偽名を名乗れない』という体質なのだと思い出し──追い打ちを掛けるように、ドラゴンがフィーロの台詞せりふを遮さえぎった。

「知ってるよ、フィーロだろ？　あのバカそうな奴が大声で叫んでたじゃん」

「……」

「あいつ、結けつ局きよく看守に連れられてどっかいっちまったなぁ。どういう知り合いなんだい？　前のムショで一緒だったとかか？」

「……ああ、まあ、話せば……長くなる」

　なんと説明すべきか悩みあぐねているフィーロだったが──

　ふと、その耳に特とく徴ちよう的な音が響ひびき渡る。

　それは、なるべくなら聞きたくないが──嫌という程ほどに聞き覚えのある音だった。

「銃じゆう声せい……？」

「んぁ？　……そうだな」

　連続して響く乾いた音に、フィーロはえも知れぬ不ぶ気き味みさを感じて眉まゆを顰ひそめたが──

　隣となりの房ぼうからは、粘ねばついた声が変わらぬ調子で響き続けた。




「誰かが脱だつ獄ごくしようとして撃うたれてるのか……もしかしたら、お前のお友達のバカがもっとバカやって撃たれてるのかもなぁ。ヒヒっ」




　　　　⇔




「ああ、あのライフルの音か？　あんなもんは毎晩だ。気にしてたら狂うぞ」

「そうなのか？　なんなんだよ、あれ……」

　翌よく日じつの朝食時間。

　ラッドと向かい合って座ったフィーロは、開かい口こう一番、昨さく晩ばんの銃声について尋たずねてみた。

　だが、ラッドは特に驚いた素そ振ぶりも見せず、右手に握ったスプーンを揺らしながらフィーロの疑問に答えを返す。

「あれは、看かん守しゆどもの訓練さ。闇やみ夜よでも囚しゆう人じんや襲しゆう撃げき者を迷わず撃ち殺せるようにな」

「ああ、なるほどね……。……襲撃者？」

「そりゃそうだろ？　この島にゃあ大物のギャングも大おお勢ぜいいるんだ。奴やつらを奪だつ還かんしに来る為ために、船に乗ったギャングが数十人……って事もなくはないだろ？」

「物ぶつ騒そうな話だ」

　短く答えて話題を終わらせようとしたフィーロだったが、対するラッドは、食事の手を一いつ旦たん止めて話の続きを紡つむぎ出す。

「ああ、この島の看守達たちはいいねぇ、実にいい」

「……？　何がだよ？」

「ここの看守連れん中ちゆうには、覚かく悟ごがある。いつ死ぬかも知れないっていう覚悟がな」

　昨日の夕食時に見せたものと同じ、肉食獣じゆうを思わせる凶きよう暴ぼうな笑み。

　ラッドは攻撃的な吐と息いきを吐き出しながら、言葉では冷静に一つの意見を語り始める。

「それは、逃げ出す囚人共どもを殺す覚悟もあるし、同時に、手前てめえらが殺されるかもしれないって覚悟を決めて仕事をしてるってことさ。俺は、そういう連中には惹ひき付けられるねぇ。友ゆう愛あいの念すら覚える。お前みたいにな」

「俺？」

「ああ、あんたを最初にこの食堂で見かけた時──いつ殺されるかも解わからねえって感じの目えしてギョロギョロしてたじゃねえか。『自分以い外がいはみんな敵だ』みたいな顔でよ」

「そ、そうか？」

　──俺、そんなに顔に出してたかな。

　だとすれば、他の受刑者や──あるいはどこかで見ているかもしれないヒューイにも警けい戒かいされてしまったのではないだろうか。

　そんな不安を募つのらせるフィーロの前で、ラッドは独り言のように呟つぶやき続ける。

「逆に、俺は、温ぬるい連れん中ちゆうが嫌いでよ……『自分は絶対に死なない』なんてぇ暢のん気きな面つら構がまえで生きてる連中が嫌いで嫌いで嫌いで仕方ないわけよ。解るかい？」

「……気持ちは解るな」

「そんな緩みきった連中に教えてやるのさ。自分達がどんなに細い糸の上を綱つな渡わたりしながら生きてるのかって事を、その身体からだに、心に、命に刻み込んでやるのが楽しくてね。その結果として、俺はここにいるわけだけどな」

「あぁ……」

　──なるほどな。こいつは殺し屋かなんかか。クレアの奴やつに雰ふん囲い気きが少し似てるしな。

　ＮＹにいる幼おさな馴な染じみの殺し屋の顔を思い出していた所に──

　横に座っていた男が食事を終え、肉の少ない腹をさすりながら二人の会話に口を出す。

「ぷはぁ！　喰った喰った。ゴチソウサマだな！　そうそうフィーロ、ここってお代わり自由なんだぜ？　すっごいよな。どうりで仕事の給料が安いと思ったけど、その分ぶん食費に回してくれてんだな！」

　刑けい務む所しよの外にいた頃となんら変わりない笑顔で言い切るアイザックに、フィーロは苦く笑しようしながら溜ため息いきをついた。

　──こいつ、昨日独どく房ぼうに入れられたってのに元気だなぁ……。

「お前、夕べ大丈夫だったのか？」

「ん？　ああ、すげえ怒られて、また足に鎖くさりされて閉じこめられたけどよ、もう慣れた！」

「慣れたってお前……」

　眉まゆを顰ひそめるフィーロに、向かいにいたラッドが笑いながら補ほ足そくをする。

「そいつ、昨日みたいに大声で喋しやべったり変なバカやったりするから、直ぐに地下牢ろうに連れてかれんだ。ま、軽い事しかやってねえから、いつも一晩で戻ってくるけどな。……つっても、あの独どく房ぼうは、普通の奴なら一回入ったら大人おとなしくなっちまうんだけどな」

　ラッドの説明に納なつ得とくしながら、フィーロは新たに湧わき上がった疑問を口にした。

「あんたも入ったことが？」

「俺は最大で10日程ほど入れられたがね。酷ひどい所だぞ。電灯もない真まっ暗くら闇やみでな。時間の感覚もへったくれもない。時々メシも抜かれて、出てきて他の奴に聞いて初めて10日だって知ったよ。地下だから、さっき言った銃じゆう声せいも届きやしねえ。……それが逆に辛つらいぜ。足を繋つながれた状態で、暗くら闇やみの中、音も無くだ。想そう像ぞうしてみろ。１分で嫌になる。……後で聞いた話だが、同じ時期に２週間ほど入れられてた奴やつは、発はつ狂きようして島の病院に入れられたまま、まだ戻ってきてないらしい」

　実じつ体験者からの重みのある言葉を聞いて、フィーロはゴクリと唾つばを呑み込み、感心したように隣となりの席へと顔を向ける。

「アイザック……おまえ、一晩とはいえ、そんなのによく耐えられたな……」

「えっ。あー、そっかな？　一晩なら大丈夫だろ？」

「いやあ、大したもんだと思うぜ？」

「そっかな。昨日なんかは妖精さんが来てくれたし、退たい屈くつもしなかったよ」

「……」

　妖よう精せい。

　唐とう突とつな単語の登場に、フィーロは暫しばしの沈ちん黙もくを挟み、疲れ切った表情で首を振る。

「……また馬鹿な事を言い出しやがって」

「いや、本当だって！　女の子の声がして、暫しばらくずっと話してたんだぞ！」

「アイザック……可哀かわい想そうに……お前、ミリアに会えないからってとうとうおかしく……」

「いやいや……ミリアに会えないのは世界一寂さびしいけどさ……声が聞こえたのは本当だって！　真まっ暗くら闇やみの中でさ、お前の事を聞いてた！　あれはきっとティンカーベルだ」

「……おいおい、勘かん弁べんしてくれ」

　アイザックの妄もう想そうに自分も巻き込まれてしまったと、フィーロは困った顔で溜ため息いきをついていたのだが──。

「ええっと……、なんか、あの新入りとはどういう関係だとか、お前も酒を飲んだのかとか、変な事ばっかり聞く妖精さんテインカーベルだったぞ」

「……!?」

　アイザックの言葉を聞いた瞬間、フィーロの全身が凍り付く。

『お前も酒を飲んだのか』。

　何も知らぬ者ならば、アイザックの言うように『変な事』で済まされるだろう。

　だが、フィーロにとって、その問いは重要な意味を持つ言葉であった。

　──不ふ死しの酒の……事か？

　それは同時に、『妖精』とやらが実在するという事を如によ実じつに表しているということだ。アイザックは『不死の酒』の事は知らない筈はずだし、そんな妙みような嘘うそをつく理由が見あたらない。

　──もしかして、ヒューイがらみか……？

　気にはなったが、ラッドという他人もいる手前、ここで食いつくのもおかしな話だろう。

　フィーロは後で隙すきを見て詳しい事を聞き出そうと、その場はいつも通りの対応でアイザックを突き放す事にした。

「はいはい、解わかった解った」

「あっ、信じてないな!?　妖よう精せいを信じない奴やつはどうにかなるんだぞ！」

「どうにかって……なんだよ」

「えっ!?」

　勢いよく声を上げたアイザックは、フィーロに問い返されて、考え込むように天てん井じようを睨にらむ。

「そりゃ、どうにかだよ……どうなるんだろうなあ。なあフィーロ、どう思う？」

「知るか」

　フィーロはそこで斬きって捨てたが、眼前に座るラッドが入れ替わりに会話へと参加した。

「そりゃあ、幸せになるんじゃないか？　なんせ妖精だからな」

「そっか！　そうだな！　なあんだ、じゃあフィーロ、大丈夫じゃん！」

「声がでけえよ！」




「静かに食え」




　看かん守しゆの声が響ひびき渡り、一瞬にして食堂内ないが静まりかえる。

　フィーロは目立たないように空からになったスープをよそうふりをして俯うつむきながら、先せん刻こく以上の小声でラッドに向かって話しかけた。

「さっき言ってた、お前が嫌いなのって……こいつみたいな奴の事か？　自分の危険を微み塵じんも考えてねえっての」

　アイザックの方をチラリと見ながら問うフィーロに、ラッドはニッと笑いながら答えを返す。

「いやあ。何週間か前から見てるけどよ……ぶっちゃけた話、こいつはそういう話以い前ぜんの脳のう味み噌そだろ？　ムカツきもしねえって」

　特にラッドが嫌けん悪お感かんを抱いていないと知り、フィーロはなんとなくホッとして相あい槌づちを打つ。

「……ま、そうだな」

「なんだなんだ？　俺の脳味噌がなんだって？」

　やはりヒソヒソ声になりながら、アイザックが静かに問いかける。

　フィーロは精せい一いつ杯ぱいの苦く笑しようを浮かべながら、アイザックの頭をスプーンで叩たたいた。

「お前の脳味噌は、このラッドって奴に怒られずに済んだって事だよ」

「え？　どういうことだ？　……えーと。そっか！　つまり、あんたは俺を怒らないでくれたんだな！　ありがとよ！　あんた、いい人だな！」

　全く的まと外はずれな事を言うアイザックだったが、納なつ得とくしているのならばそれでいいと、フィーロもラッドも特に否定する事はしなかった。




　食事の時間は決して長くはないが、それでも世せ間けん話をするには充分な余よ裕ゆうがあった。

「ほお……あんたらＮＹに住んでるのかい」

「まあな」

「俺はアメリカ中回ったからな！　ＮＹっていうより、アメリカに住んでるようなもんさ！」

　ＮＹという地名を聞いて、ラッドが何かを懐なつかしむように語り出す。

「へえ、ＮＹか……あそこには俺の弟おとうと分ぶんがいてねえ。いっつも何かを壊してなきゃ気が済まない変な野郎でよ。俺の腕ぐらいあるレンチをいっつも振り回して、話しながらよく車を解体してたねえ。俺が運転手を殴なぐり終えた時にゃ、あいつは車の方を解体し終わってた」

「物ぶつ騒そうな話だな。ん……？」

「どうしたんだよフィーロ。ははーん。エニスは車運うん転てんできるから、この兄にいちゃんにボコボコに殴られないかって思ってるんだな！　大丈夫だって、この兄ちゃんいい人なんだから！」

「思うか！　……いや、ラッド。そいつってよ、もしかして青い作業服着きてる奴やつか？　俺らの着てる作業着よりももっとずっと真まっ青さおな奴」
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　フィーロの話を聞いて姿を想そう像ぞうしたのか、アイザックもポンと手を打って身を乗り出した。

「あッ！　俺、その人ミリアと一緒に見たことあるかも！　たまーにジャグジーとかとも話してた！」

「おいおいおいおい、なによなによなによ。あんたら知ってるのか？　イカれ小こ僧ぞうのグラハムちゃんの事をよぉ」

「ああ……最近、ルノラータファミリーの縄なわ張ばりに手を出して追われてるって話を聞いたがな」

　フィーロの言葉に、ラッドはチラリと虚こ空くうに目を向けて考える。

　そして、やや真剣な顔つきになって今後の事を口にした。

「……そうか……じゃあ、ここを出たらちょいと手伝いに行ってやるか……俺の婚こん約やく者もＮＹで待ってくれてる事だしな……」

　ラッドの口から語られた言葉を聞いて、フィーロは呆あきれた目で眼前の男を批ひ難なんする。

「婚約者って……そんなのがいるのにここに来るような真ま似ねするなんて、何考えてんだ？」

「行ったろ、俺には、目的があるってよ……」

「？　ああ、外に出る目的って……その女と会うって事か。それはいいな」

「俺もミリアに会うのが目的だぜ！」

　ミリアの顔を思い出したのか、全く空気を読まないアイザックの言葉は想そう像ぞう以上に大声となって身近にいた看かん守しゆの耳に止まる。

「貴き様さまら、静かに食えというのが……」

　厳きびしい顔をして近づいてきた看守に、フィーロとアイザックが慌あわてて顔を下げた。




　だが、その次の瞬間──事件は起きた。




　　　　⇔




「舐なめるなよ、このチビ野郎」

　金属製の食器が散さん乱らんする音が鳴り響ひびき、食堂の中がにわかな喧けん噪そうに包まれる。

　食堂内の囚しゆう人じんと看かん守しゆが一いつ斉せいにそちらを振り返ると、そこには宙ちゆう高たかく釣り上げられた、白人の男が藻も掻がいていた。

　２メートルに達しようかという位置で手足をジタバタさせている白人。その喉のど元もとには傷だらけの黒い手が伸びており、その持ち主である巨きよ躯くの黒人が、コートかけのように揺るぎなく白人の身体からだをつるし上げていた。

「ひッ……ひいぃッひッ……」

　小こ柄がらな白人の方は、必死に悲鳴をあげながら、なんとか黒人の手をふりほどこうとしているが、固く喉を掴つかむ腕は叩たたいても爪を立てても一いつ向こうに揺るぐ事は無い。

「あいつら……」

　フィーロはその光景を見て、即そく座ざに二人の顔を思い出した。

　白人も黒人も、『ドラゴン』と同じく、フィーロと共に島に入った囚人だ。

　黒人の大おお男おとこは傷だらけの顔をニヤリと歪ゆがませ、右手に掲かかげた白人を見上げながら暴力的な言葉を紡つむぎ出す。

「手前てめえ、昨日船ふねの中で俺の事をぶつくさ言ってやがったろ、あぁ？　今も俺の事を見て鼻はな息いきを漏らしやがって。俺の傷だらけの面つらがそんなにおかしいか？　おお？」

「お、お、お、俺は何もががががががぁぁッぁッ」

　苦しむ白人の言葉を無視して、黒人の男は襟えり首くびを掴つかむ力をますます強めていく。

「おい、ギグ。やめとけよ」

　周囲に座っていた黒人達たちの中にも、大おお柄がらな男を諫いさめようとする者もいたが──ギグと呼ばれた男はそんな言葉には耳も貸さず、片手でギリギリと白人の気き道どうと頸けい動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくし続けた。

「何をしている！」

「やめんか！」

　すぐにやって来た看かん守しゆ達も、昨日のアイザックを運び出す時とはまるで違う緊きん迫ぱく感かんを携たずさえている。食堂中の注目が集まる中、あの大男の運命がどうなるのか……フィーロ達も、ただ見守るしかできない状況となっている。

　フィーロ自身、そう思っていたのだが──

「ああ……、丁ちよう度どいい。実に丁度いい。そう思わないかい、フィーロ」

「あ？」

　向かいの席からゆっくりと立ち上がる影を見て、フィーロは訝いぶかしげに声をあげる。

「丁度いいってのは、実にファジーな感覚だよねぇ。本人にとってのベストって奴やつは、常に変動してるわけだ。体調、天気、気分、周りにいる大切な仲間達たち、向かい合う憎むべき敵、殺すべき弱者、媚こびるべき強者、最後にはやっぱり殺すがね。そんな周りの状況に左右される中で、ベスト、まさにベストな『丁度いい』ってのは、本当に貴き重ちようだと思うから別に命を賭かけても後こう悔かいはないって奴やつだよねえ」

　突然饒じよう舌ぜつになった男の顔を見て、フィーロは正体のわからない不安に襲おそわれた。

「んじゃ、ちょっと行ってくるわ」

「おい、ラッド……行くって何ど処こに……」

「良いところさ。俺の目の前には、俺の道しか広がってない。その上には、殺すべき赤い化ばけ物ものやヒューイ・ラフォレットが」

「ヒュー……なに!?」

　全く想そう定てい外がいに告げられた『ヒューイ・ラフォレット』の名前に、

　ラッドは例の凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべ、トラブルの中心となっている黒人の方に目を向けている。

　首をコキリと一回鳴らし、楽しそうに楽しそうに、奇き妙みような事を口走る。

「そこのお兄にいさんの言ってた『妖よう精せい』とやらが少し、気になったんでねぇ。テンションを上げるにも地下牢ダンジヨンに入るのも、全てに全てが丁度いい」

　だが、去りゆくラッドの意識はすでにフィーロにもアイザックにも向けられておらず──

「最さいッッッ高こうに……素す敵てきだなぁおい」

　その場には、向けられた者を凍り付かせるような──鋭い殺さつ気きの残ざん滓しだけが残された。




「動くな！」

「大人おとなしくしろ！」

　警けい棒ぼうを持って黒人の大おお男おとこを取り囲む看かん守しゆ達。

　壁に設置された銃じゆう眼がんの裏では、慌あわただしく走る音が聞こえてくる。

　食堂の囚しゆう人じん達は、騒ぎを見守る者もあり、天てん井じように設置された小さな坑あなを見つめる者もいた。

　そこは暴ぼう動どうが起こる時にガスを噴ふん出しゆつさせるためにつけられた坑であり、実際には催さい涙るいガスだが、囚人達の間では致ち死し性のガスが出るという噂うわさが語られている。

「なあに、大人しくしてるだろう？　こいつも、俺も」

　言うが早いか、ギグは藻も掻がき続ける白人の男の首をさらに強く絞しめ上げた。

「おら、大人しくしろってよ」

「……ぁ……くぁ……」

　完全に呼吸が止められた状態になり、白人の顔がみるみる赤あか紫むらさきに染まっていく。

　窒ちつ息そくするか首の骨が折れるのが先かという状況を前に、看守達は一いつ斉せいに飛びかかろうとしたのだが──

　一瞬早く、その隙すき間まを一つの影がすり抜けた。

　横よこ目めにその影を見た看守の目に焼き付いたものは、獲え物ものを見つけた者の笑みだった。

　だが、それは決して狩人かりうどの笑みではない。

　もはや、フィーロが今まで見ていたような肉食獣じゆうの笑みでもない。

　歓かん喜きとも違う。

　本能とも違う。

　自らの意志で歪ゆがみきった──

　残ざん忍にんな、殺人鬼きの笑みだった。




「よぉ」

「あぁ……？」

　突然かけられた陽気な声に、ギグは訝いぶかしげな声を上げて斜め下を見下ろした。

　そこにいた、自分よりも頭一つ分程ほど低い男の顔を確認しようとした刹せつ那な──

　腹に衝しよう撃げきが走り、自分の身体からだの中から何かが軋きしむ音が聞こえて来る。

「────ッ!?　!?　!?」

　看守達の警けい棒ぼうに殴なぐられる程度は覚かく悟ごしていた。

　その程度の痛みなど、今まで自分が味わってきた痛みと比べれば、さして気にする程のものでも無いと。

　だが、その時ギグの脇わき腹ばら、肋ろつ骨こつの一番下あたりを襲おそった衝しよう撃げきは、今までに彼が味わってきた如い何かなる衝撃をも超えていた。

　思わず右手に掴つかんだ白人から手を離し、反射的に身体からだを前に丸め込ませるギグ。

　腹部からは未だに痺しびれが消えず、何か熱いものが胃の側で染み出している事が感じられた。

　看かん守しゆのライフルに撃うたれた。

　一瞬そう錯さつ覚かくしたのだが、周囲にはまだ人の波があり、自分が撃たれる筈はずなど無いと高をくくっていたのに、見事に裏切られた形となる。

　だが、彼を襲おそったのは、決してライフルの弾だん丸がんなどではなかった。

　苦く悶もんの表情を浮かべるギグの眼前から、楽しそうな声がかけられる。

「これで、同じ高さになったな」

　その声は陽気そのもので、長年の友人に再会したかの如ごとき調子で紡つむがれた。

「随ずい分ぶんと、殴なぐりやすくなった」

　ギグが視線を上げていくと、ダラリと垂れ下がった男の左手が目に止まる。それは無ぶ骨こつな鉄で造られた歪いびつな手指で、ピーターパンに出てくるフック船長の義ぎ手しゆを幾いく分ぶんましにしただけのものだった。

　そして、いよいよ謎なぞの男の面つらを拝おがんでやろうと、痛みに耐えながら視線を上げたギグの目に映ったものは──

　大きく上半身を捻ひねりつつある、一人の男の後頭部ぶだった。

「いや、もっと言うならアレだな、大いに、絶大に、本当に、最大限に、まったくもって、これでもかっていう程ほどに……」

「ぁ……────────」

「殴りやすい」

　捻りきられた上半身がバネのように跳ね返り、ギグが相手の顔を見るよりも先に、重い右手がその顔面にめり込んだ。

「────」

　インパクトの瞬間には既に意識を失っており、ギグの必要以い上じように巨大な身体が、半はん回転しながら飛んでいき──看守の一人とテーブルを巻き込み、実に盛せい大だいに地面に叩たたきつけられた。

　鳴り響ひびく轟ごう音おん。

　静まり返る食堂。

　次の瞬間には、銃じゆう眼がんから覗のぞく黒光りした筒つつがラッドへと向けられており、更に数人の看守達が応援に駆けつけ、食堂は完全な厳げん戒かい態勢へと移行した。

「またお前か……」

　厳きびしい面おも持もちで言う看守の一人に、ラッドは肩を竦すくめながら言葉を返す。

「おやおや。何よ何よ何よ、辛しん気きくさい顔しちゃって。俺は今、正当防ぼう衛えいをしただけだぜ？　寧むしろ感謝状を寄よ越こして俺の刑けい期きをあと半年は短くすべきだと思うねえ」

　唐とう突とつにわけの解わからない事を言い出すラッドに、看かん守しゆ達は互いに顔を見合わせながらジリジリとその包ほう囲いを狭めていく。恐らく、過去に何かあったのだろう。簡単に近づいて取り押さえようとする者は見あたらない。相手が銃を所しよ持じしているケースと同じ慎しん重ちようさを持って、ラッドという一人の囚しゆう人じんに相あい対たいする看守達。

　ラッドの前には白人の小こ男おとこが全身をガクガクと振るわせながらへたり込んでいたが──ラッドはそんな小男を指さしながら、淡たん々たんと自分の言い分を語り出した。

「あのデカブツが、この小男を俺にぶん投げて殺そうとするもんだからよぉ。おっかなくなって先に手を出しちまった。いやあ、あと１秒遅ければ俺は殺されてるところだった」

「……そんな言い訳が、通ると思ってるのか？」

「まさか！　こんな言い訳が通る程ほど、この刑けい務む所しよが融ゆう通ずうの利く場所だとは思ってねえし、実際前にこの手を使った時は問もん答どう無用で両手足を鎖くさりで縛しばられて地下牢ろう行きだったしねえ。そう！　だからこそ！　俺はあんたらを信用してる！　あんたらが自分の命をかけて真ま面じ目めに仕事してくれてるからこそ──俺は自分の中に湧わき上がる感情を抑えて抑えて抑えこんで……たった一人の人間に向けられる」

　カラリとした笑みで話すラッドを睨にらみ付ける看守達だが──ラッドはそんな事におかまい無しで、遠とお目めに見守るフィーロとアイザックに目を向けた。

「じゃあな、ニューヨーカー。お互いに生きてたらまた会おうや」







　連れん行こうされていくラッドを見送りながら、アイザックは感心したように声を漏らす。

「そうかー、あのでっかい人、ラッドを殺そうとしてたのか……！　危ないところだったんだなモゴモガ」

「静かにしてろ」

　ラッドの意見に感心しかけたアイザックの口を手で塞ふさぎながら、フィーロは緊きん張ちようした目つきで、先せん刻こくまで談だん笑しようしていた男の顔を見み据すえていた。

　──なんなんだ、あの男は……。

　アイザックの妖よう精せいの話に反応してあの場所に赴おもむいた時点で充分に『イカれている』が、今の動きといい、生なま身みの腕で殴なぐったとは思えない威い力りよくの打撃といい、フィーロは視線の先にいる男がただの囚人ではないと今いま更さらながらに気付き──

　今更ながら、ここがどこかを思い出す。

　──アルカトラズ。

　キレた凶きよう悪あく犯はん達の中でも、『キレた』を通り越して『イカれた』者達が多く集まるのがこの刑けい務む所しよだ。フィーロは自分の置かれた状況を今いま更さらながらに思い出し、今後の事を考えてジワリと冷ひや汗あせを滲にじませた。

「なあ、アイザック……お前ホント、なんでこの島に来たんだ？」

　フィーロは、馬鹿だとは思うがイカれてはいないと判断している泥どろ棒ぼうの顔を見ながら、心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに尋たずねかけた。

　対するアイザックは、何な故ぜそんな事を今聞くのかという顔でこちらを見たが、それ以上は特に疑問に思わず、あっさりと自らの状況を語り出す。

「えッ。俺はただ、『お前は普通の刑務所には入れられないから、刑けい期きを短くする代わりにアルカトラズに行け』って言われただけだぜ？　懲ちよう役えき50日だってよ！」

「なんだその非常識な懲役は……？　誰にそう言われたんだ？」

「ええっと、ヴィクターっていう偉いおっさんが、そういう風ふうにしてくれた」

　半はん分ぶん予測していた答えに、フィーロは忌いま々いましい眼鏡めがねの顔を思い出した。

　──アイザックは、エニスの名前を出しても俺がビビらなかった時の為ための、保険か囮おとりってわけか？

　仮にフィーロが、最初の連行に応じなかった場合や、その他の不ふ確かく定てい要素が絡んできた場合、ヴィクターはアイザックを人ひと質じちにエニスを誘おびき寄せ、そのエニスを人質に自分を操あやつるつもりだったのかもしれない。

　捜査官達の狙いを推理したフィーロは、心底苦にがい表情をしながら、己おのれの拳こぶしを固く固く握り締める。拳の間からは血が滴したたり落ちたが、直ぐにフィーロの足を駆け上り、何事も無かったかのように拳の中へと戻っていった。




　──あの、糞くそ捜査官め……。
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ＮＹ某ぼう所しよ　『捜査局』臨りん時じ事務所




「さて、有能な俺の下で働く部下達たちよ！　解わかっている事を報告して貰もらおうか？」

　捜査局の一部の人間だけが使用する古びた事務所。

　仮か眠みんから目をさましたヴィクターが、両手を打ち鳴らしながら仕事の再開を宣言する。

　だが、返ってきたのは再び眠りに誘うかのような気だるい声のみだった。

「あー……差し出がましいようですが、そこは『有能なる我が部下達よ！』って言うべきではありませんか？」

「自分と部下に嘘うそはつかない……それが有能な者が有能たる所以ゆえんだ。そう信じたい」

「いいから仕事して下さい、副部長。報告なら書類に纏まとめてそこに置いてあるでしょう」

　部下からの批ひ難なんを浴びながら、ヴィクターは狭い事務所の中で黙もく々もくと報告書を読み進めた。

　アルカトラズ島から来た連絡を吟ぎん味みし、ヴィクターは部屋の中で各おの々おのの仕事を続けるビルとエドワードに対して、ヴィクターは真剣な表情を浮かべて意味深しんな言葉を投げかける。

「ま、冗じよう談だんはおいといてだな……。ヒューイの手て駒ごまどもが動くとすればそろそろだ。今日、突然にＮＹの人間が全て消失しても驚くなよ？」

「なにを馬鹿な」

「奴やつを甘く見るんじゃない」

　冗談として受け取ろうとしたエドワードの言葉を切って捨て、ヴィクターは部下達たちに向かってヒューイという人物を語り出す。

「あの実験マニアは、あらゆる不ふ死し者の中でも卓たく越えつした異常者だ。他ひ人との事など欠片かけらも気にしないし、何事にも動じないし、いざとなれば自分自身すらも『実験体』として消費する事すら厭いとわない。奴もマイザーと同じで、鍊れん金きん術じゆつだけでなく魔ま術じゆつと呼ばれる類たぐいにも手を出していたからな……」

「あー……つまり、ヒューイは魔法使つかい、とでも？」

「いいや。そんな浪漫ロマンのあるもんじゃあない。奴は結局の所、どうしようもない程ほどに『研究者』であり『探求者』であり『探究者』……ただそれだけだ！　求めるものを得れば、即そく座ざにそれは通過点に過ぎなくなる！　手段と目的を取り違える事もない、奴にとってはどちらも最初から同じ事なんだからな！　だから、奴が何を考えているのかは読めても、その手段が全く読めん！　先回りしようとも、その『先回りされた』という事実すらも実験に組み込むような奴だ！　くそ……頭が固いのか柔らかいのかもハッキリしない奴め……」

「んー……賞しよう賛さんするのか貶おとすのかハッキリして下さい」

　ビルが気の抜けた突っ込みをする傍かたわらで、エドワードが真剣な表情のままで口を開いた。

「奴の目的自じ体たいもまだ解わからない状況では動きようもありません。アルカトラズからの報告にはなんと？　フィーロの奴は少しは動いているんですか？」

「いや、まだ特には接触はされていないようだが……」

　部下の口から語られた名前に対し、ヴィクターは先せん刻こくの『蜂の巣アルヴエアーレ』での出来事を思い出し、忌いま々いましげな表情を押し隠かくしながら言葉を紡つむぐ。

「まあ、あのフィーロってガキは最初から捨すて駒ごまだ。そこまで期待はしとらん。まあ、ヒューイの奴の外部連れん絡らく手段が解れば御おんの字じだがな……ミズリーからの電話では、別口からも特殊な『囚しゆう人じん』が送られた可能性があるらしい」

「別口……」

「あー……ネブラですか？」

　疲れたような表情のビルに対し、ヴィクターは更に疲れた表情で頷うなずいた。

「恐らくは、ヒューイから何か聞き出すか……あるいは『強ごう奪だつ』を考えているのかもしれん。どちらにせよ、俺達はやれるだけの事をやるまでだが……ん？　どうした、ノア捜査官」

　エドワードが難しい顔をしてこちらを向いているのに気付き、ヴィクターが眼鏡メガネの位置を直しながら尋たずねかける。

「なんだか、言いたい事がありそうだな」

「いえ……先せん刻こく、フィーロには期待をしていない、という話ですが──」

「なんだ？　あいつのことを良く知っているお前からすれば、捨すて駒ごま扱いは複雑な気分か？」

「いえ、そういうわけではありません。ただ──」

　エドワードが何かを言いかけた、その刹せつ那な──




リリリリリリリリリリリリリリ　　リリリリリリリリリリリリリリリ




　無む機き質しつな電話のベルが鳴り響ひびき、全ての時間の流れを遮さえぎった。




　　　　⇔




同どう時刻　『蜂の巣アルヴエアーレ』店内




　昼を回ったばかりのレストラン。

　ウェイトレスが忙いそがしそうに動き回り、老ろう若にやく男なん女によを問わない客の間を往おう来らいする。

　店の住人のようなものであるマルティージョ・ファミリーの面めん々めんは、堅かた気ぎの客層が増えるこの時間は店に気を遣つかって奥の方へと籠こもっていた。

　その一角で、見るからに堅気の人間とは異なる空気を孕はらんだ男が一人、片手に酒の入ったグラスをくゆらせて物もの思おもいにふけっている。




　──……正直、俺も意い外がいだった。お前が俺の事にまで気付いているとは。

　──これだから、『知らない』という事実がある人生は面白い。

　──まあいい、こっちの話だ。

　──……で、私に助力を求めるというわけか……

　──だが、いいのか？

　──俺は、基本的に力を振るう事に制約があるわけではない。

　──だからこそ、俺はなるべくならファミリーの為ためだけに力を振るう事にしている。

　──そもそも、ファミリーの為でもそんな反則はやったことが無い。

　──雲を割ったり人ひと捜さがしをする程度ならともかく……

　──刑けい務む所しよから人を脱だつ獄ごくさせる等という、極きよく端たんに法をねじ曲げる行為はな……。

　──中にいる知人にこっそり会いに行ったことはあるがね。

　──まあいい。つまりだ、俺が俺の力を使ってあいつを助けるという事は──

　──あいつを、完全に『こちらがわ』に置くという事だ。

　──お前に、そこまでの覚かく悟ごはあるのか？

　──……迷っているな。ふん、まあいい。

　──お前は心しん底そこ、あの男に惹ひかれているようだが……

　──だからこそ、自分であの男の運命を決めて良いのか悩んでいるのだろう？

　──悩む時間はやろう。そこまで俺もせっかちじゃあない。




　──……どうした？　やめるのか？

　──そうか、それがお前の決意か。奴やつを信じて待ち続けるのもいいだろう。

　──運命は自分で切り開き、他者に翻ほん弄ろうされるのが本来の人間の姿だからな。

　──最後に一つ、これは単に、知り合いとしての助言だが……

　──……お前のアパートは既に警察が手を回しているかもしれん。

　──誰か知り合いの所に身を寄せろ。

　──暫しばらくは、泣きはらすのもいいだろう。

　──確かにあいつのしたことは身み勝がつ手てな行為かもしれんが……

　──お前は、あいつのそういう所に惹かれたのだろう？

　──力強く頷うなずくな。こっちが照れる。




「ふん……」

　一月ほど前の光景を思い出し、ロニー・スキアートは口元に思わず笑みを溢みたす。

　隣となりの席に座っていたマイザーがそれに気付き、珍しいものを見る目つきで尋たずねかけた。

「どうしたんですかロニー。貴方あなたが思い出し笑いしていると怖いですよ」

「ん？　ああ、まあいい」

「いやいやいや、よくないですよ……なんですか、物もの思おもいにふけるなんて珍しい」

「人間の愛について、少し考えていただけだ」

　あまりにも『愛』という単語が似に合あわない男から飛び出した言葉に、マイザーは暫しばし硬こう直ちよくした。細い眼めの奥に幾いくつもの疑問符ふを浮かべつつ、困ったように冷ひや汗あせを流す。

「その反応は、俺に喧けん嘩かを売っていると見ていいのか？」

「あ、いえいえ！　そんなことはありません！」

「まあいい。それよりも、お前もフィーロの事をだいぶ心配しているようだな」

「……ええ。アルカトラズの噂うわさは聞いていますからね……」

　マイザーは周囲をチラリと見やり、周りの喧けん噪そうにかき消える程度の声で続きを告げた。

「いくら不ふ死し者といえども、心の死までは防げませんから……」

「心配するな。あいつなら大丈夫だ」

「そうだと信じてはいますが……」

　尚なおも不安を隠かくせずにいるマイザーに、ロニーは『悪あく魔ま』としてでも『鍊れん金きん術じゆつ師し』としてでもなく──一人のギャングスターから見たフィーロを語り紡つむぐ。

「あいつは『不ふ死し者』である以前に──マルティージョ・ファミリーの幹部カモツリスタだからな。頭領カーポ・ソチエタも、伊だ達てや酔すい狂きようであいつを認めたわけじゃない」

　長年の友人でもある男の言葉を聞き、マイザーは苦く笑しようしながら頷うなずいた。

「まったく、因いん果がな商売ですよ」

「鍊金術師のままでいたほうが良かったか？」

「……いえ。あの船の上で貴方あなたを呼び出した事を後こう悔かいした事はありますが……。今、私がここにいることに欠片かけらも後悔はありません」

「ふん……俺もだよ」







　その後は暫しばらく関係の無い談だん笑しようを続け、互いに酒を酌くみ交わしていたのだが──

　昼食の客も減り始めたかという頃──異い変へんは起こった。

　店のカウンターに置かれていたラジオが、突然奇き妙みようなニュースを報道し始める。




【……ｚ……ｚＺ……では……を……関連を……調べて……】




【……察さつ……は、今回の件は大だい規模な犯はん罪ざい組織による……】

「……なんだ？」

　店内の何人かが、ノイズに混じって聞こえてくる単語に耳を向ける。

　緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きの放送内容が気になったのか、ウェイトレスの一人がチューナーを調節してラジオの感度を引き上げた。




【……りかえしお伝えします。イリノイ州のエルソン・ヒルで起こった連続爆ばく破はならびに誘ゆう拐かい事件には、プラチド・ルッソ氏が強く関かん与よしていると思われ、当局ではその行方ゆくえを────】




　鮮せん明めいに流れてきた音声を聞いて、ランディとペッチョが昼食を貪むさぼりながら言葉を交わす。

「エルソン・ヒルっつったら、シカゴの方だろ？　爆破に誘拐？　物ぶつ騒そうだな」

「ていうか、プラチドって……ルッソ・ファミリーの頭かしらだろ？　カポネみてえな有名人でもあるまいし、ラジオで堂どう々どうと名前出だされるたあなぁ」

「ああ、ルッソ・ファミリーっつったらシカゴでも落ち目の落ち目だからな。今いま更さら気を遣つかう必要なんざねえんだろ。一応あいつの肩書きは自動車販はん売ばい業ぎようだしよ」

「にしても、爆ばく破はと誘ゆう拐かいってなぁ。何やってんだか」

　一いつ笑しように付すべき話題だと判断していた二人だったが──

　次のラジオの言葉を聞いた瞬間、店中の空気がガラリと変わる。




【およそ三百箇か所しよに仕掛けられた爆発物。それによる死傷者の数は不明ですが、併へい発はつしている失しつ踪そう事件は隣りん接せつするシカゴ市内でも発生しており、周辺各かく地ちで二百人以上が同時に姿を消すという事じ態たいに、イリノイ州の住民も不安を隠かくせずに──】




「三百ぅ!?」

「二百人!?」




【なお、この事件に関して、シカゴに滞在中のマンフレッド・ベリアム上じよう院いん議員が──】




　ラジオは更に情報を伝えているが、既すでに店内の者達はそれを聞いてはいなかった。

　にわかに色めき立つ店内で、マイザーは眉まゆを顰ひそめながら率そつ直ちよくな感想を口にする。

「シカゴでは、随ずい分ぶん物ぶつ騒そうな事が起こってるんですねえ」

「そうだな」

「……エルソン・ヒルといえば……ネブラのホームタウンですよね？」

　国内でも有数のコングロマリット複合企業体である【ネブラ】。本社はシカゴ内に巨大なビルを構え、シカゴと隣りん接せつするエルソン・ヒルの町に多くの支社と工場を有している。

「変わった町だ。町長ですらネブラの関係者という噂うわさだからな」

「町の住人の六割が【ネブラ】の関係者だって話ですからねえ。なんでしょう、プラチドさんとトラブルでも起こした……というレベルの事件ではなさそうですが……」

　尋じん常じようならざる事件に、ラジオの向こうの出来事とはいえど、マイザーの目には幾いくばくかの緊きん張ちようが見て取れた。もしもこれが本当にマフィアの仕し業わざならば、今後は国もマフィア撲ぼく滅めつに力を入れてくる可能性がある。

　そうなれば、マルティージョ・ファミリーのような弱じやく小しよう組織にも強い影えい響きようが降りかかる事が予測できた。

　ラジオに聞き入るマイザーの横で、ロニーは口元に手を置きながら、一人物もの思おもいの世界へとふけり始める。

　──ふむ……ＮＹか向こうか、どちらかだと思っていたが……。

　何か思い当たる事があるのだろうか、ラジオの情報と自分が『知っている』情報を頭の中で交こう錯さくさせ──何かに思い当たったのか、酒をおありながら静かに一人呟つぶやいた。

「いや、この事件は寧むしろ……。……くく、まあいい」




「お手並み拝はい見けんといこうか。ヒューイ・ラフォレット。そして……不ふ死しならざる人間達よ」




　　　　⇔




マジソンスクエア公園ガーデン




「さてと。そういうわけだ、シャーネ御お嬢じよう様。大人おとなしく俺らについてきてくれっと助かるねぇ」

　下げ卑びた笑みを浮かべるスパイクに、シャーネはキリ、と軽く歯を噛かみ、現げん在ざい自分が置かれている状況を再さい確認する。

　スパイク一人ならば何の問題も無い。銃を持たない盲もう目もくの狙そ撃げき手しゆが、この場で自分を組み伏せる事ができるとは考えていなかった。

　だが、後ろから現れたもう一人の男。

　フェリックス・ウォーケンとスパイクに呼ばれたその男は、あきらかに普通の人間とはレベルが違う。それが天てん賦ぷの才さいによるものか努力の賜たま物ものかは解わからないが、自分に向けられた空気、一瞬にして自分を投げ飛ばした事実、そして、その名前がなによりもシャーネを緊きん張ちようさせる。

　フェリックス・ウォーケン。

　クレアから聞いた事がある。

　今いま使っている偽ぎ名めいは、ある殺し屋から譲ゆずり受けた物だと。

　その殺し屋はＮＹでもトップクラスの殺し屋と噂うわさされており、密ひそかに伝説になっていた存在なのだという。そして、クレア自身も『俺が今まで見た中じゃ、俺の次に強い』という趣しゆ旨しの事を言っていた記き憶おくがある。

　目の前にいるのがその『元』フェリックスだとすれば、現在の状況はかなりまずいものとなるだろう。

　しかし──シャーネはそう判断したが、恐怖の感情は微み塵じんも感じさせなかった。

　退ひくつもりは微塵もなく、寧むしろ恐れがあるとすれば、ここでこの二人を取り逃して、ジャグジー達に被害を与える事だ。そんなことをさせる前に、雇い主を吐はかせた方がてっとり早いし──なにより、父の邪じや魔まをしようとしている者達を見み過すごすわけにはいかなかった。

「……なるほど、徹てつ底てい抗こう戦せんか」

　元フェリックスが静かに呟つぶやくと同時に、コートのポケットに入れていた両手を出し、首をぐるりと一回転させながらこちらへと一歩踏み出した。

　──来る。

　シャーネは両手のナイフを握る手に力を込め、先せん手て必勝とばかりに駆け出そうとしたのだが──その視し界かいの陰に、いくつもの影が歩み寄るのを確認した。

「!?」

　見ると、やはり喪も服ふくのような黒こく衣いを纏まとった男達たちが十人程ほど、公園の入口からこちらに向かって歩を向けている。半分は屈くつ強きような体たい躯くの男達で、もう半分は一いつ見けん普通の外観の男達だが、鋭い眼がん光こうはシャーネの方に一いつ斉せいに向けられ、黒い服と相まってどことなく『幽霊レムレース』を思い出させる集団だった。

「おーう、こっちこっち。このガキだ」

　足音を確認したのだろう。スパイクが口元を歪ゆがませながら男達に声をかけた。

　ただでさえ優ゆう勢せいだった所に来た援えん軍ぐんに機き嫌げんを良くするスパイクだったが、対する黒服の新しん参ざん者もの達は、どこか緊きん張ちようした面おも持もちを持って呟つぶやいた。

「スパイクさん。少し問題が」

「なんだ、どうしたよ」

「ラジオで、今……」

「あ？　ちょっと待て」

　近づいてくる黒服の言葉を制しながら、スパイクは完全に笑みを消し、眉まゆを顰ひそめながら疑問の言葉を投げかけた。




「足音が……一つ多いな」




　その言葉の意味を理解し、真まっ先さきに視線を周囲に巡らせたのは『元』フェリックス。

　冷めた目つきの彼がそこで見たものは──一人の男。

　その男は、いつの間にかそこにいた。

　シャーネから見た元フェリックスのように、気が付いた時には、既すでにシャーネの横に立っていた。

　続いてスパイクがその存在に気付き、唐とう突とつな乱らん入にゆう者に不機嫌そうな声を投げかける。

「誰だ？　俺らの身み内うちじゃあねえだろ？」

　すると、その乱入者は──全く淀よどみの無い目つきで口を開いた。

「誰だ、と聞かれれば……俺はただ一言、こう答えよう」

　シャーネの肩を抱き寄せながら、男は無む駄だに自信に満ちあふれた声で名乗りを上げる。




「俺は……俺だ」




　沈ちん黙もくが、公園を包み込む。

　あまりにも堂どう々どうとした、あまりにもわけの解わからない回答に、スパイクも黒服達たちも暫しばし沈黙していたが──

「なんだぁ、手前てめえ？　タイミング良く現れやがって、映画のヒーロー気取りかい」

　下げ卑びた笑みを浮かべ直しながら、挑ちよう発はつするような言葉を乱らん入にゆう者へと投げつける。

　対する乱入者は、なんの迷いもなく──ただ、横にいるシャーネに対しては少しだけ照れるような表情を浮かべながら口を開いた。

「その、なんだ……タイミング良く現れたっていうか……実は……さっきから見てた」

「は？」

「いや……はやる気持ちを抑えきれずに、かなり前から俺も公園に居たんだが……。木こ漏もれ日びの中で物もの想おもいにふけるシャーネの姿を見つけてさ。それがあまりにも可愛かわいかったから」

　耳元でそんな言葉を言われたシャーネは、顔を真まっ赤かにしながら批ひ難なんの視線を男に向ける。

「ハハ、そんな風ふうに言わないでくれよシャーネ。誓ってもいい。物もの凄すごく可愛かった」

「……！　……！」

「そんなことをしている場合じゃない？　何言ってんだよ。こんなザコ連れん中ちゆうよりも、シャーネの魅み力りよくの方が俺には重要な話題だっての」

　聴覚を鋭く尖とがらせるスパイクだったが、当然ながらシャーネの声などは聞こえない。ナイフを離した様よう子すもないので、手しゆ話わを使っている様子も無い。なにやら馬鹿にされているような気がしたスパイクは、二人に向かって苛いら立だち紛まぎれの叫びを上げた。

「本当にそんな場合じゃねえ！　ちょっと待てちょっと待て、いいからちょっと待てお前ら！」
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　完全に二人の世界から置いていかれたスパイクは、コメカミを引きつらせながら右手の杖つえを地面に向けて振り下ろす。

「だから誰だよ？　下へ手たに関わると怪け我がっていうか、その、なんだ？　死ぬよ？」

「お前がか？」

「なッ……！」

　──畜ちく生しよう、なんだこの野郎は……？

　挑ちよう発はつに挑発で返された形となったスパイクは、歯ぎしりしながら男の声がする方を心の目で睨にらみ付けた。

　──だが……なんだ、なんか知らねえが、こいつは……こいつは何かヤバイ。警けい報ほう音が頭の中にガンガン響ひびいて仕方ねえ。

　冷ひや汗あせを掻かきながら、スパイクは周囲が先に動く事を期待したのだが──

　横にいる元フェリックスは冷めた目つきを変える事は無く、周囲の黒くろ服ふく達は誰かの指示を待っている状況だ。

　ここでは自分が冷静にならねば意味がない。そう判断したスパイクは、苛いら立だちを必死に抑えながら、改めてその乱らん入にゆう者に対して問いかける。

「解わかった……いいから、せめて名前ぐらい名乗れや。話が進まねえ」

　半なかば返答を期待していなかったスパイクだが、男は意い外がいな程ほどにあっさりと答えを返す。

　だが、その口から吐き出されたのは、更に場を混乱させる言葉だった。

「俺は、フェリックス。フェリックス・ウォーケンだ」

「……あ？」

　全く予想だにしていなかった答えに──スパイクも黒くろ服ふく達も、一いつ斉せいに元フェリックスの方を振り向いた。対するフェリックスは、困ったように視線を逸そらし、スパイク達と決して目を合わせようとはしなかった。

　そんな様よう子すを気にした様子もなく、乱入者──フェリックス・ウォーケンにしてクレア・スタンフィールドである男は、淡たん々たんと、そして堂どう々どうと自分の言葉を紡つむぎ出す。

「シャーネ・ラフォレットの……婚こん約やく者だ」




　　　　⇔




捜査局　特別事務所




リリリリリリリリリリリリリリ　リリリリリリリリリリリリリリ




「……ドナルドからか？」

　奇き妙みようなタイミングで掛かってきた電話に、ほんの一瞬躊躇ためらったが──ヴィクターは大きく息をついて気分を入れ替えると、冷静な上じよう司しの顔を出して受話器を取った。

「はい、こちらタルボット。……ああ、やはりドナルドか。どうした」

　威い風ふう堂々と部下の報告を受け続けたヴィクターだったが──

「何……？」

　受話器の奥の声を聞いて、途と端たんに表情を強ばらせる。

　そして、受話器越ごしに報告を受けたまま、エドワードに向かって身振りだけで『ラジオを付けろ』と指示を出す。

　即そく座ざにジェスチャーの意味を受け取ったエドワードは、ラジオを付けてチューナーを調節しようとしたのだが──

　放送局を調節するまでもなく、ラジオでは臨りん時じ放送が鳴り響ひびいていた。




【およそ三百箇か所しよに仕掛けられた爆発物。それによる死傷者の数は不明ですが、併へい発はつしている失しつ踪そう事件は隣りん接せつするシカゴ市内でも発生しており、周辺各かく地ちで二百人以上が同時に姿を消すという事じ態たいに、イリノイ州の住民も不安を隠かくせずに──】




　放送されている内容を聞いて、エドワードは驚きよう愕がくに凍り付き、ビルでさえも動きを止めて眠たげな目を見開いた。

「何な故ぜ……その情報が……ラジオで放送されるまで我々に来なかった？」

　爆発寸すん前ぜんの怒りを必死で押しとどめ、ヴィクターは肩を戦慄わななかせながらドナルドの報告を聞き続けた。

「ああ……なるほど……了りよう解かいした。了解したよ、ドナルド。ＦＢＩ本部に状況を確認次し第だい、すぐに折り返して電話する」

　一通りの報告を聞き終えると、ヴィクターは驚く程ほどゆっくりと受話器を置いた。少しでも力を込めれば壊してしまうと判断したのだろう。冷静で尊そん大だいだった表情には、今はただ静かな怒りだけが満ちている。

「ネブラの連れん中ちゆうめ……あくまでも我われ々われ捜査局を蚊か帳やの外に置くつもりらしい」

　想そう像ぞう以上に落ち着いた声が、余よ計けいにエドワード達の心を萎い縮しゆくさせた。

「ヒューイ・ラフォレット……ＮＹで動かしていた部下共どもは全て囮おとりか……！」




　そう言ったところで──ガチャリ、とドアが開き、一人の男が顔を出す。

　それは、ヴィクター達の全く知らない顔だった。服装から見るに、どうやら数年続く恐きよう慌こうで職にあぶれたホームレスらしいが──その顔はやけに精せい気きに満ちており、奇き妙みような印いん象しようを捜査局の人間達に与えていた。

　そもそも、この場所にホームレスが入ってくる事こと自体がおかしい。

「誰だ？」

　見張りの人間などは置いていないが、誰かが間違えて入り込むというような場所でも無い筈はずなのだが──

　混乱する捜査局の面めん々めんを前に、男は外見にそぐわぬ丁てい寧ねいな口く調ちようで語り出した。

「どうも、初めまして、お久しぶりかもしれません。捜査局の皆様方がた……といっても、ここにいるのは三人ですか」

「……!?　何者だ？」

「無事にラジオで『知られた』ようですので、ここでヒューイ様からの伝言です」

「!?」

　突とつ如じよとして語られた『ヒューイ』という名に、捜査局の三人が一いち様ように緊きん張ちようを走らせる。

「ヒューイ様は『君に迷めい惑わくをかけることになって済まないね、ヴィクター』と申しております」

「……!?」

　──伝言役やく!?

　ここにこうしている事実と、吐はき出している言葉の内容からして、単なるイタズラの可能性はない。だとするならば──

　ヴィクター達が欲して仕方なかった『連れん絡らく手段』のヒントが、最高のタイミングで目の前に現れた事になる。

　だが──その事実は同時に、ヴィクターの本能に強いサイレンを響ひびかせる。

　なぜ、今なのかと。

「そうか……よく解わからんが……そこを動くな……」

　全てを凍いてつかせる氷の視線をギラつかせるヴィクターに、男は至って平静な顔のまま、微笑ほほえみすら浮かべて言葉を紡つむぐ。

「ヒューイ様はこうもおっしゃられました。『迷めい惑わくついでで悪いけれど……今、私とネブラとの関係に君を巻き込むわけにはいかないから──』」




「『もう少しだけ、足止めさせてもらうよ』と」




　刹せつ那な──コトリ、という音がして、何かが男の足下に落ちるのが見えた。

　それは黄おう銅どう色いろをした筒つつ状じようの物体で──先せん端たんから生はえた細い紐ひもが、チリチリと音を立てながら小さな煙を発している。

　その正体に気付いた瞬間、ヴィクターは顔を歪ゆがめて叫びをあげる。

「伏せ……」

　ヴィクターが言うよりも早く、ビルとエドワードは机の影に飛び込んでいた。

「あッ、おまえら、ずる……」

　言い終えるよりも先に、逃げる様よう子すもない男の足下から閃せん光こうが走り──




　事務所は──爆ばく炎えんと轟ごう音おんに包まれた。







[image: 第四章表　外に思いを馳せてみよう]






















アルカトラズ刑けい務む所しよ　ブロードウェイ　夜




「なぁ、なあ、なぁってばよぉ。お隣となりさん」

　ラッドが独どく房ぼうへと運ばれた夜──フィーロは隣から響ひびく声で目を覚ます。

　とりたててやることも無く、消しよう灯とう時間よりも早く室内灯とうを消し、毛布にくるまってうつらうつらとしていた所を、やけに興こう奮ふんした声が飛び込んできたのだ。

「……ドラゴンか」

「おぉ。つーかよ、なんだ、今け朝さの、その……あの兄にいちゃんはよ！」

「ん……？　あぁ……ラッドの事かぁ……？」

「イカスよなぁ、俺よぉ、あんなにスゲぇパンチを見たのは初めてだぜ！」

「ふぁ……ジャック・デンプシーはもっと強いぞ」

　欠伸あくび混じりの声で適当な答えを返しつつ、フィーロは改めて今朝の事が夢ではなかったと再確認する。できる事ならばこの島に来た事こと自体が夢であって欲しかったのだが、現実はそこまでフィーロに甘くはなかった。

「ったく、俺も驚いてんだよ。……パンチ力にじゃねえぞ。あいつがあんなイカレ野郎だったって事にだ」

　目やにを擦こすりながら答えるフィーロに対し、壁の向こうの男は興こう奮ふん醒さめやらぬ様よう子すのまま、小声で器き用ように盛り上がる。

「凄すごいよなぁ、あいつ！　左手が義ぎ手しゆだってぇ話じゃねえか。なんだよ……もしかして人食い熊ぐまとでも闘って、勝利と引き替えに食われちまったのか？　それとも、ネバーランドの時計ワニにでも食われたか……ヒヒィ、さぞかし美う味まかっただろうよぉ、羨うらやましい」

　舌なめずりの音が聞こえてきそうな雰ふん囲い気きに、フィーロは顔をしかめつつも思いついた言葉を吐き出した。

「じゃあ、腕を切り落としたピーターパンは誰だ？」

　我ながらつまらないジョークを言ったと思い、フィーロは苛いら立だたしげに歯は噛がみする。そして、誤ご魔ま化かす為ための質問を壁かべ向むこうのドラゴンに投げかける。

「ていうか……お前、よくピーターパンの話なんざ知ってるな」

　ピーターパンはイギリス発の人気小説で、アメリカでも全国的に出版されている小説だ。

　フィーロも昔、クレアが読み終えたものを譲ゆずり受けて読どく破はした記き憶おくがある。

　──永遠の少年ねえ。クレアの奴やつは憧あこがれてたな、そういや。

　対する自分は、早く大人おとなになって力を得る事を望んでいた。

　そんな過去を思い出し、フィーロは静かに苦く笑しようする。

　──まさか、俺の方が永遠の青年になっちまうとはね。

　今度、チェスの事をピーターパンとでも呼んでからかってみるか。そんな事を考えていたフィーロだったが──ふと、隣となりの房ぼうからの返答が遅い事に気が付いた。

「？　どうした？」

「あ……いや……ほら、英語の読み書きの練習するのに使ったもんでな」

「へえ。そういや、お前って英えい語ご上う手まいよな」

「おぉ。ま、それなりにはな。俺は別に移民の共同体の中で暮らしてたわけじゃねえからよぉ」

　──へぇ。それにしちゃ、メシの時に東とう洋よう人じんの連れん中ちゆうと流りゆう暢ちように会話してた気もしたが。

　ドラゴンの言葉に、フィーロはそんな疑問を抱いたのだが──

　その瞬間、ブロードウェイに靴音が鳴り響ひびく。

　鉄てつ格ごう子しの間を反はん響きようするその響きは、まるで死しに神がみの鎌かまのように囚しゆう人じん達の耳元にまとわりついた。

　フィーロはそこでお喋しやべりを止め、布ふ団とんに潜もぐり込んで静かに靴音が過ぎ去るのを待つことにしたのだが──

　靴音は、フィーロの房の前で鳴りやんだ。




「おい、貴き様さま今……何を隠かくした？」




　──あ？

　声は、明らかに自分の頭部へと向けられている。

　だが、身に覚えがないので、暫しばらく布ふ団とんに潜もぐり込んだまま様よう子すを窺うかがっていたのだが──

　暫しばしの間を置いて、鉄てつ格ごう子しの開く音が聞こえてきた。

　軋きしみの無い摩ま擦さつ音おんが自分の頭のすぐ側そばから鳴り響ひびき、フィーロはようやく布団の先から頭を出す。

　見ると、そこには若い看かん守しゆが一人立っており──独どく房ぼうの内部に入り込んで来るや否や、フィーロの毛布を抵抗させる間も与えずに剥はぎ取った。

「なんだ、なんだよ」

　慌あわてて跳ね起きるフィーロに対し──看守は冷れい徹てつな声をこれ見よがしに響かせる。

「それを聞きたいのはこちらの方だ」

　言いながら、看守は手の平の上で、一本のナイフを煌きらめかせた。

　片手に収まるサイズの小型のナイフで、鮮あざやかな銀色が新品の匂においを醸かもし出す。

「……あ？」

　当然ながら、フィーロには見覚えの無いものだったが──

　看守はニヤリと笑い、反論を許さぬまま、フィーロの腕を掴つかみ上げた。

「ふざけた真ま似ねをしてくれる……」

　房ぼうから無む理り矢や理り引き出されたフィーロは、まだ意識が完全に覚かく醒せいしないままだった。

　自分が夢を見ているのではないかと再度確かく認にんするが、腕にかけられた手て錠じようはどうしようもない程ほどの現実だ。

　周囲を見ると、周りの房の人間達たちもこちらを注目しているようだった。

　まだ消灯していなかったドラゴンが、ニヤニヤと笑いながらこちらを見ており、フィーロはようやく自分が特殊な状況に置かれている事を理解する。

　自分の立場を飲み込んだフィーロに追い打ちを掛けるように──看守は片手でナイフを揺らし、脅おどしの言葉を口にした。

「さて……どうやって持ち込んだのか聞かせて貰もらおうか」




「……地下牢ダンジヨンで、じっくりとな」




　　　　⇔




「で、あんたがミズリーのおっさんの直ちよく属ぞくってわけかい」

　階段を下って、特別厳げん重じゆうに閉じられた扉を開け進んだ先の通路。

　そこまでは複数の看かん守しゆが周りを取り囲んでいたが、現在はフィーロと最初にナイフを『発見』した看守の二人きりで歩んでいた。

　そして、背後で扉が閉められた音を確認して──フィーロは淡たん々たんと自分の考えをぶつけてみる事にする。

　看守はこちらを向きもせず、やはり淡々とした口く調ちようで疑問に対する答えを返した。

「話が早いな」

「まさか２日目で呼ばれる事になるとは思ってなかったがね」

「少しばかり、せっぱ詰まった事態が起きていてな」

　無感情に語る看守の言葉に、フィーロは露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめる。

「なんだよ。せっぱ詰まった事って」

「囚しゆう人じんのお前が、外の世界の事を知る必要はない」

　──だったら最初から言うな。

　文句を言いたくはなったが、言ったところでどうにもなるものではあるまいと、フィーロはあえて聞き流す事にした。

「で、どうするって？」

「お前の存在は既にヒューイに知られているらしいじゃないか。ならば、堂どう々どうと会わせてやるさ。聞きたい事があれば聞けばいいし、向こうもお前に聞きたい事があるだろう」

「……乱暴な作戦だな。本当にあの堅かた物ぶつそうなミズリーっておっさんが指し示じしたのか？」

　皮ひ肉にく混じりで返した言葉の筈はずだったが──看守は静かに笑うと、歩みを止めぬまま口を開く。

「まさか」

　と、ただ一言。

「……は？」

「私は確かにミズリーさん直属の部下であり、今晩、君を地下牢ろう送りにしてそこで今後の行動についての意見を聞いてこい、とは言われたがね」

「……」

　嫌な予感がする。

　胃の奥から吐はき気がこみ上げるような、具体的すぎる嫌な予感が。

　フィーロはこの島に来る際の波は止と場ばでの出来事を思い出し、嫌々ながらその予感を確かめた。

「で、あんたはつまり……ミズリーの部下兼けん、ヒューイの部下ってわけか」

　半なかば諦あきらめ気ぎ味みのフィーロの言葉に、看かん守しゆはニッコリと笑って頷うなずいた。




「話が早くて助かるよ」




　　　　⇔




　地下牢ろうのある地下階かい層そうの更に奥。

　隠かくし扉の先に存在する、煉れん瓦がの壁に覆おおわれた階段を下った先の先、奥の奥、地下の地下──

　そんな場所に、その部屋は存在した。

　階段を下っている最中は、どんどんと島の歴史の奥深く──過去に遡さかのぼっているような雰ふん囲い気きに囚とらわれていたフィーロだったが、最下層に辿たどり着いた瞬間、その思いは見事なまでに打ち砕かれた。

　そこにあったものは、コンクリートと鉄板で覆われた、三さん重じゆうの扉の密みつ閉ぺい空間だった。

　三つの扉の間には、それぞれ１メートル程度の感覚しか空あいておらず──その一つ一つには、やはり厳げん重じゆうに施せ錠じようされている。

　最後の扉を開けると、やや長い通路が現れ──その先に、やはり厳重に施錠された扉が一つ。

　それまでの扉とは違って窓が嵌はめられており、ドアの横には食事を供給する為ためと思おぼしき小さな蓋ふたが取り付けられていた。

　──……それで、二重三重に密閉してるってわけか。

　自分で身体からだをすりつぶすなどという真ま似ねはできないだろうが、捨て身で当たればああした小さな穴からも脱出はできるかもしれない。恐らくは、空気の供給孔こうにも同じような二重三重の措そ置ちが行われているかもしれない。

　永遠に酸さん欠けつにさせればいいのではと、一瞬物ぶつ騒そうな事も考えたが──結局それでは、コンクリート詰めにして河に沈めるのと何ら変わりない事に思い至り、ヴィクターは案あん外がい人道的な輩やからなのかもしれないと無む駄だな事を考え始めた。

　──ま、どの道……ここに出入りしている奴やつに裏切り者がいるんじゃ仕方ないけどな。

　フィーロがそう考えて苦く笑しようすると、その心を読むかのように、看守も皮ひ肉にくげな微笑ほほえみを。

「船着き場で君に話しかけた者は本ほん土どに異い動どうさせられたよ。当然なにも吐はかなかったし、拷ごう問もんにかけるわけにもいかんからな。厳げん重じゆうな監かん視し付きで泳がせているそうだ」

「なるほど……俺がアンタをチクれば、あんたも同じ目に遭あうわけか？」

　そんな軽い脅おどしの言葉にも、看守は全く怯ひるまなかった。

「その通りだ。そしていずれ、また代わりの者が現れるだろう」

「……どうやったらそんな真ま似ねができるのか……それを教えてくれれば、俺は明日にでもこの島を出て行けるかもしれないんだがな」

「ヒューイ様に直接聞きいたらどうだ？　教えて下さるかもしれんぞ」

　通路を歩きながら、看かん守しゆは尚なおも笑いながら言葉を繋つなぐ。

「私のような裏切り者が居ても、簡単に脱だつ獄ごくできるわけじゃない。地下牢ダンジヨンの出入り口の、あの厳げん重じゆうな警備を見ただろう」

「……そうだな」

　たとえここを出たとしても、地下牢ろうから地上に登る手段は限られているのだろう。この刑けい務む所しよの所長は有能だという話を聞いている。それこそ刑務所の看守の半分以い上じようが部下だとでも言わない限り、脱獄は非常に難なん解かいだと言わざるを得ない。

「だが、まあ……近いうちに出るつもりらしいがな」

「……この島をか？」

「ヒューイ様にできない事はない」

　──おいおい、ちょっと待てよ。

　まだ来て２日目ではあるが、フィーロもこの刑務所の異常なまでの警けい備び態勢をいやという程ほどに感じ取っている。いくら不ふ死し者といえども、あの流れの速い海をサメにも狙われずに泳ぎ切る事ができるだろうか？　脱獄するなど実じつ質しつ上じよう不可能に近いだろう。

　だが、フィーロが『待て』と思ったのは、そんな可能不ふ可能の話ではなかった。

　もしも、ヒューイが脱獄に成功したとしたら──

　──俺は一体どうなる？

　ヒューイの謎なぞを解くという交こう換かん条件でここに来ているフィーロだったが、もしもその前にヒューイが島から消えた場合──

　──俺が代わりに、この地下室に閉じこめられるんじゃねえだろうな!?

　嫌な事を想そう像ぞうして、フィーロは先せん刻こくからの胃のむかつきを更に強く感じ始める。

　そんな無む駄だな事を考えている間に、いつしか二人は扉の前に立ち──看守がカギに手をそえていた。

　いくつかのカギを開き終えた所で、看守は一歩後うしろに下がり、中に入れというジェスチャーを見せた。

「……おい、この重い扉を開けた瞬間に、俺の頭に右手が置かれるって事はないんだろうな？」

「だとしたら、一いち度ど地下牢に鎖くさりで繋つないで睡眠薬入いりのメシでも食わせるさ」

　皮ひ肉にくに皮肉を返す看守を睨にらみ付け、フィーロは渋たん々たんとしながら自分で扉を開け放つ。

　警けい戒かいは怠おこたらず、薄く開いた隙すき間まから、椅い子すに座る男の姿が見え──安心して、残りの扉を開け放った。

　ところが──

「よお、フィーロ！　なんだよ、おまえもここに呼ばれたのか？」

「なッ……」

　──アイザック!?

　部屋の中央にある椅い子すに座っていたのがアイザックである事に気付き、フィーロは全身を震わせ、大きく一歩飛び退すさる。

　すると──扉の影から一本の腕が伸び、一瞬前まで自分がいた場所をすり抜けた。

「……ッ！」

　フィーロは即そく座ざに呼吸を整え、全身の筋肉に指令を送る。

　敵だ、敵だ、目の前に見える物は、ただひたすらに敵だ。

　しかし、冷静に状況を分ぶん析せきしようとしたフィーロは──そこで一瞬殺さつ気きを和らげた。

　ドアの陰から伸びた手が──左手であると気が付いたからだ。




　一瞬の間をおいて、残された右手が前に伸び──二つの手を合わせて軽やかな拍手の音を打ち鳴らす。

「なるほど、素晴らしい身のこなしですね。瞬しゆん発ぱつ力も判はん断だん力もかなりの物です。……ナイルや田でん九く郎ろうと匹ひつ敵てきするかもしれません」

　前半は惜おしみない賞しよう賛さんを。

　後半は独り言の分析を紡つむぎながら──扉の陰から一人の男が顔を出す。

　フィーロ達に支給された物とは違う、純白に近い奇き妙みような囚しゆう人じん服を纏まとった男、

「初めまして。それとも、あなたの記き憶おくからすると──お久しぶり、というべきでしょうか、フィーロ・プロシェンツォ」

　刑けい務む所しよには似つかわしくない声と態度で、その男は感情の薄い微笑ほほえみをフィーロに向けた。

　フィーロはその顔が、自分の中に眠る様々な鍊れん金きん術じゆつ師し達の『記憶』と一致する事を確認し、警けい戒かい心を全く緩めぬままで答えを返す。




「俺は早く『さようなら』って挨あい拶さつがしたいねえ。……ヒューイ・ラフォレット」




　　　　⇔




「さて……何か聞きたそうな顔ですね」

　初めの出会いから僅わずかに30秒後。

　部屋の奥へと進んだヒューイに招かれ、警戒しながら内部へと進むフィーロだったが──内部は取り立てて変わった設備は無く、広さを除いては自分達たちの独どく房ぼうと大して変わらないように見て取れた。

　部屋の反対側の壁に立つヒューイに対し、フィーロはアイザックの座る椅子を挟んで対極に立ち、苛いら立だちの感情を隠かくそうともせずに皮ひ肉にくに満ちあふれた言葉を返す。

「そうだな……何でも知っているって顔で神様気き取どりのあんたに、俺みたいな一般人に何から突っ込んで欲しいか、それを聞いてみたいねえ」

「そうですね。なぜアイザックさんがここにいるのか……そこから聞いて欲しいのですが」

　殺さつ気きを放ち続けるフィーロに対し、静かな微笑ほほえみを浮かべてサラリと返す白はく衣いの囚しゆう人じん。

　悪人という印いん象しようはない。詐さ欺ぎ師しという印象もない。

　ただ、フィーロは目の前の男がなんとなく気にくわなかった。何な故ぜ気にくわないのか、理由を挙げれば先せん刻こくの出会いを含めていくらでも出てくるが、そうした細かい事ではなく──本能的に、組織の中で裏うら社会を過ごしてきた経験が、何故か目の前の男を遠ざけた。

　そんなフィーロとヒューイの間に流れる微び妙みような空気。

　看かん守しゆは外で待機しており、唯ゆい一いつその空気の間に立たされているアイザックは、全く空気を読まずに、自分の名前が出された事にだけ興味を示す。

「なんだなんだ？　なんだよ。俺がどうしたんだ？」

「……で、なんでお前がここにいるんだ？」

　とりあえずヒューイとの会話を切って感情を切り替えたかったのか、フィーロは敢あえてアイザックに声をかける。

「え？　俺？　俺はさっき、看守さんに呼ばれて、この妖よう怪かいの人と話してたんだけど」

「……妖怪？」

　人間ではない、という意味では、ある意い味み間違ってはいないかもしれない。だが、どうしてアイザックがそんな単語を使うのか？

　フィーロが疑問に思っていると、アイザックはいつも通りの得意げな顔で、やはりいつも通りの偏かたよった知識を語り出す。

「いいか、こういう家の隠かくし部屋に隠れ住んでる人は、東とう洋ようじゃザ・シキワラシって言うんだぞ？　追いだしたら不幸になるし、道みち端ばたで会ったら頭の上に靴を置いて五体倒とう地ちするんだ！　縁えん起ぎがいいんだからフィーロもたっぷりとおがんでおけよ！」

「……ああ畜ちく生しよう。ミリアの相あい槌づちがない分だけ新しん鮮せんな気分だが、なんだか殴なぐりたさも倍ばい増ぞうだ」

　フィーロが額ひたいに青あお筋すじを浮かべているのを感じ取ったのか、ヒューイは壁から一歩前まえに出ると、椅い子すに座るアイザックに優しい口く調ちようで語りかけた。

「アイザックさん、今日はどうもありがとうございました。面白かったですよ。色々な話を聞けて……。これから少し、フィーロさんと秘密の話があるので、今日はこれでお別れです」

　対するアイザックは、ほんの一瞬だけ残念そうな顔をしたが、すぐに笑顔を浮かべ直し、無む邪じや気きすぎる程ほどに無邪気な言葉を返す。

「そっか！　じゃあ、この刑けい務む所しよの人を幸せにしてやってくれよ！　なんだかみんな暗い顔してるからさー。きっとみんな嫌な事があったんだよ！」

「ええ、幸せになるといいですね。そうそう、ここでの事は、他の人には内ない緒しよですよ……幸せが逃げてしまいますからね」

「おうよ！　まかせとけ！　俺、こう見えても内ない緒しよにするのは得意なんだぜ！」

　──本当に得意だったら、今ごろここにはいなかったろうよ。

　フィーロは心しん中ちゆうでそう思うが、突っ込んだところで不ふ毛もうなだけなので敢あえて口には出さなかった。

　そんな彼の気き苦労もしらず、アイザックは軽やかに椅い子すから立ち上がる。

　ヒューイの柔らかい笑顔に送られながら、アイザックは外にいた看かん守しゆに連れられて出て行った。恐らくは一晩地下牢ダンジヨンで過ごし、明日の朝には何事も無かったかのように部屋に戻されている事だろう。

　背後で扉が閉められた音を聞きながら──フィーロは改めて眼前の男の顔を見る。

　するとそこには、アイザックに見せていた物よりも幾いく分ぶん冷たい感じのする笑顔があった。

　ヒューイは人形のように無む機き質しつな笑みを浮かべたまま、中央の椅子へと手を向けた。

「どうぞ、おかけ下さい」

「お前が座れよ」

「それでは遠えん慮りよ無く」

「……」

　躊躇ためらいもなく椅子に近付いて腰掛けるヒューイの行動に、フィーロはますますやり辛さを感じていた。

　彼が苛いら立だちを抑える為ために深く息を吐いた瞬間、ヒューイは静かに自分の言葉を紡つむぎ出す。

「先ほどは失礼いたしました。時とき折おり、ああした子供じみたイタズラがしたくなりましてね」

「……？　……ああ、あれか」

　イタズラというのが、出入り口に隠かくれて左手を差し出した事だと気付き──フィーロは表情を固めたまま冷静を装った返答を。

「……気にするな。ヴィクターのおっさんにも同じような事をやられた」

「なるほど。それは確かにヴィクターらしい。しかし、それにしては如い何かにも『気にしている』という目で私を睨にらんでいますが？」

「……話があって呼んだんじゃなかったのか？　帰るぞ？」

　ここで帰って一番困こまるのは自分なのだが、フィーロはそれでも敢えて帰りたくなった。

　相手のペースに乗っては駄だ目めだと理解しつつ、フィーロは敢えて自分の問いをぶつける事にした。

「で？　どうしてアイザックをここに呼んだ？」

「ええ。彼も不ふ死し者らしいという事は知っていましたから……少し、話をしてみたかっただけです。……いやいや、彼は面白い方ですね。興味が持てました」

「……俺を呼んだのも同じ理由か？」

「もちろん、それもありますが……」

　ヒューイは一瞬の間まを空あけ、椅い子すの上で足を組みながら言葉の続きを口にする。

「少しばかり聞きたい事がありましてね。貴方あなたの方も、ヴィクターの話は抜きで私に聞きたい事があると思いますが？」

「……話が早くて助かるねえ。いや……聞きたい、っていうわけじゃない。言いたいだけだ」

　フィーロは壁を背にして腕を組むと、数メートル先に座る男を睨にらみながら、淡たん々たんと自分の心しん中ちゆうを口にした。

「エニスや……俺の周りの連れん中ちゆうにちょっかいを出すな。それだけだ」

　１年前に巻き込まれた『ミストウォール事件』の事を思い出しながら、フィーロは淡々と自分の要求を紡つむぎ出す。

「いいか、俺はお前が何をしようか知ったこっちゃないし、お前を喰おうとも思ってない。マイザーさんも特にお前に敵意は抱いていないし、仮にお前がアメリカ全ぜん土どを敵に回そうが、世界征せい服ふくをしようが、俺達のささやかな商売に影えい響きようがなければ何も問題はない。だから、俺達を巻き込むな。ただでさえこんなへんぴな島に来ることになってイライラしてるんだからな」

「成なる程ほど……エニスさんのことが好きなんですね」

「……関係ないだろ」

　僅わずかに視線を逸そらしながら答えるフィーロに、ヒューイは静かに語り返した。

「昨年……私の部下が失礼をしたそうですね。クリストファー達は、エニスさんには特別な思い入れがあるのでしょう」

「知った事か」

「私も……特にエニスさんをどうこうしようという必要性はないんですよ」

　キイ、と椅子を軋きしませ、ヒューイはほんの僅か、顔に浮かべる冷れい笑しようを色濃くする。

「……貴方さえ協力してくだされば」

「協力だと？」

「セラード・クェーツの『記き憶おく』と、貴方という存在は実に貴き重ちようなものです」

「……」

　ヒューイの言葉に、フィーロは露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめた。

　半分予よ測そくはしていたが、相手は既すでに自分がセラードを喰ったという事を知っている、もしくは推測し、確信しているという事になる。

「よく解わからないね。……どの道、そんなに貴き重ちようなものとは思えないがね」

「いえいえ。エニスさんを作りだした知識や不完全な『不ふ死しの酒』の知識を含んだセラードの記憶は私にとってかなり貴重です」

「……」

「それに、私は貴方自じ身しんにも深い興味を抱いているんですよ。……私もまだ、他の不死者を『喰った』経験はありませんのでね。……今までに何人、何十人と人を喰らい続けたセラード。その男を喰らった貴方あなたの心にどういう変化が起きたのか、あるいは起きなかったのか……過去から未来まで、実に興味をそそられます」

　微笑ほほえみながらフィーロを見つめる男に対し、フィーロは苛いら立だたしげに言葉を返した。

「黙れホモ野郎。何がどうなろうが、俺は俺だ」

「……と、自信を持って言えない時期もあったのではありませんか？」

　ヒューイの言葉に、フィーロは思わず言葉に詰まる。

　実際に心当たりがあったのだろう。そんなフィーロの様よう子すを見て、ヒューイは笑いながら自分の推測を語り続けた。

「セラードから受け継いだ記き憶おくは、単に知識だけではないはずです。試した事があるかどうかは解わかりませんが、自動車を運転しようと思えば、わざわざセラードの知識を引き出しながら処理しなくとも、身体からだが自然に動く筈はずです」

「……」

「徐々に混ざり合う過去の記憶と知識、果たしてあなたは、自分が自分であると断言できますか？　彼の知識を奪う以前の自分と同じだという自分に、一瞬でも疑問を覚えた事はありませんでしたか？」

　脅おどすでも揺さぶるでもなく、淡たん々たんと、ただ淡々と質問を続けるヒューイ。

　フィーロを追いつめる事が目的ではなく、本当に純粋な質問。アンケートのような淡たん泊ぱくな問いかけに、やはり淡泊な答えを望んでいるかのような冷静な目つき。

　その目の奥に何か底知れぬ不ぶ気き味みなものを感じて、フィーロは背せ筋すじに汗をジワリと滲にじませる。

「お前は……何がしたいんだよ」

　思わず出てしまった問いかけに、ヒューイは暫しばし考えていたが──

「そうですね……私の最終的な目標は……あの『悪あく魔ま』をこの手で作り出す事なんですが……それもあくまで現げん段階での話かもしれません。いや……しかし……」

　後半は独り言のような声になり、自分自身を確認する為ための言葉を紡つむぎ始める。

　そして、暫しばらくの間をおいてフィーロに視線を向けると、まだどこか確信が持てないような声色で呟つぶやいた。

「先を……知りたいんでしょうね。私は」

「先……？」

「私はただ、知りたいだけなんです」

　奇き妙みような事を言い出した男に、フィーロは訝いぶかしげに問いただす。

「何をだよ」

「何かを、ですよ。対たい象しようはなんでも構いません」

　ヒューイは足を組み直し、フィーロと自分自身に言い聞かせる為の、長い長い独どく白はくを紡ぎ出した。

「何な故ぜ自分が生まれてきたのか？　生きることの意味は何か？　何故人ひとを殺してはいけないのか？　そういった、本能とは全く無む縁えんな事をわざわざ問いかける輩やからがたまにいるでしょう？　私も幼い頃に哲学者を気き取どってそんなことを考えた事もありましたが──直ぐに飽あきました。答えが出なかったわけではありません。答えが出すぎたんですよ。いくつも、何通りも。自分自身の解かい釈しやくで何通りも言葉を彩いろどり誤ご魔ま化かす事ができる。私はそんなものにはどうしても興味が持てませんでした。自分の中に答えがあるものを知っても、特に感かん慨がいが湧わかないんですよ。ですが……例えば、哲学者や無む邪じや気きな子供、悪人、善人、ひねくれ者、愚ぐ者しや、賢けん者じや……そうした自分以い外がいの誰かの出した答えを『知る』事は好きなんです。人の生きる意味と世界の真理など、人によって違うのが当たり前ですが──私はただ……全て。その全てが知りたいだけなんですよ」

「……全て？」

「今いま生きる人間、過去に生きる人間、これから生まれてくる人間。あるいは、生まれてはいなくとも、存在したかもしれない全ての人間。そうした『他者』の心を知りたい。……これが例の一つですよ。他にも、宇宙の果てには何があるのか？　物質の最小単たん位いは粒つぶなのか紐ひもなのか……時間を遡さかのぼる事は可能なのか、多た次じ元げん宇宙は本当に存在するのか？　そんな人間の生活に関わらない事から、窃せつ盗とう事件の真相は？　切り裂きジャックの犯人は？　数年前にＮＹを騒がせた殺人鬼き、アイスピック・トンプソンの正体は？　白しろ身み魚ざかなの煮くずれするタイミングは？　超ちよう能力は存在するのか？　虹にじの向こうには何があるのか？　そうしたものまで……全て、そう、全てですよ」

　徐々に言葉の抑よく揚ようを強めながら、狂きよう気き混じりの興こう奮ふんと共に語る白服の囚しゆう人じん。

「それらを全て知った時、私はどう思うのか？　そこにあるのは退たい屈くつか、それとも衝しよう撃げきか？　それとも全てを知った者にしか認にん識しきしえない新たなる謎なぞか……私はただ……そこまで辿たどり着いてみたいだけなんですよ」

「……んな事に、なんの意味がある？」

「そこに意味なんて無くていいんです。そこに辿り着いたという結果だけが唯ゆい一いつにして確実な意味なのかもしれません。それすらも答えは未だに闇やみの中ですから。ですから私は……全てを知る為ためだけに存在しているんです。それが許されない世界ならば、いっそ滅ほろんでしまえばいいと思うぐらいに──私は知る事を愛している。それだけですよ」

「逆に言えば……何かを知るためには、世界を滅ぼしてもいいって事か？」

「知るために、それが必要ならばね」

「……」

　──完全に、イカれてやがる。

　フィーロが目の前の男をそう断じて、如い何かにしてこの場から離れようかと脳のう内ないで計算していると──

「……ハハ……」

　その表情を見て、ヒューイが堰せきを切ったように笑い出した。

「ハハハハハハッ！　アハハハハハハハハ！」

「……？」

　──狂った!?

　フィーロがそう判断して後じさると、ヒューイは子供のような笑顔を浮かべたまま──フィーロに対して両肩を竦すくめて見せた。

「……なんてね」

「……え？」

　ポカンと口を開けるフィーロに、ヒューイは冷静な口く調ちように戻って言葉を紡つむぐ。

「そこまで痛々しい事を考えて行動していると思いましたか？　いやですねえ。世界よ滅ほろべなんて思ってたのは、子供の頃の話です」

「は？」

　ますます混乱するフィーロにヒューイが淡たん々たんと言葉の続きを吐はきだした。

「いえいえ、どうも私は人から見ると謎なぞが多いように見られているようでして。そういう人間だと思われているのではないかなと思いましてね。なに、話はなし半分に受け取って下さい」

　そこでようやく自分がからかわれたのだと気付き、フィーロの中に怒りと恥ずかしさと──僅わずかな安あん堵どが籠こもった感情がドロドロと、ドロドロと。

「て、てめえ……」

「言ったでしょう？　時々イタズラをしたくなると」

　──……。

　──飛びかかったら負けだ。飛びかかったら負けだ……！

　自らの筋肉がミシミシと鳴る音を聞きながら、フィーロは必死に自分が冷静である事を貫つらぬこうと試みる。

「お前……鍊れん金きん術じゆつ師しの中でも相そう当とう嫌われてたろ」

「友達は一人しかいませんでした」

「そいつは余よ程ほどの聖せい人じんか偽ぎ善ぜん者か馬鹿か物もの好ずきかマゾヒストだな」

「いいえ。彼は狂った偽ぎ悪あく者ですよ」

　そう呟つぶやきながら、ヒューイは静かに視線を逸そらす。

　この場にいない誰かを懐なつかしみながら、少しだけ寂しげに口を開いた。

「……彼は完全に気が狂っています。自分の目に映る世界の全てのものが幸せになるにはどうしたらいいんだろうか？　……そんな事ばかり考えてる奴やつでした。本気で、世界中の思想も宗教も立場も違う人達が、善人も悪人も余すことなく幸せになる方法があるんじゃないかとね」

「……まあ、確かにおかしな奴やつだが……お前よりは仲良くなれそうだ」

　フィーロはセラードの記き憶おくの中から、一人の奇き妙みような鍊れん金きん術じゆつ師しの顔を思い出しかけたが──今は特に関係あるまいと、心の中に止めておく事にする。

　やがて、完全に最初のペースに戻ったヒューイは、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。

「ともあれ……私は貴方あなたと協力関係を結びたいんですよ。時とき折おり、貴方にいくつかの質問をさせていただくだけでも構いません。セラードの記憶にあった研究成せい果かを『売りたい』と言うならば、私に払える範はん囲いでよければお支払いしましょう」

「……」

「そうすれば、私がエニスさんに関わる理由も無くなりますし、お互いに損はないと思うのですが。クリストファーにも、二度とエニスさんに近づかないように指し示じしましょう」

　それは、ヒューイからの初めての具体的な提案だった。

　フィーロは暫しばし考え込んでいたが、その結論を出す前に、ヒューイから具体的な制せい限げん時間の指定を告げられる。

「私は、あと数日はここに残るつもりですが──最後にもう一度だけ、貴方をここにお呼びします。その時に改めて答えを聞かせていただければ幸いです」

　つまりは『数日後に脱だつ獄ごくする』という意味に他ならない言葉だったが、フィーロは今いま更さらそれに驚きはしなかった。

「もしもその時ＯＫを頂ければ……、前まえ金きん代わりとして、私の『連れん絡らく手段』や看かん守しゆを味方に付ける方法。その情報を提供しましょう。大おお方かたヴィクターが気にしているのはそれでしょう？」

　全てを見み透すかす男に対し、フィーロは尚なおも言いたい事は色々あったのだが──

　結局、出てきたのはたった一つの疑問だけだった。

「お前……いったい何なんだよ」

　単純な問いかけに対し、ヒューイは口元に手を置いて数秒ほど考え、できるだけ無ぶ難なんな答えを吐はき出した。

「私は……ただの研究者です」




「ヴィクターやあの議員は、それが気にくわないみたいですが」




　　　　⇔




　いつの間にか戻って来ていた看守に連れられ、フィーロが部屋を去った後──

　ベッドの奥から、少女の声が響ひびき渡った。

「お父とうさん、お疲れ様！」

「ああ、ありがとうございますリーザ。そちらの首しゆ尾びは如何いかがですか？」

「んー……一人、なんか凄すごくおっかないのがいて邪じや魔ましてくるの！　人の腕ぐらいおっきいレンチを握った変な奴やつなの！　あいつ、頭がおかしいんだよ！　だけどすっごく強くて、『吸ラ血ミ鬼ア』のみんなも手も足もでなくって……。あ、でも大丈夫！　あいつの事は詳しく解わかったし、丁ちよう度どいいの！　丁度良い人質を見つけたから、近い内になんとかできるよ！」
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「そうですか、それは良かった」

　優しく笑うヒューイだったが、ふと、娘の表情がいつもと違う事に気が付いた。

「……？　どうしたんですか？」

「お父とうさんがあんなに楽しそうに笑うの、初めて聞いた！　あのアイザックって人と喋しやべってた時も、あのフィーロっていうスパイと喋ってた時も、凄く凄く楽しそうだった！」

　驚きと嫉しつ妬とが混じった声で言うリーザに、ヒューイは静かに微笑ほほえみかける。

「はは、リーザ。私が初めて会う人間と仲良くしてて嫉妬しましたか？」

「うん！　嫉妬した！　キィィって嫉妬するもん！　あいつらなんか死ねばいいのに！　ねえねえ、殺しちゃダメ？」

「駄だ目めです。それに、彼らは不ふ死し者ですからね。リーザには殺せませんよ」

「うー……」

　悔くやしそうに俯うつむくリーザだったが、まだ納なつ得とくできないように、父親へと食い下がった。

「でもでも、今日のお父さん、本当にいつもと少し違ったよ？」

　不安そうに尋たずねる娘の声に、ヒューイは静かに答えを紡つむぎ出す。

「アイザックさんと話していたら……少し昔を思い出したんですよ」

　古い友人の事と、遠い日の自分を思い出しながら──




「彼……似にてるんですよね……性格というか、頭がおかしい所というか……」
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マジソンスクエア公園ガーデン




「シャーネを……泣かせたな？」

　黒くろ服ふく達に囲まれる、黒いドレスの少女と赤あか毛げの青年。

　物語で言えば危き機き的てき状況とも言える構こう図ずだが──赤毛の青年は至って余よ裕ゆうの表情だった。

「お前ら……拳こぶしで目を殴なぐり潰つぶして同じ量の涙を流させてやるからそう思え」

「はぁ？　い、いや、泣いてねえだろうがよ？」

　スパイクの批ひ難なんに対し、赤毛の青年は悲しげに首を振る。

「お前達には聞こえないのか？　悲しみに暮れて泣くシャーネの声が。助けを求めるその声が……具体的に、俺だけに聞こえるその声が！」

「おいおいおい、なんだこのイカレポンチは。どこの阿あ片へん中ちゆう毒どくだぁ？」

「馬鹿な事を言うな。薬には頼らない。信じる心さえあればテンションは何ど処こまでだって上げられるし、そうすればシャーネの声だって聞けるんだぞ？」

「おい、『元』フェリックスの旦だん那なよぉ、あんた、本当にこんな奴やつに名前売うったのか!?　つーか、なに？　こいつも殺し屋かなんかなのかよ？」

　盲もう目もくの男の叫びに、『元』フェリックスは大きな溜ため息いきを吐き出すだけだった。

　一方、赤毛の青年──クレア・現フエリツクス・スタンフィールドウオーケンは、不ふ思し議ぎそうな顔をして盲目の男に目を向けた。

「ああ、思い出した」

「……？」

　空気を読まないクレアの声に、スパイクは眉まゆを顰ひそめながらそちらに耳を傾ける。

　先せん刻こくから心しん中ちゆうにわけの解わからないサイレンが響ひびき続けるスパイクだったが──

　次のクレアの呟つぶやきを聞いた瞬間──

「お前、あの列車に乗ってた狙そ撃げき屋やだろ」

　警けい報ほうの音量が爆発的に上がり、人数の優位による彼の余よ裕ゆうを突き崩した。

　易やす々やすと。あまりにも易々と──




「なんだよ……顔面から落としてやったのに……良く生きてたな、お前」




　　　　⇔




ＮＹ某ぼう所しよ　捜査局特とく別べつ事務所




　公園で黒くろ服ふく達が混乱していた時──更なる混乱に満ちた場所があった。

　炎えん上じようこそは免まぬがれたものの、燻くすぶった黒こく煙えんをブスブスと立ち上らせる事務所の中──複数の人ひと影かげが、咳せき込みながらムクリムクリと起きあがる。

　爆ばく風ふうに巻き込まれてひっくり返ったものの、ヴィクターはなんとか意識を失わずに済んだ。

「くそ……お前ら、無事か……？」

　周囲を見回すと、机の上は爆風で酷ひどい有あり様さまになっていたが、机つくえ自体は殆ほとんど動いた様よう子すは無い。

「あー……肉体的には無ぶ事じです、はい」

「何事ですか、今のは……」

　机の下から無む傷きずの部下二人が顔を出したのを見て、ヴィクターは思わず安あん堵どの息を漏らす。

「無事だったか……良かった」

「んー……」

「……」

「？　どうした？　お前ら」

　不ふ思し議ぎそうな顔で見つめる二人の部下に尋たずねかけると、彼らはなんの遠えん慮りよもなく言葉を返す。

「いや、そんな普通に気き遣づかわれたのが初めてだったのもので」

「えー……私も長く貴方あなたの部下をやっていますが、その、感動に涙を流していいですか」

「……こ、こいつら……」

　顔を真まっ赤かにして歯ぎしりするヴィクターだったが、すぐに現在の状況を思い出し、爆ばく心しん地ちの方へと足を向ける。

「ふん……爆ばく弾だんで俺達を足止めとはな……こんなもので我々をどうにかできるつもりだったのか？　で、奴やつは既すでに逃げたか？」

　先せん刻こく、男が立っていた場所には何も残っていない。恐らく間かん一いつ髪ぱつの所で逃げ出したのだろう。

　ヴィクターがそう結論づけようとした瞬間──水を差すように、ビルが気の抜けた声を出す。

「あー……いや、充分過すぎる程ほどに足止めされたと思います……」

「なんだ？　どういう事だ」

　ヴィクターが振り返ると、ビルは窓まど際ぎわから外の光景を眺ながめていた。

　一階に位置するこの部屋からは、通りの様よう子すが丸まる見みえとなる。

　部下の視線を追って、ヴィクターが窓の外を覗のぞき込むと──

　爆ばく風ふうで吹き飛ばされたと思おぼしき先刻の男が、窓の外で全身血ち塗まみれになって倒れていた。

　手足は奇き妙みように捻ねじれ、首が異常な方向に曲がってピクリとも動かない。道路に散さん乱らんした血の量を見ると、生存している事を期待するのは難しいだろう。

　更にまずい事に──その周りには、爆発を聞きつけて集まった野や次じ馬うまが数十人単たん位いで取り囲んでおり──窓から顔を出したヴィクターの顔を遠とお巻まきに凝ぎよう視ししている。

　遠くからパトロール隊の警官が駆かる馬のひづめが響ひびき渡り──ヴィクターは脳のう内ないの血管を一本切ったが、不ふ死し者なのですぐに再生して事なきを得た。

「やってくれたな……ヒューイ・ラフォレット……！」

　そして──物もの言いわぬ肉にく塊かいを見下ろして、悔くやしさに歯ぎしりを繰り返す。




「やはり……捕らえた時点で俺が『喰って』おくべきだったか……！」




　　　　⇔




ミリオネア・ロウ　ジェノアード邸てい




「わあぁあぁぁぁぁぁ、グラハムさんが……グラハムさんがぁ……！」

「ほらほら、もう泣かないの。グラハムさんなら絶ぜつ対たい大丈夫だから」

　ラジオから流れてくるニュースを聞きながら、ジャグジーは再び半はん狂きよう乱らんに陥っていた。

　何とかジャグジーを慰なぐさめた面々は、楽しい話題でも探そうとラジオをつけた先でシカゴのニュースを聞いてしまい、ジャグジーならずとも不安を感じてたのだが──ニースだけは、ニッコリと微笑ほほえんで刺青いれずみの青年をなだめ続ける。

「だ、だってだってニース！　三百個だよ三百個！　爆ばく弾だんがそんなにたくさんあるなんてどう考えたっておかしいよ！　きっとシカゴはもうすぐなくなっちゃう！」

「大丈夫、ジャグジー。三百個なんて大したことないよ」

「ど、どうして？」

　自信に満ちたニースの言葉に、ジャグジーはキョトンとした表情で尋たずね返した。

　すると、眼がん帯たい眼鏡めがねの少女はどこかうっとりとした表情で微笑みながら──

「だって、私の部屋だけでも五百個ぐらい……」

「あぁぁぁ、言わないでそれ以上は怖いから言わないでぇ！」

　耳を塞ふさぎながらジャグジーがブンブン首を振る。

　そんないつも通りの光景が繰り返される邸てい内ないだったが、そこに呼よび鈴りんが鳴り響ひびき、いつもと違う空気を邸内に響かせた。




リリン　リリリン




　突然の呼び鈴に、不良達たちは互いに顔を見合わせる。

　この別荘には郵便が届く事も殆ほとんど無く、ジャグジー達の知り合いなら一いち々いち呼び鈴など鳴らさない場合が多い。

「誰だ？」

「なんにせよ、ジャグジーが泣いてる時に来る客なんざろくなもんじゃねえさ」

「ジャグジーの泣き声はトラブルを呼び寄せるからな」

「くそ……ジャグジーめ、またかよ！」

「いい加か減げんにしろ！」

「お前の悲しみが、より多くの人を悲しませるとは思わないのか……！」

「少しは涙なみだ冥みよう加がに生きろよ……！」

「控えろ！」

「ひゃッはれ！」

　好き勝手な事を言う仲間達に、ジャグジーは思わず泣きやんで抗議の声を口にした。

「ええッ!?　なんで僕が責められてるの!?」

　両目を拭ぬぐってブツブツと呟つぶやきながら、不良達のリーダーが玄げん関かんのドアに歩み寄る。

「全くもう……そんなトラブルなんて言ったらお客さんに失礼だよ！」

　そして、赤く腫はらした目に笑顔を浮かべ、勢いよく扉を開くと──

「よぉ、久しぶりだな」

　そこにはスキンヘッドに刺青いれずみを入れた、特とく徴ちよう的過ぎる眼鏡めがねの男が立っており──ジャグジーに向かって、懐なつかしむように右手をあげた。

「……ティムさん！」




「いやあ……良かった！　無事だったんだね！　本当に良かったぁ！」

　玄げん関かんの外に居たのは、一組の男女だった。

　一人は眼鏡をかけたスキンヘッドの男──ティム。

　女の方は、背中に棒状の包みを背負った気の弱そうな女──アデル。

　共にジャグジーの知り合いであり、彼らに誘われて１年前に『ミストウォール事件』に巻き込まれる事となったのだが──ジャグジーはそんな都つ合ごうの悪い事など忘れてしまったかのように、単に『知り合いが無事だった』という事に純粋な喜びの声を上げていた。

「アデルさんも怪け我が治ったんですね！　良かったぁ……」

　ティムの陰に隠かくれるように立っていた娘は、突然ジャグジーに笑顔を向けられて、戸と惑まどったように言葉を返す。

「あ、あの……私……そのッ……」

「？　どうしたの、ぼ、僕、なにか変なこと言いました？」

　露ろ骨こつに狼ろう狽ばいするアデルを見て、焦ったようにティムを見るジャグジーだったが──ティムは溜ため息いきを一つ吐くと、呆あきれと感心が複雑に入り混じった表情でジャグジーの顔を見つめ返す。

「おまえ……凄すごいな。自分の事を殺しかけた奴やつを良く心配できるもんだ」

「えッ……？　……あッ……！」

　ようやく１年前の事を思い出したのか、ジャグジーはアデルを見て僅わずかに青ざめながらも、それでも笑顔を絶やさぬように口を開き続けた。

「で、でも、ほら、あの時は凄い混乱してたから仕方ないですよ！　それに……僕達だって、人を殺した事が無いわけじゃないから……」

　最後の方は消え入るような声になり、一瞬だけ沈ちん黙もくしたが──すぐに気を取り直し、突然の来客に対して用件について尋たずねかける。

「あ、あの、今日はどうしたんですか？」

　対するティムは淡たん々たんとしたもので、用意していた答えを特に感情も交えずに語り出す。

「グラハム・スペクターって知ってるだろ？」

「えッ……」

　知っているどころか、ジャグジーはつい先せん刻こくまでその安あん否ぴを心配して泣いていたばかりだ。

　グラハム・スペクター。

　何な故ぜその名前がここで出てくるのかと不安に思う暇ひまもなく──ティムは、淡たん々たんと自分達たちの所属する組織について語り出す。

「俺らの組織の事は知ってるよな……」

「ええと、確かシャーネのお父とうさんの」

　話が早いとばかりに頷うなずくと、ティムは困ったような顔になって続きの言葉を吐き出した。

「そうだ。ヒューイ・ラフォレット……その旦だん那なの指し示じで、シカゴで動いてる連れん中ちゆうがいるんだけどよ……そいつらと、あんたの知り合いのグラハムって奴やつが、ちょいと揉もめ事を起こしてるらしいんでな」

「グラハムさんが……!?」

　唐とう突とつ突な物言いに、ジャグジーは思わず叫び声を上げ、廊下で様よう子すを窺うかがっていた不良達も互いに顔を見合わせる。

「そ、そんな！　揉めてるってどうして!?　グラハムさんをどうする気なんですか!?」

「いやいや、逆だ。シカゴにいる連中が、そのグラハムって奴をどうにもできなくて仕方ないらしい。正直、手も足も出ないそうだ」

「はあ」

「そこで、だ。『吸ラ血ミ鬼ア』の連中は考えたわけだ。誰か、そのグラハムの知り合いを人質にとって言う事を聞かせようってな……」

　嫌な予感がした。

　ジャグジーは何故か背中に汗が湧わき出るのを感じながら、おそるおそる目の前の青年に尋たずねかけた。

「あの……人ひと質じちを取るなんて酷ひどい事はしない方がいいという僕の意見を強く強く強く言った上で聞きますけど……その……誰を、ですか？」

「お前ら、グラハムと仲が良かったらしいじゃないか」

「あぁぁぁぁぁぁぁぁあああああぁぁ！　やっぱりぃ！」

　悲鳴を上げて後じさるジャグジーと、それに呼応して緊きん張ちようを走らせる不良達。

　だが、ティムは両手を上げて敵意の無い事を示しながら、安心させるように苦にが笑わらいを浮かべて呟つぶやいた。

「落ち着けよ。安心しろ。少なくとも俺は、お前らを巻き込むつもりはねえよ」

「えッ、ほ、本当ですか？」

　まんまと安心させられたジャグジーは、心の底からの安あん堵どの笑顔を浮かべたのだが──その笑顔を掻かき消すように、ティムが不安を煽あおる言葉を口にする。

「ただし、今回は俺が直接仕し切きってるわけじゃねえからな……ラミアの連中が、お前に目を付ける可能性が無いとは言い切れない」

「そんな！」

「ま、あんたには強い仲間もたくさんいるようだし……リーザも、もっと人質に取りやすい状態の奴を見つけた、とかなんとか言ってたしな……安心していいと思うぜ」

　不安にさせるだけさせておいて、ティムは用は済んだとばかりに踵きびすを返す。

「ただ、何が起こるか解わからないからよ。巻き込まれないように気を付けろ……双ふた子ごは、必ずそこにいる。絶対にそうとは限らないが、常にその気構えで行動した方がいい」

　奇き妙みような事を言いながら、ティムはジェノアード邸ていを後にする。

「もしも本当に双子がそこにいるなら……そいつは決して裏切り者じゃあないかもしれないが、確実に情報は外に漏れるだろう。シャムとヒルトン……『双子』ってのは、そういう連れん中ちゆうだ」




「あの……ジャグジー……さん……以前は……本当に……すみませんでした……」

　ポカンとした表情でティムを見送ったジャグジーに、その場に残っていたアデルが改めて頭を下げる。

「えッ!?　あ、ああ、大丈夫ですよ！　本当にもう気にしてませんから！」

　手と首をブンブン振りながら紡つむがれたジャグジーの言葉に、アデルは小さく微笑ほほえみ、そのままティムの後を追ってジェノアード邸を後にした。

　その時の詫わびだとでも言うかのように、奇妙な独り言を呟つぶやきながら。

「双子は……奇妙な存在です。一つの名前が千の貌かおを統とう括かつする。逆もまた然しかり……です」




「双子は……強いとか、弱いとか……そういうんじゃないんです……。私でも……あのフェリックスとかいう化ばけ物ものでも……多分、殺せても殺せない……です」
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アルカトラズ島　深夜　ブロードウェイ




「なんか……嫌な日だ」

　消しよう灯とう時間が過ぎた暗くら闇やみの中──毛布にくるまりながら、フィーロは独り言を呟つぶやいた。

　ヒューイと会ってから数日。

　フィーロは黙もく々もくと、囚しゆう人じんとしての生活を続けていた。

　低い天てん井じように圧迫されての寝起き。

　一日十六回の点てん呼こ。

　単調な懲ちよう役えき作業。

　厳きびしい戒かい律りつ。

　その全てにうんざりして、終しゆう身しん刑けいの身でこの島に収しゆう監かんされた者を心しん底そこ同情するに至る。

　独どく房ぼうもあの後あと一晩体たい験けんしたが、率そつ直ちよくな感想は『奴ど隷れい船の商品ってのはこんな感じなのかもな』という所だった。正直な話、二度と行きたくはない場所だ。

　アイザックと話す食事時間以い外がいにせいぜい気が楽になったことと言えば、僅わずかに与えられた自由時間や、図書室で大おお柄がらで面めん倒どう見みの良いイタリア人と出会い、フィーロの父親の故こ郷きようであるナポリの話を聞かせて貰もらった時ぐらいのものだった。

　例の看かん守しゆがヒューイの手下である事を伝えようかとも思ったが、なにしろこちらからミズリーに接触する方法が無い。ミズリーとしても、フィーロのような一いち囚しゆう人じんを何度も呼び出すのは危険だと判断しているのだろうが、フィーロとしては無意味な数日を過ごす羽は目めとなり、なんとも言えずにやるせない気分になる。

　今日も１日を終え、時とき折おり廊下を反はん響きようする靴音に神経を使いながら──

　寝ぼけ半分で、独り言を呟つぶやいた。

「あの三人の中で……やっぱり誰かが……他の誰かの指示で来た奴やつなのか……？」

　やや大きめの声で、隣となりの房ぼうにも聞こえ兼ねない声だったが、フィーロは特に慌あわてて目を覚ますような事はしなかった。

　両隣の房に、今日は誰もいないという事を知っていたからだろう。

　今日は──普ふ段だん隣にいる筈はずのドラゴンもまた、地下牢ダンジヨンへと移送されている。

　フィーロもその現場には立ち会う事となり、凄せい惨さんな光景を目に焼き付け、とばっちりの返り血を浴びる事となった。




　昼下がりの運動場。

　初日にフィーロを『お嬢じようさん』と挑ちよう発はつした隙すきっ歯ぱの男を見つけ、さてどうやって首の骨を折ってやろうかと思し案あんしていた所──

　その男が下げ卑びた笑いを浮かべ、ドラゴンに何かちょっかいを出しているのが見えた。

　ドラゴンはひょろついた顔を歪ゆがませて、なにやら相手の耳元に口を近づけた。

　何か囁ささやかれると思ったのか、それとも息を吹きかけられる事を期待していたのかは解わからないが──隙っ歯の男が下卑た笑いを更に歪ませた瞬間──

　何の躊躇ためらいもなく、ドラゴンは男の耳を噛かみちぎる。

「いッ！　……？　え……あ……？」

　突然の痛みと衝しよう撃げき。何が起こったのか解らずに呆ぼう然ぜんと振り返る隙っ歯の顔に、口の中で噛み潰つぶした耳の肉を吹き付ける。

「あぁぁッ！」

　突然赤あかと肌はだ色いろの肉にく片へんに目を潰つぶされた隙っ歯は、狼ろう狽ばいして顔面を手で拭ぬぐおうとしたのだが──

　その腕の肉を更に噛みちぎり──運動場の片かた隅すみを、悲鳴と血ち飛沫しぶきが埋め尽くした。




　周囲は騒そう然ぜんとした空気に包まれたが、ドラゴンは『美う味まいが……モゴ……このおっさんの肉だと思うと気持ち悪い』と言って肉を吐はき出し、返り血を拭ぬぐいながら歩み寄ってきたフィーロに対し、いつも通りの歪ゆがんだ笑みを投げかけた。

「よお、フィーロ。かかっちまったか？　悪ぃ悪ぃ」

「何やってんだか……」

「いやぁ、あの変へん態たい、『東とう洋よう人じんは大人おとなでもガキの顔してるってのは本当だな』とか、下らねえジョークを言ったもんだからよぉ」

「ああ、やっぱそういう奴やつか」

　フィーロは特に驚いた様よう子すもなく、ただ呆あきれた顔で首を振る。

「俺が地じ獄ごくを見せてやろうと思ってたのに」

　皮ひ肉にく半分、本ほん音ね半分の言葉をかけると──ドラゴンは血の滴したたる口元をニタリと歪ませたまま、フィーロの肩をポンと叩たたく。

「いや、まあ、誰でも良かったんだけどな」

「……？」

　どういう意味なのか聞こうとしたのだが、彼らはすぐに駆けつけた看かん守しゆ達に取り囲まれ、そのまま隙すきっ歯ぱは刑けい務む所しよ病びよう棟とうへ、ドラゴンは即そく座ざに『地下牢ダンジヨン』送りとなった。







　昼間の惨さん劇げきを思い出しながら、フィーロは静かに考える。

　ドラゴンがいないのは当然として、反対側の房ぼうにいる黒人の大おお男おとこ、ギグも未だに地下牢ろうから戻ってきてはいなかった。あれだけ反抗的な態度を見せたのだから、少なくとも10日は入れられるだろうと噂うわさされていた。

　そして、更に奇き妙みような事が一つ。

　これは直接見みたわけではないが──あの白人の小こ男おとこも、現在『地下牢』にいると耳にした。

　なんでも『あのデカブツに殺される……！』と言って、脱だつ獄ごくを図ったらしい。

　威い嚇かく射しや撃げきであっさりと気き絶ぜつした彼は、そのまま彼の恐れるギグの待つ地下牢へと運ばれていったとの事だった。

　もっとも、一つ一つの部屋は厚い壁によって遮さえぎられていた為ため、互いにどうこうできる状態ではないだろうし──もしそんなことができるならば、ラッドとギグの間で壮そう絶ぜつな殺し合いが起こっているかもしれなかった。

　──それにしても、俺と一緒に来た三人と、最初に仲良くなった奴が揃そろって地下牢に居るとはな。

　全く因いん果がな話だと思う一方で、何か奇妙な違い和わ感かんを抱いているのも事実だった。

　──もしもあの三人の中に、誰か『特別な奴』がいるとしたら……目的はなんだ？

　フィーロが思し案あんを巡らせていると、今こん晩ばん何度目かの足音がブロードウェイに響ひびき渡る。

　遠くに響くライフルの音と合わさって、囚しゆう人じん達の精神をすり減らす恐怖の合がつ奏そうとなって鉄てつ格ごう子しの奥へと染み渡る。

　ところが──その歪いびつな演奏が、ピタリ、と止まる。

　ライフルの音だけは引き続き響いていたが、足音だけがゼンマイのバネが途と切ぎれたように動きを止めた。

「……また、お前か」

　フィーロの眠る鉄格子の丁ちよう度ど真正面辺あたりで止まった足音の主は、尊そん大だいな態度で、通路の奥にいる看かん守しゆ達に扉を開けるよう指示をだす。

　無む機き質しつな音と共に開かれる扉の音。そして、引き剥はがされる毛布。

　全ては、数日前の夜と時と同じ流れでフィーロの意識を覚かく醒せいさせる。

　ゆっくりと目を開けた先で、フィーロが目の前に見たものは──

　毛布の奥から銀色に輝くナイフを取りだした、あの日と同じ看守の顔だった。

　看守はフィーロだけに皮ひ肉にくを込めた笑みを見せ、番ばん人にんとしての厳きびしい言葉を口にする。

「今度は……暫しばらく出てこれんかもしれんぞ」




　　　　⇔




アルカトラズ島　地下牢ダンジヨン




　光一つ届かない暗くら闇やみの中、ラッドは両目を大きく見開いたまま、足下の鎖くさりを弄いじっていた。

　ジャラジャラ、ジャラジャラ、ジャラジャラと。

　暗闇の中で囚人達にできる事は、眠りを除のぞけば、せいぜいその音を打ち鳴らす事だけだった。

　代わり映えの無い音は狭く区切られた煉れん瓦がの壁に反はん響きようし、何も見えない闇の世界の距離感を狂わせる。

　早い者は１週間足たらずで狂きよう人じんと化すこの独どく房ぼうだが、ラッドは今までの刑けい務む所しよ生活の中で、実に半分近くをこの独房で過ごしていた。

　狂うどころか、一いつ向こうに衰おとろえる様よう子すすらないラッドを前に、他の囚人達の多くは彼を強きよう靭じんな精神力の持ち主だと賞しよう賛さんしたが──

　数多くの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた囚人の一部は、とっくにラッドの本質に気付いていた。

【あいつは、最初から狂っているし、最初から光なんざ見ちゃいない】

　ラッドの持つ歪ゆがみは、暗闇と閉へい塞そく、孤こ独どくがもたらす発はつ狂きようとは全く別の次元で、限界まで捻ねじれきっている節ふしがあり──それ以上狂わせる事は誰にもできはしないだろうと。

「……」

　そんな狂きよう人じんは、今日も変わらずに鎖くさりを鳴らし続けるだけだったのだが──




　今日の暗くら闇やみは、やけに可愛かわいらしい声を紡つむぎ出した。

『ねえ』

「……」

『あなた、ラッド・ルッソでしょう？』

　ジャラジャラ、ジャラララと鎖くさりを動かしながら──ラッドはその声が、扉のすぐ向こう側から聞こえている事に気が付いた。

「……あんたが、アイザックの言ってた妖精さんテインカーベルかい？」

『妖精さん？　あの頭の悪そうなお兄にいちゃん、そんなこと言ってたんだ……。まるで子供みたいだよね。おかしいの……』

「まあ、なんでもいいや……それで……俺に何の用だ？」

　刑けい務む所しよ内に響ひびく少女の声。

　普通に考えれば、自分は狂ってしまったのだと判断することだろう。だが、ラッドはこの刑務所に入った時から、一つの確信があった。自分が殺したい男の存在が真実ならば──この刑務所では、どんなに非ひ常識な事が起きてもおかしくはないのだと。

　そして今、目の前からはあり得ない声が聞こえ──それどころか、錠じよう前まえの外れる音に合わせて──扉がゆっくりと開き始めたではないか。

　ジャラ　ジャラララ　ジャララララ

　鎖を弄もてあそび続けるラッドの前に、小さな手に握られたランタンの淡い炎ほのおが煌きらめき──

「おじさんの大事なお友達に、グラハム・スペクターって人がいるよね？」

　扉から現れた黒くろ髪かみ金きん眼がんの少女が、無む邪じや気きな笑顔を浮かべ、残ざん酷こくな事を口にした。

「今からその人を殺すから……人ひと質じちになって欲しいの！」




「それでね？　それでね？　……その後は、そのまま死んじゃってほしいの！」




　　　　⇔




「おや……遅かったですね」

　地下牢ダンジヨンのさらに地下。

　看かん守しゆに連れられてやって来たフィーロは、再び純白の囚しゆう人じんと相あい対たいする。

　ヒューイ・ラフォレットは先日と同じ格かつ好こうで椅い子すに座り、フィーロの顔を見て手にした新聞を折りたたむ。

「いやあ、ここの所長は厳きびしい上に有能で、全く雑誌や新聞などは見られなかったのですがね……ミズリーさんが私の直ちよく属ぞく担当になってからは、部屋に娯ご楽らくが増えてなによりです」

　横に投げ捨てられた新聞には、シカゴの都市名と共に爆発や誘ゆう拐かいなど興味深ぶかい文字が躍おどっていたが、フィーロは特に興味を示さず、ただまっすぐにヒューイの事を見つめている。

　ヒューイはそんなフィーロの態度を興味深ぶかげに観察しながら、淡たん々たんと本題を切り出した。

「それで……如何いかがでしょう？　考えて下さいましたか？」

「……条件がある」

「条件？」

「俺は……命も過去も未来も……偉大な頭とう領りようであるモルサ・マルティージョとそのファミリーに捧ささげている。あんたがうちのファミリーと正式な『取引』を行った上でなら、俺はいくらでも協力しよう。個人的な判断で、俺の知識を他人に売り渡すわけにはいかない」

　フィーロの形式張ばった答えを聞き、ヒューイはふむ、と一息ついて言葉を返す。

「エニスを助ける為ためにこの島に来たのは、個人的な判断ではないと？」

「あいつは、俺の家族だ」

　堂々と言い切るフィーロに、ヒューイは表情を変えぬままで相あい対たいし続ける。

「なるほど……貴方あなたのファミリーと取引する、というのも興味深い話ではありますが、マイザーの性格を考えると……協力していただくのは難しいかもしれませんね」

「そういう事だ」

「では、私の情報もいらないと？」

「……大体、予想はついてるさ」

　苦く笑しようを浮かべて首を振ったフィーロは、自分の脳のう味み噌その奥に眠る『他者の記き憶おく』を紡つむぎ、そこから推測した事実をヒューイに対して突きつけた。

「去年よ……あんたの部下のクリストファーが言ったんだよ。『自分達たちは、盗み出されたセラードの技術を応用して作られた』ってな……」

「……やれやれ、口の軽い」

「だからよ、今、ドアの外にいる看かん守しゆとかを見てて思ったわけだ。もしかして、お前の連れん絡らく手段ってのは──────」

　確信に迫る言葉を紡ぎかけた、その刹せつ那な。

　フィーロの背後で、扉の開く音がした。

　反射的に振り返ると──

　ドアの外では、フィーロをここまで連れてきた看守がうつぶせに倒れており、その身体からだを踏み越えるかのように──一人の男が顔を出す。

　その姿を見て、ヒューイはやはり表情を変えぬまま呟つぶやいた。

「おやおや、貴方あなたをここに呼んだつもりはないのですけれどね……」

　続いて──納なつ得とくするような微笑ほほえみをほんの僅わずかに浮かべ、眼前の侵しん入にゆう者へと問いかける。

「つまり……貴方が『ネブラ』の派は遣けんした殺し屋……。情報が確かなら、フェリックス・ウォーケンさん、というわけですか」

　僅かに冷え込んだ空気の中で──白人の小こ男おとこが、苦く笑しようしながら言葉を紡つむぐ。

「その名前は……ずっと昔に人に売り渡したよ」




「今は……ただの名無しの存在だ」




　　　　⇔




ＮＹ　マジソンスクエア公園ガーデン




　時間は、数日前に遡さかのぼる。




「あッ……あ……糞くそ、待てよ……ちょっと待てよ……！　う、う、嘘うそだろおいよぉッ！」

　相手の正体と、自分の中に鳴り響ひびく警けい報ほう音の理由を知ったスパイクは──両手の杖つえを握り締め、即そく座ざに周囲の黒くろ服ふく達に指令を下す。

「てッ撤てつ退たいだ！」

「えッ……」

　あまりにも唐とう突とつな撤退命令。

　相手はたったの二人という絶対的有ゆう利りな筈はずの状況からの撤退に、黒服達は混乱してスパイクの顔を見る。

　その息づかいを耳にしたのか、スパイクは一人で踵きびすを返しながら、更に撤退を叫び続けた。

「馬鹿野や郎ろう！　いいから一いつ旦たん撤退だ！　逃げるっつってんだよ！」

　盲もう目もくとは思えぬ程ほどの勢いで走り出すスパイクに続いて、頭に疑問符ふを浮かべながら後に続く黒服達。それを見たクレアは、首をコキリと鳴らして走り出す。

「おいおい、逃がすと思って……」

　次の瞬間──走り出したばかりの身体からだがクルリと宙に浮き上がる。

　クレアの横にはいつの間にか黒ずくめの男──『元』フェリックス・ウォーケンが前まえ屈かがみに立っており、走り出したクレアの足を器き用ように掴つかみ上げ、勢いよく上半身を跳ね上げた。

　後ろからその光景を見ていたシャーネは思わず息を呑みこんだが、先せん刻こくの彼女と同じような事じ態たいにはならなかった。

　空中を回転しかけたクレアは、そのまま右手で『元』フェリックスの唇くちびるに指をかけ──相手の動きを止めると同時に、自らは体勢を器き用ように動かして相手の眼前へと降り立った。

　クレアの着地と同時に唇くちびるから素早く指を剥はがした男は、眉まゆ一つ動かさずに、眼前の赤あか毛げの男に問いかける。

「……聞きたい事がある」

「……やるな、お前」

　対するクレアも、相手の顔をマジマジと睨ねめ付けた。

　睨にらんでいるというよりも、素直に感心するような表情だ。

　黒ずくめの男は目を細めながら、単純に問いだけを投げ返す。

「フェリックス・ウォーケンと名乗ったが……その名前、誰から受け継いだ？」

「俺？　まあ、詳しくは言えないけどよ……俺は──30ぐらいのイカス姉ちゃんから買った」

　クレアの言葉に、一歩離れた場所に居たシャーネが目を丸くした。

　フェリックス・ウォーケンという名は、以前別べつの殺し屋から譲ゆずり受けた名だと聞いていたが、名前からして、てっきり男性だとばかり思っていたからだ。

　対する黒ずくめは、目を更に細めながら独り言を口にする。

「そうか……短い間に随ずい分ぶんと代替わりしたんだな」

　そして、そのままクレアへと背を向け、車のエンジンをかけているスパイク達の元へと歩き出した。

「……いずれ、また来る」

「おい、待……」

　引きとめようとするクレアの腕を、先にシャーネが掴つかんで止めた。

「ん？　どうしたシャーネ？　ど、どこか痛いのか……!?」

「……。……、…………、……ッ！」

「ジャグジー達が心配だって？　……。ああ、そうだな……解わかったよ」

　クレアは真剣なシャーネの表情を見て、降こう参さんだというように両手を上げる。

　そして、シャーネの肩を強く抱き寄せながら、去りゆく黒ずくめの背中に呼びかける。

「おい、お前のボスに言っておけよ」

「……なにをだ？」

「相手を見て、喧けん嘩か売れってな」

「……伝えておこう」

　片手を上げる『元』フェリックスに、現在のフェリックスは、少しだけ気になった事を問いかけた。

「ところで……お前は、どんな奴やつに売ったんだ？　フェリックスって名前をよ？」

　そこで男は足を止め──当時の自分を懐なつかしむように、空を仰ぎながら言葉を返す。

「俺が売ったのは……一人じゃなかった」




「東とう洋よう人じんと、黒人と、白人と──」




　　　　⇔




数日後　アルカトラズ島　特別独どく房ぼう




　白人の小こ男おとこの後ろから現れたのは──

　両腕に刺青いれずみをした東洋人。

　そして、全身に傷を持つ大おお柄がらな黒人だった。

「よッ、また会ったねぇ。フィーロ」

「ドラゴン……」

　フィーロの呟つぶやきに、ドラゴンはニカリと笑いながらウインクをして見せる。

　黒人はまだラッドにやられた傷が癒いえていないのか、顔面を大きく腫はらしたまま無言でヒューイを見つめている。

「……なるほど」

　三人の様よう子すを見たヒューイは、納なつ得とくがいったというように目を細めた。

「つまり……三人とも、というわけですか」

「はぁ？」

　フィーロは何がなんだか解わからないという顔で三人とヒューイを交こう互ごに向き直る。

　そんなフィーロを気に掛ける事もなく、三人の新入り達はゆっくりと部屋の中に散さん開かいする。

　ドアを背にして立った小男が、両肩を竦すくめながら言葉を返す。

「さぁな。お前の知る必要は無い事だ」

　不ふ敵てきな笑みを漏らす小男は、刑けい務む所しよ内で見せていた『常にオドオドした臆おく病びよう者』というイメージとはまるで逆の印いん象しようを与えている。

　対するヒューイは、暫しばし状況を考え──

「いや……貴方あなた達をここに案内した人の事を考えると、四人という事になりますか……」

「流石さすがに鋭いな」

　小男が指をパチリと鳴らすと──扉の陰から更に一人。フィーロをここに連れてきた者とは別の看かん守しゆが姿を現した。

　その手にはライフルが握られており、広かった筈はずの部屋をこれ以上ない程ほどに狭く感じさせた。

「送り込んだのは……囚しゆう人じんというよりも、寧むしろ看守がメインだったわけですか」

　薄く笑うヒューイの言葉に、四人の闖ちん入にゆう者しや達はそれぞれ別の表情を浮かべ、薄ら笑いを浮かべたドラゴンが、歯をカチカチと打ち鳴らしながら代表して言葉を返す。

「ま、そんな所かもしれないねぇ」

「いやいや、待て、ちょっと待ってくれ」

　一人浮き上がった状態となったフィーロは、ヒューイに向かって微び妙みような表情で問いかける。

「おい……なんなんだよ、こいつらは」

「フェリックス・ウォーケン。名前ぐらいは聞いた事ありませんか？」

「へ？　いや……そりゃまあ」

　何とも微妙な顔をして頷うなずくフィーロに、ヒューイは静かに言葉を吐はき出した。

　その表情には余よ裕ゆうも見て取れるが、仮にピンチだとしても同じ表情をしているかもしれない。

　そんな事を考えるフィーロの耳に、やはり聞き慣れた会社の名前が飛び込んできた。

「ネブラに雇われている、専せん属ぞくの殺し屋ですよ。もっとも、私も名前しか掴つかんでいなかったので……まさか四人組とは思っていませんでしたが」

「その情報は正確じゃあないねぇ」

　歯を剥むき出しにして笑いながら、ドラゴンがフィーロとヒューイに誇らしげに胸を張る。

「それまでは単なる殺し屋の象しよう徴ちようだったけどよぉ……ＮＹで『便利屋』という称しよう号ごうを生み出したのは俺達さぁ」

「喋しやべり過ぎだ」

　看かん守しゆの服を着た男が、威い圧あつ感かんを持った声で仲間の言葉を窘たしなめる。

　更にその威圧感を下げぬまま──看守はライフルをフィーロに向けつつ、ヒューイとは別の意味で感情の薄い表情で睨にらみ付けた。

「それで……貴き様さまは、なんだ？」

「……どう説明したもんか迷ってるんだが、時間をくれる気は？」

「残念だが全く無い。貴様を始し末まつするかどうかは後で決めるとして──とりあえず、我々は仕事をさせて貰もらう事にしよう」

　そのままフィーロを無視して、じわじわとヒューイへの距離を縮めつつある三人。小こ男おとこの実力は不明だが、少なくともドラゴンとギグが喧けん嘩か慣なれしている事は確かだった。

　ヒューイの表情は落ち着いたままだったが、暫しばしの思し案あんの後、フィーロに向かって弱気な言葉を吐きかける。

「私は喧嘩は弱いのですけれど、助けて下さるつもりは？」

「残念だが、全く無い」

　看守の言葉を真ま似ねて返すと、ヒューイは『でしょうね』と言った顔で笑い、ゆっくりと椅い子すに手をかける。

　殺し屋達は一いつ斉せいに緊きん張ちようの面おも持もちを見せ、誰が最初に動くのかという緊張に包まれたのだが──その緊張の中に、入り込んでくる音があった。




　カッ……

　　　　　　　　　　　カッ……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カッ……




　それは──靴の音だった。

　薄うす暗ぐらい廊下の奥から、靴を履はいた何かが近づいてくる音。

　扉は、看かん守しゆが入ってきた時点で半分閉とじてしまっている為ために、外の様よう子すが窺うかがい知れなくなっている。窓は見えるが、屋内の光を反射して薄暗い廊下の光景を映さない。




　カッ……　　　カッ……　　　カッ……




　時計の針か、あるいは振り子を思わせる一定のリズム。

　無む機き質しつなリズムは室内の緊きん張ちようを余よ計けいに高め、誰もがその音の正体に注目し、全員の視線が半開きへの扉へと注そそがれた。

　その瞬間──

　靴音が止まったと思うと、ほんの一ひと呼吸の間をおいて、爆発的な衝しよう撃げき音が室内に反はん響きようした。

「──────ッ！」

　あまりの音に、誰もが耳を身体からだを竦すくめたが──跳ね返ったのは、音だけではなかった。

　衝撃音と共に半開きのドアがひしゃげ曲がり、壊れたドアノブが勢い良く外れ、室内の床を小こ気き味みよい金属音と共に跳ね返る。

　そんな派は手でな瞬間の後に、扉の開かれた場所から現れたのは──

「こんばんは、こんばんは。そして初めまして、さらに言うならサヨウナラだねぇ。囚とらわれのピーターパン。永遠の少年さんよぉ」

　この刑けい務む所しよの中で、

　誰よりも自然に、

　誰よりも楽しそうに、

　そして、誰よりも歪ゆがんだ笑みを浮かべる、一人の殺人鬼きの姿だった。

　歪いびつな鉤かぎ爪づめには鉄の鎖くさりが絡みついており──その先には、体中を鎖に巻かれた、一人の少女の姿があった。

「リーザ……」

　少女の姿を見たヒューイの呟つぶやきを聞いて、殺人鬼──ラッド・ルッソは『ヒューイ・ラフォレット』が誰なのかを特定する。

　そして、恋い焦こがれた女に初めて出会えた瞬間のように、狂気に満ち、なおかつどこまでも純粋な笑顔を浮かべて、監かん獄ごく島とうの地下に朗ろう々ろうとした声を響ひびかせる。




「フック船長の鉤かぎ爪づめをした時計ワニが──お前を食い殺しに来たぞ？」







[image: ]










　　　　⇔




数分前　地下牢ろう




「さてと、近づいたら何されるか解わからないから、この位置から人ひと質じちに取らせてもらうね！」

　無む邪じや気きな少女は、鎖くさりに繋つながれたラッドの手が届かないであろう入口付ふ近きんに立ち、何ど処こからか数枚の円えん盤ばんを取りだした。

　銀色に輝く円盤はドーナツのように真ん中が開いており、その内うち一枚を指先でクルクルと回している。

　円の外側に行くほど輝きは滑なめらかになり、勘かんの良い者ならば、それが円盤状じようの鋭い刃は物ものであると察する事ができるだろう。

　廊下から漏れる明かりだけが頼りの中で、果たしてラッドはそれに気付いているのかいないのか──扉が開く前と一いつ切さい変わらぬ調子で、足下の鎖をジャラジャラと鳴らし続ける。

「繋がれたまま動けない気分って、どう？」

　ジャラジャラという音に合わせ、ラッドは眼前の少女へと静かに呟つぶやいた。

「お前さ……こっからじゃ逆ぎやつ光こうで良く解らないけどよ……」

「なあに？」

「自分は絶対に死なない。お前は今、そんな顔してるだろ」

「……？　わけわかんないよ、でも、そうだよ。この状況でお兄にいちゃんが私を殺せるわけないし、今は私が殺す側だもんね」

　ケラケラと笑う少女に対し、ラッドは相変わらずジャラジャラと。

「グラハムと何を揉もめてるのかは知らないけどよぉ。──あいつは、殺しはやらないが……純粋に喧けん嘩かだけってんなら、俺よりも強いから気を付けろ」

　ジャラジャラ、ジャラジャラ、ジャラジャラリ。

「知ってるよ、だから貴方あなたを人質に──」

「だが……俺は、殺せる」

　ジャラジャラ、ジャラララ

「誰でもいいが、とにかく、誰かを殺せるんだよ」

　ジャラララ……

「女だろうが子供だろうが、俺のムカツク事をする奴やつならな」

　ジャラ……

　不意に、鎖くさりの音が途と切ぎれた。

　ラッドはただ、手に鎖をたぐり寄せ続けていたのだが──リーザの目には、その鎖の先が地面から離れたように見て取れた。

「えッ……？」

「殺せるんだよ」

　同時に、ラッドはすっくと立ち上がり──暗がりの中で目を輝かせながら、右手に巻いた鎖をジャラリと床に垂れ下げた。

　そして、リーザは初めて部屋の状況の僅わずかな、そして決定的な異常に気付く。

　──鎖が……足に繋つながってな……

　リーザの意識は、振り下ろされた鎖によって強制的に閉ざされ──

　後には、殺人鬼きの凶きよう暴ぼうな呟つぶやきだけが残された。




「殺せるんだ」




　　　　⇔




数分後　特別独どく房ぼう




　フィーロの目から見て──その男──ラッド・ルッソはあまりにも唐とう突とつに現れて、あまりにも理り不ふ尽じんに現れて、そして、あまりにも暴力的な空気を纏まとっていた。

　両手を広げてニヤリと笑うと、ラッドは右手に持った少女の身体からだを部屋の壁へと投げつける。

　軽い衝しよう撃げき音と共に少女の身体が床に転がるが、ピクリとも動く様よう子すはない。生きているのか死んでいるのかも解わからない状態だが、ラッドはもはや少女の身体を振り向く事もなく、緊きん迫ぱくした部屋の中で、緊張の欠片かけらも無い言葉を口にする。

「スイッチが、入ったんだよ」

　両手を横に広げながら、ラッドはサラリと言い放つ。

「ただ、それだけなのさ」

　義ぎ手しゆである左手はヒジから先がぎこちなく下を向いているが、ラッドは特に気にせず、更に両肩かたを広げていった。

「知ってるか？　人間にはスイッチがあるんだ。人を殺せるか、否か。それを決めるだけの単純なスイッチだ。それを入れるとよぉ……誰でも、殺せるんだ。誰でも誰かを殺せるんだ。そのスイッチを入れられるか、入れられないか……たったそれだけの事で人を殺せるかどうかが決まるんだぞ？　信じられるか？」

　わけの解らない事を呟きながら、ラッドは自らのコメカミに手を当て、何かを押すような動作と共に声を出す。

「パチリ」

　と、ただ一言。

　しかし、何度も、何度も、何度もコメカミに指を押し当てる。

「パチリ、パチリ、パチ、パチ、パチ、パチ、パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ、しまいにゃ拍手みたいにさぁ。止まる事なくスイッチが入り続けるわけだ。何個も何十個も何百個も何千個も何万個も何十万個もある俺の中のスイッチが！　つまりは殺すしかないだろう、そうだろう」

　──イカれてる。

　フィーロの純粋な感想だったが、周りの『フェリックス・ウォーケン』達も同じ感想を抱いているようで、目の前の男を量りかねているようだった。

　ただ一人、ヒューイだけは興きよう味み深げにラッドの事を眺ながめていたが、ラッドはそんなヒューイの態度が気に入らないらしく、肩を竦すくめながら一歩部屋の中へと踏み込み──ヒューイをまっすぐに見つめて単純にして理り不ふ尽じん、そして気の狂った言葉を言い放つ。

「じゃ、まあ、そういうわけで──今入れた何百万個のスイッチの為ために死んでくれ。大丈夫だ、死ぬのは一回でいいから」

　対するヒューイは、肩を竦め返しながら相手の顔をマジマジと見る。興味はあるが、相手が何者なのか、その正体を掴つかもうとするような目つきだった。

「……突然人ひとの部屋に押しかけておいて、ずいぶん理不尽な方ですねえ」

「前もって『今からお前の部屋に行くぞ』なんて予告する奴やつは殺人鬼きとは言わないさ」

　淡たん々たんと、ただ淡々とした調子で言葉を紡つむぐ。

「そりゃ、ただのキチガイだ」

　だが、その声こわ色いろを徐々に楽しそうなものへと変化させ、ラッドは自分の『我が』を部屋の空気に滲にじませる。

「ようやく身体からだと脳のう味み噌そが温まって来てなぁ」

　首をコキリと鳴らし、だらりと垂れ下がった義ぎ手しゆに右手の拳こぶしを押しつけ、指の関かん節せつを室内へと軽快に響ひびかせた。

「さて……さてさてさて！　あんたはどうやって殺されたい？　あんたは俺に死ぬほど死ぬまで殺される身だ。逝きるか死ぬかデス・オア・ダイぐらいの選択肢しぐらいはくれてやるから、バラされるまでに決めてくれると嬉うれしいねえ！」

　ラッドの眼めにはもはやヒューイの姿しか映っておらず、堂どう々どうとした足取りで部屋の中を歩み始める。

「おい、貴き様さま……なんのつも……あ？」

　ライフルを構えた看かん守しゆが、引ひき金がねに指をかけながら尋たずねた時には──

　狙うべき対たい象しようは、既に目の前に居た。

　それまではヒューイの方だけを見て、彼に向かってまっすぐに歩いていた筈はずのラッド。だが、彼は唐とう突とつに足取りを軽くし、一瞬の内にライフルを持った看守との間合いを詰めていた。

「邪じや魔まだよ」

　嫌な音と共に、看守の全身から力が抜ける。

「別に俺の前には立ち塞ふさがって無かったけどさぁ。その視線が邪魔だ。殺意が邪魔だ。声が邪魔だ。存在が邪魔だ。邪魔が邪魔だから邪魔なんだよ邪魔野や郎ろう」

　ラッドの言葉が看守の鼓こ膜まくを抜け──痛みが襲おそってきたのは、その直後の事だった。

　自分の腕がどうにかなった。

　痛み以外の感覚が無くなった己おのれの腕を確認する前に、看守の目の前に一つの銃じゆう口こうが現れる。

　黒光りするその円えん筒とうの正体は、一瞬前まえまでは自分が所持していた筈のライフルの先だった。

「ああ、ライフルは貰もらっとくわ。ありがとよ」

　そこでようやく、看守は自分が置かれた状況を確認する。

　突とつ如じよとして目の前に現れた男が、ライフルの銃じゆう身しんを握り──自分の手から無む理り矢や理り捻ひねり取ったのだと。

　奇き妙みような方向に捻ねじれた指と手首を見るが、看守はその状況に叫びを与える暇ひますら与えられなかった。

「よし、ありがたいから死ね」

　ラッドは躊躇ためらう間も相手に恐怖を与える間もなく引金を絞しぼり──

　銃声を、監かん獄ごく内に響ひぴかせる。

　轟ごう音おんは室内の壁に反はん響きようし、それを聞き慣れていた筈のフィーロも思わず身体からだを竦すくませた。

　──こいつ……！

　同時に、血ち飛沫しぶきが宙を舞ったが──それは想像よりも遙かに少ない量だった。

　目の前でライフルを撃うたれたにも拘かかわらず、看守が失った物は右耳と意識だけで済んだ。

　狙いを反らせたラッドによって耳を吹き飛ばされた看守は、上半身をぐるりと回転させながら、ドウ、と冷たい床に倒れこむ。

　痛みや恐怖で気き絶ぜつしたわけではなく、もっと直接的な原因で看守は意識を失った。

　看守の耳を掠かすめたライフルの弾だん丸がんは、コメカミから脳のう味み噌そに向けてダイレクトな衝しよう撃げきを伝え、鼓膜から響いた轟音と合わせて脳味噌を激しく掻かき乱す。

　自分に何が起こったのかも解わからぬまま気絶した看守の周りで──残された囚しゆう人じん三人は明らかに警けい戒かいした目つきになって、ラッドの周囲を三方向から取り囲む。

　それでもすぐに飛びかからない三人を見て、一歩下がった所にいるフィーロは静かに現在の状況を分ぶん析せきする。

　──こりゃ、迂う闊かつにゃ飛びかかれねえな。

　ラッドから滲にじみ出る奇き妙みような空気は、歪ゆがんではいるが実に純粋なものだった。

　もしもその空気に文字を浮かべるとしたら、窒ちつ素その代わりに空気の八割を『ＫＩＬＬ』の文字列れつが埋め尽くしている事だろう。

　それでいて不ふ思し議ぎとラッドには隙すきがなく、完全に背中を向けている自分が飛びかかったとしても、次の瞬間には銃じゆう口こうが目の前に現れそうな、そんな空気が部屋中にねっとりと満ちている。

　緊きん張ちようの密度が一気に増した部屋の中で、ラッドは一人クツクツと笑いながら気き絶ぜつする看かん守しゆの顔を蹴けり上げた。

「はッ！　死ねってのは嘘うそだよ、嘘。手前てめえみてえな雑ざ魚こ野や郎ろう、今はわざわざ殺しゃしねえよ。そんな無む駄だ使いでテンションを消費して堪たまるかよ」

　凶きよう暴ぼうな笑みを天てん井じように向けるラッドに、倒れた看守を挟んで正面に立ったドラゴンが、歯を剥むき出しにしながら複雑な笑みを浮かべて見せる。

「手前……何やってくれて──」

「ＯＫ！　黙れ！」

　挑ちよう発はつへと流れそうだったドラゴンの言葉をあっさり断ち切り、ラッドはライフルをだらりと床に向けて言い放つ。

「解わかったよ。お前らの事は解らないが解った。喋しやべるな、黙れ、口を閉じて地面にキスだ」

「なッ……」

「黙るってのは大事な事だぜ？　冥めい土どの土産みやげなんてものをポンポン喋ってる間に相手に反はん撃げきの隙を与えちまう大おお馬ば鹿か野郎を俺は小説やミュージカルで、そして実際の殺し合いの場で何度も見てきた！　どういうわけか殺し合いの場所なのに、そういうのに慣れた奴やつほどまあ喋る喋る。はっきり言って俺もそのタイプだ！　だからそのなんだ、あんたらにそれは求めない。ぶっちゃけた話、飽きたから喋るな。冥土の土産は手前で飲み込んで喉のどに詰まらせて死ね」

　理り不ふ尽じん極まりない物言いに、ドラゴンは鋭く尖とがらせた八や重え歯ばを閉じる事ができなくなった。

　フィーロは呆あきれたように目を見開き、ヒューイはやはりどこか興味深ぶかげにラッドを見ている。

　すると、ラッドの右後方から低く重い声が響ひびき渡り、巨大な影かげがズイ、と一歩前に出た。

「ドラゴン……こいつは俺にやらせろや」

　言いながらのっそりとラッドに近づいたのは、黒人の大おお男おとこ──ギグ。

「あの時は本気を出せなかったからな、全力で相手しなきゃ失礼ってもんだろう、なあ？」

　ギグは呟つぶやき終えるや否や、ラッドに向かって勢い良く床を蹴ける。

　──疾はやい！

　フィーロはギグの動きを見て、軽い驚きよう愕がくを全身に走らせた。

　巨きよ漢かんからは想像できない速度で、流れる風のようにラッドの身体からだへと吸い込まれていく大男。

　──食堂で暴れていた時とは段だん違ちがいだ。

　明らかに何か格かく闘とう技ぎを嗜たしなんでいる動きで、大おお男おとこの身体からだが低い弾だん道どうを飛ぶ砲ほう弾だんのように、ラッドの膝ひざへと向かって一直線に突き進む。

　ダラリと垂れ下がるライフルはまだ動いていない。

　ギグが勝利を確信してニヤリと笑った瞬間──

　ライフルが、ゴトリと音を立てて地面に落ちた。

「!?」

　ギグの目の前で、ラッドの足が華か麗れいなステップで後退し──

　次の瞬間には、目の前に拳こぶしが現れた。

　それがラッドの放った超ちよう低てい軌き道どうのアッパーだと気付いた時には、既すでに拳はギグの顔面へとめりこみ、めりこみ、めりこみ────




「全力も糞くそも──」

　自分を絶対的に有利にする武器をあっさりと捨てたラッドは、鼻を陥かん没ぼつさせて沈ちん黙もくするギグを見下ろしながら言葉を紡つむぐ。

「人ひと様さまに殴なぐりかかって来た時点で失礼に決まってんだろうがよ」

「貴き様さま……」「てめえ……」

　白人の小こ男おとことドラゴンが同時に呟つぶやくが、ラッドは退たい屈くつそうに欠伸あくびを漏らす。

「で、何？　お前らがなんだって？」

「貴様……何者だ？　我々を──」

「あー、喋しやべるな」

　小男の言葉を遮さえぎりながら、ラッドはつまらなそうに肩を竦すくめ、淡たん々たんと憂うれい混じりの言葉を吐き出し続ける。

「お前らが何者で、どれほど凄すごい力を持っていようが、興味ないから喋るな。仮にお前らが俺より遙かに強くて、呪のろいの言葉一つ吐はいただけで俺の頭を吹き飛ばせるような神か悪あく魔まだとしても、喋るな」

　明らかに隙すきだらけなラッドに、小男とドラゴンが両側から同時に飛びかかる。

　小男はラッドの足下に転がるライフルに手を伸ばし──ドラゴンは、それこそ狂きよう犬けんのようにラッドの喉のど笛ぶえへと己おのれの牙きばを突き立てようと。

「お前らの過去も、立場も、奥の手も、俺に対する恨うらみ言も、自慢話ばなしも魔法の詠えい唱しようも御お伽とぎ噺ばなしみてえな伝説も──」

　淡々と喋りながら、ラッドの動きは全く無む駄だがなく、なおかつ異常なまでに暴力的だった。

　ゆっくりと喋る言葉のリズムに惑まどわされたのか、二人はラッドの動きに一瞬対たい処しよが遅れてしまう。

　ラッドは右手の拳をドラゴンの顔面に突き出すと──ドラゴンもまた『かかったな？』とでも言いたげな目で笑いながら、ラッドの右拳こぶしに勢い良く噛かみ付いた。

　顎あごを外したと思える程ほどの大きさに開かれた口の中にラッドの拳が吸い込まれたかと思うと、ドラゴンはそのまま狩りに使うトラバサミを思わせる勢いで自らの口を噛み閉じる。

　拳の骨に何かが突き立つ衝しよう撃げき。そして、万まん力りきのように締め上げられる圧あつ痛つう。

　だが──ラッドは欠片かけらも怯ひるまない。

　寧むしろそれを待っていたとでも言うかのように、凶きよう悪あくな笑えみを浮かべて──

　構わずに、上半身と下半身の捻ひねりを唸うならせ、溜ために溜めた力を一気に解き放つ。

「次に殺す時に聞いてやる」

　皮ひ肉にく混じりの声に、ライフルを手にした小こ男おとこが上を見上げた時──迫る影が一つあった。

　それは、驚きよう愕がくに目を見開いたドラゴンの顔。

　ラッドは右拳に噛み付いたままのドラゴンをボクシングのグローブ代わりにして──

　渾こん身しんのダウンスウィングを、小男の脳のう天てんに叩たたきつけた。




「……？　この程度か？」

　四人の『元フェリックス・ウォーケン』が文字通り瞬しゆん殺さつされ、奇き妙みような沈ちん黙もくが訪れた室内。

　一部始し終じゆうを見ていたヒューイは、僅わずかな疑問を脳のう裏りに浮かべて、静かに独り言を紡つむぎ出す。

「仮にもフェリックスの名を語る集団が、たった一人の人間にこうもあっさりと……？　いや、この場合、相手が人間を超えていたと言うべきか……」

　ブツブツと呟つぶやきながらラッドを見つめるヒューイに対し、見つめられた男は血の滴したたる右拳を握り治し、殺人鬼きの笑みを改めて作り直した。

「何をコソコソ喋しやべってんのよ？　俺に対する命いのち乞ごいの練習か？」

　挑ちよう発はつするラッドに対し、ヒューイは僅わずかに笑いながら答えを返す。

「貴方あなたに少し、興味が湧わいてきました」

「奇き遇ぐうだな、俺は最初から殺さつ意いが湧き上がってたよ」

　クスリと笑うヒューイとは対たい象しよう的に、ラッドは実にねっとりとした笑いを浮かべて見せた。

　完全に状況から置いていかれたフィーロは、二人を左右に見渡せる位置で壁を背にし、どうなることかと状況を見守り続ける。

　膠こう着ちやくしかけた空気の中、再びヒューイが口くち火びを切った。

「貴方は──自身を時計ワニと言いましたね」

「ああ、そういやそんな事も言ったかね」

「ピーターパンの物語において、ピーターパンは善悪を無視した純粋で残ざん酷こくな子供の象しよう徴ちよう。対するフック船長は悪ではあるものの、理性的な大人おとなの象徴です。では、時計ワニの役割は？　あなたは私にどのような立場で殺意を向けると言うのですか？」

　答えが返ってくるとは期待していなかったヒューイだったが、ラッドはそんなことかと首を振り、迷いなく自らの立場を口にする。

「純粋な力、善ぜん悪あく関係なしの殺さつ意い、止まらない食欲。つまりは理り不ふ尽じんな災害って奴やつさ」

「……」

「俺は、殺人鬼きだし殺しが好きだ。もしも天国や地じ獄ごくってもんがあるなら、俺は恐らく地獄に堕おちるだろう。だが、俺おれ自身は別に善悪をどうこう考えた事は無いねえ。例えそこに殺意も悪意も動機すらない殺人だろうが、善悪を判断するのは被害者の側さ。加害者側がそれを語る気は毛もう頭とう無ないね。ただ、欲の赴おもむくままに喰らって吐き捨てるだけ……つまり、俺は俺のことしか考えてない。ただそれだけの事だ。で、死なないって言うあんたを殺したら実に実に楽しそうだと思った──そう、それだけの、それだけの事だ」

　奇き妙みようなまでに冷静な返答に、ヒューイは感心したように目を細め、素直に賛さん辞じを口にする。

「ただの粗そ暴ぼうな殺人鬼と思っていたが──中なか々なかに詩人ですね」

「おやおや、俺程てい度どを詩人呼よばわりとは。詩人に対して失礼だと思わないのか？」

　拳こぶしを握り締めながら、ラッドは再び粘ねばついた殺意と共に凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべた。

「侮ぶ辱じよくされた詩人の無む念ねん、俺が代わりに晴らしててやるとしようじゃねえか」

「しかし──ならば、貴方の殺意は分割されるべきではないんですか？」

「あぁ？」

「貴方は『自分が死なないと思っている人間』を殺すのが好きなんでしょう？　だから不ふ死し者の私を狙った……だとすれば」

　一ひと息いき置いた後に、ヒューイは冷たい笑顔と共に言葉を紡つむぐ。

「そこに居るフィーロ・プロシェンツォも、私と同じ不死者なんですが？」

　──この野郎!?

　その言葉に驚きよう愕がくしたのは、他の誰でもないフィーロ自身だった。

　それまで完全に部外者だった筈はずの自分が、一気に二人のやりとりへと引きずりこまれた。恐らくヒューイの殺意を分ぶん断だんし、強制的に己おのれの見方へと引き込もうという魂こん胆たんなのだろう。

　そう判断したフィーロは、歯ぎしりをしながらヒューイを睨にらみ付け、続いて諦あきらめたように息を吐はきながらラッドの方に顔を向けた。

「……本当なのか？　フィーロ・プロシェンツォ」

　ラッドの呟つぶやきに答えるかのように──フィーロはゆっくりと歩みだし、ヒューイの右後ろへと移動した。

　そして、おもむろに自分の指先を八や重え歯ばを当て、ひと思いに噛かみ千ち切ぎる。

　血の味が口こう腔くう内に広がり、脈打つ痛みと共に血が床へと滴したたったが──それは一瞬で終わり、時間が逆ぎやく回転したかのように、傷口の中へと血の味も血そのものも吸い込まれていった。

　初めて『不死者』の身体からだの特とく徴ちようを目の当たりにしたラッドは、僅わずかに目を見開いていたが、その感情の奥にある物は読み取れない。

「悪いな。そういう事だ」

　一度は仲良くなった男を裏切るようで辛つらいが、この手の輩やからとは早い内に縁えんを切った方がいいような気がする。フィーロは部屋の片かた隅すみに投げられた少女を見ながら、自分の中でも幾いく分ぶん迷いを見せていた。

　一方、ラッドは暫しばらく表情を消していたが──

「……ハハッ」

　唐とう突とつに笑い声を吐き出すと、そのまま大声で嬉うれしそうな声をあげる。

「ハハハハハハハハハ！　そうか、そうかそうか、そういう事かよ！　いやあ……ありがとよ、フィーロ！　すげえ良いことを教えてくれてよ！」

　──あ？　俺、今いま何か言ったっけか？

　意味がわからずに立ちつくすフィーロに──ラッドは指をパチリと鳴らして楽しそうに楽しそうに言葉を紡つむぐ。

「言ったろ？　俺が殺すのは──自分が絶対に死なねえと思ってる奴やつだけだってなぁ！　で、こうも言ったろ？　お前は、そういう温ぬるい奴らとは違うってよ！」

「だから……？　だからなんだよ」

「なあ、フィーロ。お前も不ふ死し者だっていうのに、お前はどこかでやっぱり死を恐れてる。温くねえ目をしてる。今！　この瞬間も！　お前はそこのヒューイって野郎を警けい戒かいしてるのさ！　いつ殺されるかもしれねえって感じでな！　……そこから一つ、俺にも解わかる事がある」

　一瞬の間をおいて──ラッドは自分が辿たどり着いた確信を口にした。

「お前ら不死者を──殺せる方法がある。そうだろ？」

「……！」

「ま、いいさ。とりあえず二人がかりで俺を襲おそうってんなら、受けて立つぜ？　その間に、どうやったら不死者が死ぬのか──じっくりと聞かせて貰もらう事にするからよ……」

　言いながら、ラッドは音もなくボクシングのステップを踏み始め、その場で軽くシャドーボクシングを開始した。

「とりあえず、相談する時間ぐらいならくれてやるよ」




「さて……だ、そうですが……どうしたものでしょうね？」

　さして困った様よう子すも見せぬまま、ヒューイは背中越しにフィーロへと尋たずねかけた。

　対するフィーロは、大きく溜ため息いきを一つ吐き出し──力強い言葉を口にする。

「なあ、ヒューイ・ラフォレット」

「なんです？　急に」

「お前は言ったな、俺がセラードや、その他の記き憶おくの中に眠る鍊れん金きん術じゆつ師しに意識を乗っ取られているとは思わないか、ってな」

　突然妙みような事を言い出したフィーロのことを、ヒューイは不ふ思し議ぎそうに見つめたが──敢あえてその言葉を止める事はせず、興味深ぶかげに耳を傾ける事にした。

「俺は……それでも構わない。突然あの糞くそ爺じじいの考え方になって、エニスや仲間をどうにかしちまったりしなけりゃな」

「……」

「俺は、俺なんてどうでもいい。俺の周りの世界だけが平へい穏おんなら、俺が何者だろうが──俺が誰か周りの奴やつの見てる夢であろうが、それでいい」

　──……この意見で、クレアの奴とよく揉もめたっけな……。

　子供の頃を思い出して自じ嘲ちよう気味に笑うフィーロ。

「何な故ぜ、この状況でそんな話をするんです？」

　当然のように疑問に思ったヒューイに対し、フィーロは軽く笑ったままで答えを返す。

「なに、この状況がどうなるか解わからないからな……」




「どのみち、別れる前に一つ言っておきたかっただけさ」




　　　　⇔




ＮＹ　警察署内ない




　ＮＹ市し警けいの応接室で、三人の男達が思い思いの表情で座っている。

　爆発事件に関して一通りの現場検けん証しようと取り調べが終わり、ようやく解放された捜査官達たち。

　だが、事件が落ち着いてヴィクターよりも上の人間達のやりとりが終了するまでは、実じつ質しつ上じようＮＹから動けない状態となってしまった。

　ヴィクターは忌いま々いましげに応接室の天てん井じようを見上げながら、

「結局……ヒューイの奴にしてやられたか。この調子じゃ、アルカトラズに送ったあの小こ僧ぞうも、喰われてるか丸め込まれて手下になっているかのどちらかだろうな」

「どうでしょうね」

　ネガティブな推測をする上じよう司しに対し、エドワードが低い声で呟つぶやいた。

「なんだエドワード。そういえば、あの自じ爆ばく野郎が来る前……お前、何か言いかけてたな」

　ヴィクターの問いかけに対し、エドワードは暫しばし沈ちん黙もくを守っていたが──

　やがて耐えかねたように、あの時の『奴は信用ならん』という言葉に対する意見を口にした。

「失礼ながら副部長。あのフィーロという小僧は、ただ運や成り行きだけで成り上がった男ではありません」

「……やはり、随ずい分ぶん買っているんだな。なら、少しは期待していいのか？」

「いいえ。期待はすべきではありません」

　きっぱりと言い放つエドワードに、ヴィクターは眉まゆを顰ひそめて問いかける。

「何が言いたい？」

「無視はしない方がいいだろうという事です」

　エドワードは、フィーロというチンピラが町の裏側をのし上がって行った様さまを思い出し、自分自身にも言い聞かせるように力強く断だん言げんした。

「奴やつには期待などは到とう底ていできませんが──警戒はすべき存在です」




「結局の所、奴はギャング……悪党に過ぎないのですから」




　　　　⇔




アルカトラズ刑けい務む所しよ　特殊独どく房ぼう




「ついでに、もう一つ言っておきたいんだが──」

「なんです？」

　ラッドと相あい対たいしながら呟つぶやくフィーロを、前に立つヒューイは特に気にした様よう子すもない。

「あのよ。さっきの、あんたを狙って来たフェリックスが四人一組って話なんだけどな……」

「はい」

　自分へと強烈な殺さつ意いを向けるラッドを見み据すえながら返事をしたヒューイ。

　彼の鼓こ膜まくを、トス、という小さな音が震わせた。

「……？」

　その刹せつ那な──彼は、自分の背中に鋭い冷気が染みこむのを感じ取った。

「……!?」

　冷たさは瞬しゆん時じに熱さへと変わり、痛みへと変へん貌ぼうして脳のう味み噌そを激しく揺さぶりかける。

　背せ骨ぼねを突き抜けるような衝しよう撃げきが全身を震わせたと思った途と端たんに、ヒューイはその衝撃が一瞬で消え去った事に気が付いた。

　同時に、手足が自由に動けなくなったという事実にも気付き──

　ヒューイは前のめりに倒れながら、目を丸くしてこちらを凝ぎよう視ししているラッドの顔を見て、現在の事じ態たいがラッドとはなんの関わりもないことだと確認する。

　そして、身体からだが完全に床に倒れ伏した瞬間、冷たく紡つむがれるフィーロの声を聞いた。




「……五人なんだよ。実はな」
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　倒れたヒューイから完全に意識を奪うべく──フィーロはゆっくりと、右手をヒューイの頭部へと伸ばしていく。

　横向きに倒れた顔で、視し界かいを覆おおい隠かくす影を見ながら──ヒューイは静かに思いを巡らせる。

　──完全に、予想外でしたね。

　──ある程度の事は手の内に握っているつもりでしたが──時とき折おり、こうした不ふ確かく定てい要素が私の前に顔を出す。

　徐々に呼吸も苦しくなり、意識が急速に薄れていく中──

　ヒューイは旧きゆう友ゆうの顔を思い浮かべながら、皮ひ肉にくげな笑みを面おもてに出して呟つぶやいた。

　──なあ、エルマー。お前の言う通りだよ。




「これだから……世界は面白い」




　　　　⇔




　静せい寂じやくが続いた空間の中──

　部屋の隅すみに横たわっていた小さな人ひと影かげが、ピクリとその身体からだを震わせる。

「……う……ん……。……ッ！」

　以前と同じように、意識が戻るとほぼ同時に、完全に目覚めて跳ね起きるリーザ。

　一体どれだけの間気き絶ぜつしていたのだろう。

　彼女は一いつ瞬しゆん疑問に思い──次の瞬間には、

「……１時間27分も……！」

　と、時計も無い状況で、正確な時間経過を呟いた。

「お父とうさん……！」

　自分がいる暗がりが父の独どく房ぼうであるという事に気付き──リーザは、即そく座ざに周囲の状況を見渡した。

　最初に目に入ったドアは開いたままとなっており、その外では見み慣なれた看かん守しゆがうつぶせに倒れているのが見えた。

　しかしそんなものは彼女にとってはどうでも良く──ぐるりと視線を回した先に見えた、床に倒れ伏す白服の人ひと影かげが心を激しく揺さぶった。

「お父さん！」

　リーザは即座に立ち上がり、うつぶせに倒れる父へと駆け寄った。

　その首くび筋すじにはナイフが深々と突き刺さっており、脊せき髄ずいを完全に破壊しているように見受けられる。

「いやぁ……いやぁぁあッ！」

　少女は半はん泣なきになりながらそのナイフに手をかけ、力任まかせに引き抜いた。

　メキリという嫌な音を伴って、血をまき散らしながらナイフが抜ける。

　父の身体からだから吹き出す血に、少女は少なからずショックを受けたが──その血が即座に蠢うごめきだし、首筋の疵きず痕あとへと戻っていくのを見て僅わずかに心を落ち着けた。

　──良かった！　生きてる……！

　ヒューイが不ふ死し者であるという事を知ってはいても、やはり目の前でナイフを突き立てられていては少なからず動揺するようだ。

「ん……」

「お父さん、お父さん！　起きて……起きてよう……！」

「ああ……リーザですか？　……他の人達は？」

　ゆっくりと起きあがりながら尋たずねる父の言葉に、リーザはハッとして周囲を再び見回した。

　だが、やはり廊下に看守が一人倒れているだけで──それ以外の人影は見あたらない。

「大丈夫だよ、お父さん！　誰もいない、誰もいないよ！」

「そうですか……てっきり、彼に喰われるものと覚かく悟ごしたのですけれど」

　自分の体調を確かめながら、ゆっくりと起きあがるヒューイだったが──

　ふと、自分の身体からだの異常に気付いて傍かたわらのリーザに問いかけた。

「おかしいな……左目が開かないんですが……リーザ、ちょっと見てくれませんか……？」

　結果は半はん分ぶん以上想そう像ぞうできたが──敢あえてヒューイは、それを娘に確認させる。

　自分の事を完全な人間だと信じている娘が、その結果を見てどう反応するのか、それをただ純粋に知りたくて。

「おとう……さん……？」

　リーザは、閉じられたままの父の左目に、訝いぶかしげに指を這はわせ──

　その下から、ぽっかりと空あいた赤く暗い空くう洞どうが現れる。

　本来ある筈はずの眼球が存在せず──少女は、赤黒い暗くら闇やみと目があった。




　娘の絶ぜつ叫きようを聞きながら──男は自分の左目が抉えぐられているという事も忘れ、淡たん々たんと娘の反応を自らの記き憶おくに刻みつける。

　そんな自分の行為を顧かえりみて──

　ヒューイは、自分が最低な人間だと再さい確認し──




　寧むしろ楽しげに笑いながら、実験を再開する事にした。
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ＮＹ　ＤＤ新聞社




　さて……一いつ旦たんここで話を切りましょうか。

　なに、前まえ金きんみたいなものですよ。

　言ったでしょう？

　俺は、どこかの場面にはいたんです。

　そして、どこかの場面にはいなかった。

　刑けい務む所しよの中を中心に話させていただきましたがね。肝かん心じんな事はいくつかまだお話ししていませんやね。

　それは、もう一つの事件の舞台──シカゴで起こった出来事に深く関わる出来事でしてね。そちらの出来事を話さなければ通じないお話でして。

　ここから先は──そちらの知っている情報を教えて貰もらってからです。

　解わかっているでしょう？

　この事件は……もう一いつヶ所しよ、シカゴで起こった出来事を加えなければ完成しない。

　グラハム・スペクターってのは何者なのか？

　ラッド・ルッソの殺人鬼き野や郎ろうは、どうやって足の鎖くさりを解ほどいたのか？

　あのフィーロって小こ僧ぞうは、一体どういうつもりでヒューイの目玉を抉えぐったのか？

　その後、フィーロとラッドはどうしたのか？

　ヒューイ様の外部との連れん絡らく手段は……想そう像ぞうはついているでしょうがね。

　まあ、そんな疑問の数々よりも……シカゴの事件の真相を語らなきゃ話にもなりませんがね。

　すいません、正直に言いますと……話したい気持ちもありますし、俺の知らなかった場所での話を知りたいんですよ、私は。

　情報屋であるあんたらしか知らない情報を埋めて、あるいはあんたらすら知り得ない情報を推測して、欠けたパズルを完かん璧ぺきにしておきたいんですよ。

　そういう意味では、私はやっぱりヒューイ様と同じなんだと思いますがね。




　……おっと。今日はもう終業時間ですかい？

　なら、私はここで引きましょう。

　明日来る私は別人かもしれませんし、明日、私は来ないかもしれません。

　奇き妙みような話と思うかもしれませんが、サンジェルマンの旦だん那なに会えればそれで全部済すみますからねえ。

　ええ、ええ。私はね、いつだって何かを見ているんです。

　否いや応おうなしに、人よりも多くのものを見続けなきゃならないんですよ。

　それが、私とヒルトン……『双ふた子ご』に与えられた宿しゆく命めいなんですから。




　だったらせめて……宿命を、お金に換えたいじゃないですか。

　それじゃあ、これからもいい関係を続けてましょうや、『情報屋』さん。




　良かれ悪あしかれ──全ての情報が、自分の世界を完成させると信じてね。
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サンフランシスコ　アルカトラズ島




「今日で出所だな、おめでとう」

　ミズリーの言葉に、アイザックは照れた表情で笑い出す。

「いやー、悪いなあ、なんだか何から何まで世話になってさ！」

「……私が直接入にゆう出しゆつを管理したのは、君が三人目だ。そのうち二人は、入にゆう所しよ手続きだけでまだ出所はしていないがね」

「すげえ！　俺、オンリーワンってこと!?　いや待てよ……刑けい務む所しよに捕まってた俺が凄すごいわけないから……もしかして凄いのは俺じゃなくて所長さんか！」

「いや、私は所長じゃ……いや、確かにジョンストン所長は凄い人だがね……」

　調子を狂わされたミズリーは、そう呟つぶやきながらアイザックの出所に対する言葉を向ける。

「これほどの短期間でこの島を出るというのは、死体となる事を除けば極めて異い例れいなのだが……まあ、刑けい務む所しよの中で罪を償つぐなう事もそうだが、刑務所を出たあとの君の社会生活如何いかんで、本当に罪を償えたかどうかが決まるわけだ。これからは悔くい改めて社会の為ために、アメリカの為に生きなさい。君の愛する人達の為にも」

「はい！　俺、がんばります！」

　子供のように元気よく挨あい拶さつするアイザックに、ミズリーは感かん慨がい深げに息を吐き、懐ふところから一枚の封筒を取りだした。

「ふむ……まさか私がこんな台詞せりふを言う日が来るとは思っていなかったよ。ともあれ、これは１ヶ月分の所しよ内ない労働の給金だから、堂々と受け取りたまえ。餞せん別べつとして少し色をつけてある」

　紙かみ袋ぶくろを受け取ったアイザックは、嬉うれしそうに笑うと、何度も何度も礼の言葉を投げかけた。

「ありがとな！　うわ、凄すごい嬉しいよ！　本当にありがとな！　所長さん！」

「いや、だから私は所長では……」

「じゃあ、偉い人？」

「……いや、まあ、悪い気はせんがね？」

　苦く笑しようしながら見送るミズリーを背に、アイザックは事務室を後にする。




　そして、そのまま来た時と同じように警官に連れられて──アイザックは島を後にする。

　夕焼けに照らされる岸がん壁ぺきがオレンジ色に染まり、島の風景を実に美しく包み込んでいた。

「綺き麗れいだなぁ」

　アイザックは、幼い頃に何度も見たアルカトラズ島の姿を見て、自らの過去を思い出し──

　自由への期待よりも先に、ただ、ミリアに会いたくなった。




　　　　⇔




「まいったなぁ。このお金じゃ、ニューヨークまでは帰れないぞ？」

　捜査局の支部で様々な手続きを終えたアイザックは、ついに自由を手に入れた。

　多くの場合は、アルカトラズから出島した後には別の刑務所で残りの時間を過ごすのだが──アイザックの場合は正式な裁判などを経ていない為に、そのまま解放される事となった。

　本来ならばヴィクターが面会に来る予定だったらしいのだが、ＮＹで何かトラブルがあったらしいとの事で、アイザックはヴィクターの上司であるという男との面めん談だんを通して解放される事となった。

　町の至る所でシカゴの事件を報じるラジオが流れていたが、アイザックの耳には届かない。

　捕まったときの服と財さい布ふを返され、早速貰もらった給金と財布の中身を合わせて駅へと向かう。

　ただ、ミリアに早く会いたいという気持ちだけを携たずさえて。




　ところが、どう考えても大陸横おう断だん列車でＮＹまで戻る金が無い。

　刑けい務む所しよの懲ちよう役えき収入と言っても微び々びたる物で、その上アイザックは１ヶ月しか労働していないのだ。ミズリーによって色をつけられた分と財さい布ふの中身を全て合わせても、旅費が途中でつきてしまう計算だ。

　今までだったら『そうだ、悪い人から強盗をしよう！』という結論に至るアイザックだったが──彼にとっての『凄すごい人』であるミズリーの『これからは悔くい改めて生きろ』『愛する人の為ために』という言葉を思い出し、すんでのところで踏みとどまった。

　一瞬だけ、すぐ側そばにある実家の事を思い出したが──続いてミリアの顔を思い出し、実家に戻るという選択肢しはすぐに消去する。

「みんなに見つかったら……俺、殺されちゃうかもしれないからな……」

　意味深しんな独り言を呟つぶやきながら、アイザックは手近な施設から電話をかける事にした。

　交換手を経て繋つなげられた『蜂の巣アルヴエアーレ』。

　そこでセーナに取り次がれて電話に出たロニーから、目当ての人物がいる場所を聞き、続いて教えられた場所に電話をかける。

　再び交換手を経て繋げられたのは、馴な染じみのある刺青いれずみ青年の声だった。

　本当に良かったと泣きじゃくるジャグジーに続いて──

　懐なつかしい声が聞こえてきた。

　一番聞きたかった声。

　涙ぐみながらも、精せい一いつ杯ぱいの嬉うれしさを吐はき出すその声は、アイザックを自然に微笑ほほえませる。

　なんと声を掛けるべきだろうか、一いつ体たい何から話そうかと散さん々ざん迷い続けていたアイザックだったが──

　ふと思い出し、考える間もなく、いつも通りの調子で大声を。

「悪いミリア！　財布さ、俺のポケットに入ってたよ」

　ごまかしでも照れ隠かくしでもなく、素すで『謝らなければ』と思ったアイザックの素直な言葉に──受話器の向こうからは、一瞬の間を空あける事も無く、『ううん！　全然気にしてないよ！』というミリアの声が。

　その声に安あん堵どしたアイザックは、再会の言葉も言いにくそうに言葉の続きを紡つむぎ出す。

「実はさ……そっちに帰るのにお金が足りなくて……さ……その、言いづらいんだけどさ、ミリア。俺の貯ちよ金きん箱から、汽車賃ちんを持って来て貰もらっていいかな……」

『──。────、────ッ！』

　電話の向こうから聞こえてくるミリアの声は、今すぐにでもここに来るという勢いだった。

　アイザックはその言葉を聞きながら、ミリアにここまで来させては大変だろうと、自分でも行ける距離までは列車に乗って行く事にした。

　手にした時刻表と運うん賃ちん表のメモを確認しながら、アイザックはかつて立ち寄った駅の名前に目をつける。

　ミリアと共に大リーガーの格かつ好こうをして、ギャングをギャフンと言わせた時の都市の名を。

「じゃあ……シカゴにしよう！　そこまでならなんとか行けるからさ！」

　受話器の奥から力強い頷うなずきを聞いて、アイザックは気持ちを高こう揚ようさせながら東の旅へと思いを馳はせた。

「ああ、今からシカゴ行きの列車に乗るよ。ええっと、どこで待ち合わせを…………」

　待ち合わせの場所と時間をメモした紙をポケットにしまい、アイザックは明日への希望に満ちていた。

　想いは東に、日は西に。

　自由を得たアイザックは、受話器に向かってきっぱりと言い放つ。

　ただ、ただ、単純に。

　ミリアに会う、という事こと以外、何一つ考える事も無く──

　だからこそ、その言葉は力強く──受話器の向こう側にいる者を安心させた。




「それじゃあ……シカゴで会おうな！」
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成なり田た良りよう悟ご

友人が作ってくれたナイルのお面で撮影に挑む作家の図。実は２年ほど前に作っていただいたものでありながら、バッカーノがなかなか出なかった為に著者近影に使う機会が得られなかったという曰く付きの一品です。や、本当にありがとうございました……！
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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